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東京書籍「精選古典探究 古文編・漢文編」（古探 702・703） 

■『宇治拾遺物語』「小野篁，広才のこと」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いる。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・説話の文章の特徴について理解し，その内容を

説明している。 

・説話の文章の特徴について理解している。 ・説話の文章の特徴について理解していない。 

③文章の展開 

（１）ウ 

・文章の展開の仕方について理解し，説明してい

る。 

・文章の展開の仕方について理解している。 ・文章の展開の仕方について理解していない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・「子」文字などの表現について理解し，その内

容を説明している。 

・「子」文字などの表現について理解している。 ・「子」文字などの表現について理解していな

い。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助詞や敬語などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助詞や敬語などの文法事項を理解して

いる。 

・本文中の助詞や敬語などの文法事項を理解して

いない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・帝と篁の言動と両者の関係性を読み取り，根拠

とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳している。 

・帝と篁の言動と両者の関係性を読み取ってい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・帝と篁の言動と両者の関係性を読み取っていな

い。 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・言葉遊びのおもしろさについて理解し，その内

容を説明している。 

・言葉遊びのおもしろさについて理解している。 ・言葉遊びのおもしろさについて理解していな

い。 

⑧考えの形成 

読（１）オ 

・帝と篁の関係性について考え，それに対する自

分の意見や感想を持っている。 

・帝と篁の関係性について考えている。 ・帝と篁の関係性について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・帝と篁のやりとりのおもしろさはどのような点

にあると思うか文章にまとめ，発表や討論を通

して自分の考えをさらに深めようとしている。 

・帝と篁のやりとりのおもしろさはどのような点

にあると思うか，文章にまとめようとしてい

る。 

・帝と篁のやりとりのおもしろさはどのような点

にあると思うか，文章にまとめようとしていな

い。 
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■『古今著聞集』「能は歌詠み」ルーブリック例 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いる。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴と構

成 （１）イウ 

・和歌を含む説話の特徴や，文章の構成について

理解し，その内容を説明している。 

・和歌を含む説話の特徴や，文章の構成について

理解している。 

・和歌を含む説話の特徴や，文章の構成について

理解していない。 

③表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色，季節ごとの景物について理

解し，その内容を説明している。 

・和歌の修辞や特色，季節ごとの景物について理

解している。 

・和歌の修辞や特色，季節ごとの景物について理

解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法や係り結びなどの文法事

項を理解し，さらに本文で使用されている以外

の別の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法や係り結びなどの文法事

項を理解している。 

・本文中の助動詞の用法や係り結びなどの文法事

項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物の言動や心情を読み取り，根拠ととも

に説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳している。 

・登場人物の言動や心情を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・登場人物の言動や心情を読み取っていない。 

⑥表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・文章中に登場する二つの和歌の共通点を読み取

り，その内容を説明している。 

・文章中に登場する二つの和歌の共通点を読み取

っている。 

・文章中に登場する二つの和歌の共通点を読み取

っていない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・大臣と女房の侍に対する対応について考え，そ

れに対する自分の意見や感想を持っている。 

・大臣と女房の侍に対する対応について考えてい

る。 

・大臣と女房の侍に対する対応について考えてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・大臣と女房の侍に対する対応の仕方や友則の例

は，読み手にどのようなことを考えさせるかを

文章にまとめ，発表や討論を通して自分の考え

をさらに深めようとしている。 

・大臣と女房の侍に対する対応の仕方や友則の例

は，読み手にどのようなことを考えさせるかを

文章にまとめようとしている。 

・大臣と女房の侍に対する対応の仕方や友則の例

は，読み手にどのようなことを考えさせるかを

文章にまとめようとしていない。 
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■『十訓抄』「成方といふ笛吹き」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴と構

成 （１）イウ 

・中国の話が引用された説話の特徴や，文章の構

成について理解し，その内容を説明している。 

・中国の話が引用された説話の特徴や，文章

の構成について理解している。 

・中国の話が引用された説話の特徴や，文章の構

成について理解していない。 

③表現の特色 

    （１）エ 

・古典特有の表現や説話の持つリズムなどについ

て理解し，その内容を説明している。 

・古典特有の表現や説話の持つリズムなどに

ついて理解している。 

・古典特有の表現や説話の持つリズムなどについ

て理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理

解している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・俊綱が笛を手に入れるために用いた策と，成方

が笛を奪われないために用いた策，それに対す

る互いの反応を読み取り，その内容を説明して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・俊綱が笛を手に入れるために用いた策と，

成方が笛を奪われないために用いた策，そ

れに対する互いの反応を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・俊綱が笛を手に入れるために用いた策と，成方

が笛を奪われないために用いた策，それに対す

る互いの反応を読み取っていない。 

⑥文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・俊綱・成方の話と，趙の文王のエピソードとの

共通性を理解し，根拠とともに説明している。 

・俊綱・成方の話と，趙の文王のエピソード

との共通性を理解している。 

・俊綱・成方の話と，趙の文王のエピソードとの

共通性を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・俊綱と成方のそれぞれの策について考え，それ

に対する自分の意見や感想を持っている。 

・俊綱と成方のそれぞれの策について考えて

いる。 

・俊綱と成方のそれぞれの策について考えていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑧考察・発表 

・俊綱・成方の話と，趙の文王のエピソードとの

共通性を踏まえ，説話編者が中国の話を引用し

た意図や効果について，自分の考えを文章にま

とめ，発表や討論を通してそれをさらに深めよ

うとしている。 

・俊綱・成方の話と，趙の文王のエピソード

との共通性を踏まえ，説話編者が中国の話

を引用した意図や効果について，自分の考

えを文章にまとめようとしている。 

・俊綱・成方の話と，趙の文王のエピソードとの

共通性を踏まえ，説話編者が中国の話を引用し

た意図や効果について，自分の考えを文章にま

とめようとしていない。 
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■『伊勢物語』「初冠」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を

理解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴 （１）イ 

・歌物語の文章の特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・歌物語の文章の特徴について理解して

いる。 

・歌物語の文章の特徴について理解していない。 

③文章の構成と 

展開 （１）ウ 

・『伊勢物語』の初段であることを踏まえた文章の構成や

展開に着目し，内容を正確に理解し，説明している。 

・『伊勢物語』の初段であることを踏ま

えた文章の構成や展開に着目し，内容

を正確に理解している。 

・『伊勢物語』の初段であることを踏まえた文章

の構成や展開に着目し，内容を正確に理解して

いない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・和歌の修辞を含めた表現技法について理解し，その内

容を説明している。 

・和歌の修辞を含めた表現技法について

理解している。 

・和歌の修辞を含めた表現技法について理解して

いない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の意味や助詞の用法などの文法事項を

理解し，さらに本文で使用されている以外の別の意味

や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の意味や助詞の用法な

どの文法事項を理解している。 

・本文中の助動詞の意味や助詞の用法などの文法

事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・「男」の行動を読み取り，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本

文を逐語訳している。 

・「男」の行動を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・「男」の行動を読み取っていない。 

⑦表現の特徴の理

解 読（１）ウ 

・序詞が二首の和歌全体にもたらす効果について理解

し，その内容を説明している。 

・序詞が二首の和歌全体にもたらす効果

について理解している。 

・序詞が二首の和歌全体にもたらす効果について

理解していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・「男」の行動に対する作者の感想を読み取り，それに対

する自分の意見や感想を持っている。 

・「男」の行動に対する作者の感想を読

み取っている。 

・「男」の行動に対する作者の感想を読み取って

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・進んで文語の決まりについて理解し，「男」の行動と作

者の推測や感想との関係について読み取るとともに自

分の考えを深め，他者に説明しようとしている。 

・進んで文語の決まりについて理解し，

「男」の行動と作者の推測や感想との

関係について読み取ろうとしている。 

・進んで文語の決まりについて理解し，「男」の

行動と作者の推測や感想との関係について読み

取ろうとしていない。 
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■『伊勢物語』「月やあらぬ」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴 （１）イ 

・歌物語における地の文と和歌とがどのように機能し

ているのか理解し，その内容を説明している。 

・歌物語における地の文と和歌とがどのよう

に機能しているのか理解している。 

・歌物語における地の文と和歌とがどのように機

能しているのか理解していない。 

③文章の構成と 

展開 （１）ウ 

・時間の経過を示す語から文章の展開に着目し，内容

を正確に理解し，説明している。 

・時間の経過を示す語から文章の展開に着目

し，内容を正確に理解している。 

・時間の経過を示す語から文章の展開に着目し，

内容を正確に理解していない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・文章の表現技法について理解し，込められた心情と

ともに説明している。 

・文章の表現技法について理解している。 ・文章の表現技法について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の意味などの文法事項を理解し，さ

らに本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の意味などの文法事項を理

解している。 

 

・本文中の助動詞の意味などの文法事項を理解し

ていない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物や状況の変化を読み取り，その内容を説明

している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・登場人物や状況の変化を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・登場人物や状況の変化を読み取っていない。 

⑦表現の特徴の理

解 読（１）ウ 

・「月やあらぬ…」の和歌の特徴について理解し，そ

の内容を説明している。 

・「月やあらぬ…」の和歌の特徴について理

解している。 

・「月やあらぬ…」の和歌の特徴について理解し

ていない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・「人の行き通ふべき所にもあらざりければ」から

「女」の境遇を推測し，自由に会うことのできない

男の苦悩を理解し，それに対する自分の意見や感想

を持っている。 

・「人の行き通ふべき所にもあらざりけれ

ば」から「女」の境遇を推測し，自由に会

うことのできない男の苦悩を理解してい

る。 

・「人の行き通ふべき所にもあらざりければ」か

ら「女」の境遇を推測し，自由に会うことので

きない男の苦悩を理解していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・「心ざし深かりける人」の心情の変化について文章

にまとめ，発表や討論を通して自分の考えをさらに

深めようとしている。 

・「心ざし深かりける人」の心情の変化につ

いて文章にまとめようとしている。 

・「心ざし深かりける人」の心情の変化について

文章にまとめようとしていない。 
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■『伊勢物語』「狩りの使ひ」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古典知識 

（１）ア 

・「狩りの使ひ」，「伊勢の斎宮」の役割を理解し，説

明している。 

・古時刻について理解し，その内容を説明している。 

・「狩りの使ひ」，「伊勢の斎宮」の役割を理

解している。 

・古時刻について理解している。 

・「狩りの使ひ」，「伊勢の斎宮」の役割を理解して

いない。 

・古時刻について理解していない。 

②文章の種類と

特徴（１）イ 

・詠み交わした歌の役割を理解し，その内容を説明し

ている。 

・詠み交わした歌の役割を理解している。 ・詠み交わした歌の役割を理解していない。 

③和歌の照応 

 （１）ウ 

・和歌の照応に着目し，内容を正確に理解し，説明し

ている。 

・和歌の照応に着目し，内容を正確に理解し

ている。 

・和歌の照応に着目し，内容を正確に理解してい

ない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・文章の表現技法について理解し，込められた心情と

ともに説明している。 

・文章の表現技法について理解している。 ・文章の表現技法について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・同形の語句について文法事項を理解して識別し，さ

らに本文で使用されている以外の別の例の知識を得

ている。 

・同形の語句について文法事項を理解して識

別している。 

・同形の語句について文法事項を理解して識別し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内

容把握 

読（１）アイ 

・「来」「行く」，「夢」「うつつ」の対義語に留意し，

文脈に沿った適切な現代語訳をしている。 

・「男」と「斎宮」との関係を認識し，説明してい

る。 

・「来」「行く」，「夢」「うつつ」の対義語に

留意し，本文を逐語訳している。 

・「男」と「斎宮」との関係を認識してい

る。 

・「来」「行く」，「夢」「うつつ」の対義語に留意

し，本文を逐語訳していない。 

・「男」と「斎宮」との関係を認識していない。 

⑧表現の特徴の

理解 

読（１）ウ 

・「君や来し…」の和歌や「血の涙を流せど」等の表

現の特徴について理解し，その内容を説明してい

る。 

・「君や来し…」の和歌や「血の涙を流せ

ど」等の表現の特徴について理解してい

る。 

・「君や来し…」の和歌や「血の涙を流せど」等の

表現の特徴について理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・「濡れぬえにし」「逢坂の関は越えなむ」に託された

思いを的確に把握し，それに対する自分の意見や感

想を持っている。 

・「濡れぬえにし」「逢坂の関は越えなむ」に

託された思いを的確に把握している。 

・「濡れぬえにし」「逢坂の関は越えなむ」に託さ

れた思いを的確に把握していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・「男」と「女」の恋愛が許されざるものであった理

由について文章にまとめ，さらに調べるなどして自

分の考えを深めようとしている。 

・「男」と「女」の恋愛が許されざるもので

あった理由について文章にまとめようとし

ている。 

・「男」と「女」の恋愛が許されざるものであった

理由について文章にまとめようとしていない。 
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■『伊勢物語』「小野の雪」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句や用法を理解してい

る。 

・本文中の古文重要語句や用法を理解していな

い。 

②文章の種類と

特徴（１）イ 

・本文中の和歌の役割を理解し，その内容を説明して

いる。 

・本文中の和歌の役割を理解している。 ・本文中の和歌の役割を理解していない。 

③文章の構成と 

展開 （１）ウ 

・時間を表す語から文章の展開に着目し，内容を正確

に理解し，説明している。 

・時間を表す語から文章の展開に着目し，内

容を正確に理解している。 

・時間を表す語から文章の展開に着目し，内容を

正確に理解していない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・文章の表現技法について理解し，込められた心情と

ともに説明している。 

・文章の表現技法について理解している。 ・文章の表現技法について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・係助詞「ぞ」・「や」の用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の係助詞の知識を得ている。 

・係助詞「ぞ」・「や」の用法を理解してい

る。 

・係助詞「ぞ」・「や」の用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内

容把握 

読（１）アイ 

・敬語に留意し，文脈に沿った適切な現代語訳をして

いる。 

・場面の区切りを理解し，各場面における「翁」と惟

喬親王との関係を読み取り，根拠を示しながら他者

に説明している。 

・敬語に留意し，本文を逐語訳している。 

 

・場面の区切りを理解し，各場面における

「翁」と惟喬親王との関係を読み取ってい

る。 

・敬語に留意し，本文を逐語訳していない。 

 

・場面の区切りを理解し，各場面における「翁」

と惟喬親王との関係を読み取っていない。 

⑦文章の展開の

理解 

読（１）ウ 

・文章の前半部と後半部のそれぞれについて人物や行

動を整理し，状況が変化した部分についてその内容

を説明している。 

・文章の前半部と後半部のそれぞれについて

人物や行動を整理している。 

・文章の前半部と後半部のそれぞれについて人物

や行動を整理していない。 

⑧考えの形成 

  読（１）カ 

・惟喬親王の行動が表す心情とそれに対する「翁」の

心情を理解し，それに対して自分の意見や感想を持

っている。 

・惟喬親王の行動が表す心情とそれに対する

「翁」の心情を理解している。 

・惟喬親王の行動が表す心情とそれに対する

「翁」の心情を理解していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・惟喬親王の行動が表す心情とそれに対する「翁」の

心情について文章にまとめ，発表や討論を通して自

分の考えをさらに深めようとしている。 

・惟喬親王の行動が表す心情とそれに対する

「翁」の心情について文章にまとめようと

している。 

・惟喬親王の行動が表す心情とそれに対する

「翁」の心情について文章にまとめようとして

いない。 



11 

■『伊勢物語』「つひにゆく道」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②作品の種類と特

徴  （１）イ 

・歌物語とはどのようなものか，その特徴について理

解し，説明している。 

・歌物語とはどのようなものか，その特徴

について理解している。 

・歌物語とはどのようなものか，その特徴につい

て理解していない。 

③文章の構成と 

展開 （１）ウ 

・『伊勢物語』の最終段であることを踏まえた文章の構

成や展開に着目し，内容を正確に理解し，説明して

いる。 

・『伊勢物語』の最終段であることを踏ま

えた文章の構成や展開に着目し，内容を

正確に理解している。 

・『伊勢物語』の最終段であることを踏まえた文

章の構成や展開に着目し，内容を正確に理解し

ていない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・和歌の修辞を含めた表現技法について理解し，その

内容を説明している。 

・和歌の修辞を含めた表現技法について理

解している。 

・和歌の修辞を含めた表現技法について理解して

いない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事

項を理解している。 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理

解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイウ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・「男」の状況を理解し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・「男」の状況を理解している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・「男」の状況を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・「つひにゆく…」の歌に込められた「男」の心情を読

み取り，それに対して自分の意見や感想を持ってい

る。 

・「つひにゆく…」の歌に込められた

「男」の心情を読み取っている。 

・「つひにゆく…」の歌に込められた「男」の心

情を読み取っていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・この章段が『伊勢物語』全体の中で果たす役割，お

よび構成の意図について読み取るとともに自分の考

えを深め，他者に説明しようとしている。 

・この章段が『伊勢物語』全体の中で果た

す役割，および構成の意図について読み

取ろうとしている。 

・この章段が『伊勢物語』全体の中で果たす役

割，および構成の意図について読み取ろうとし

ていない。 
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■『大和物語』「姨捨」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・歌物語としての『大和物語』の特質を理解し，その

内容を『伊勢物語』と比較しながら説明している。 

・歌物語としての『大和物語』の特質を理解

している。 

・歌物語としての『大和物語』の特質を理解して

いない。 

③文章の構成と 

展開 （１）ウ 

・場面を確認しながら文章の展開に着目し，内容を正

確に理解し，説明している。 

・場面を確認しながら文章の展開に着目し，

内容を正確に理解している。 

・場面を確認しながら文章の展開に着目し，内容

を正確に理解していない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・文章の表現技法について理解し，込められた心情と

ともに説明している。 

・文章の表現技法について理解している。 ・文章の表現技法について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・係助詞「なむ」の用法を理解し，さらに本文で使用

されている以外の係助詞の知識を得ている。 

・同形の語句について文法事項を理解して識別し，さ

らに本文で使用されている以外の別の例の知識を得

ている。 

・係助詞「なむ」の用法を理解している。 

 

・同形の語句について文法事項を理解して識

別している。 

・係助詞「なむ」の用法を理解していない。 

 

・同形の語句について文法事項を理解して識別し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・「姨捨」の風習について理解し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・「姨捨」の風習について理解している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・「姨捨」の風習について理解していない。 

⑦文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・文章の展開において和歌が果たしている役割につい

て理解し，その内容を説明している。 

・文章の展開において和歌が果たしている役

割について理解している。 

・文章の展開において和歌が果たしている役割に

ついて理解していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・「をば」を山に捨てるまでの「男」の心情の変化を

理解し，それに対する自分の意見や感想を持ってい

る。 

・「をば」を山に捨てるまでの「男」の心情

の変化を理解している。 

・「をば」を山に捨てるまでの「男」の心情の変

化を理解していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

 ⑨考察・発表 

・物語に含まれる和歌の効用について考え，発表や討

論を通して自分の考えをさらに深めようとしてい

る。 

・姨捨伝説が広まった理由について考察し，根拠とと

もに他者に説明しようとしている。 

・物語に含まれる和歌の効用について考えよ

うとしている。 

 

・姨捨伝説が広まった理由について考察しよ

うとしている。 

・物語に含まれる和歌の効用について考えようと

していない。 

 

・姨捨伝説が広まった理由について考察しようと

していない。 
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■［言語活動］「姨捨伝説を読み比べる」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いる。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文学作品の知識 

（１）イ 

・時代の異なる古文の作品や文章，近代の文章の

作品や作者について，知識を深め，それぞれの

特徴や概要を説明している。 

・時代の異なる古文の作品や文章，近代の文章の

作品や作者について，知識を深めている。 

・時代の異なる古文の作品や文章，近代の文章

の作品や作者について，知識を深めていな

い。 

③文の展開 

（１）ウ 

・文の展開の仕方に着目し，内容を正確に理解し

てあらすじをまとめ，説明している。 

・文の展開の仕方に着目し，内容を正確に理解し

てあらすじをまとめている。 

・文の展開の仕方に着目し，内容を正確に理解

してあらすじをまとめていない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・時代の異なる古文の，それぞれの表現の特色に

ついて理解し，その内容を説明している。 

・時代の異なる古文の，それぞれの表現の特色に

ついて理解している。 

・時代の異なる古文の，それぞれの表現の特色

について理解していない。 

⑤文化の理解 

（２）アエ 

・複数の文章に表れたものの見方や考え方とその

背景について理解を深め，説明している。 

・複数の文章に表れたものの見方や考え方とその

背景について理解している。 

・複数の文章に表れたものの見方や考え方とそ

の背景について理解していない。 

⑥文法理解 

（２）イ 

・本文中に使用されている語についての文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の

別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中に使用されている語についての文法事項

を理解している。 

・本文中に使用されている語についての文法事

項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦他の作品との関

係 読（１）エ 

・同じテーマに対する異なる文章の相違点と共通

点について比較,整理し,発表している。 

・『大和物語』と『俊頼髄脳』それぞれの姨捨伝

説の取り上げ方を読み取り，根拠とともに説明

している。 

・同じテーマに対する異なる文章の相違点と共通

点について比較,整理している。 

・『大和物語』と『俊頼髄脳』それぞれの姨捨伝

説の取り上げ方を読み取っている。 

・同じテーマに対する異なる文章の相違点と共

通点について比較,整理していない。 

・『大和物語』と『俊頼髄脳』それぞれの姨捨伝

説の取り上げ方を読み取っていない。 

⑧考えの形成 

読（１）カキク 

・近代文学における姨捨伝説の取り上げ方を理解

し，古典文学との違いについて考察し，説明し 

ている。 

・姨捨伝説の代表的な型を理解し，姨捨伝説が時

間，空間を超えて広く伝播した理由についてま

・近代文学における姨捨伝説の取り上げ方を理解

し，古典文学との違いについて考察している。 

 

・姨捨伝説の代表的な型を理解し，姨捨伝説が時

間，空間を超えて広く伝播した理由について 

・近代文学における姨捨伝説の取り上げ方を理

解し，古典文学との違いについて考察してい

ない。 

・姨捨伝説の代表的な型を理解し，姨捨伝説が

時間，空間を超えて広く伝播した理由につい 
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とめ，それに対して自分の意見や感想を持って

いる。 

まとめている。 てまとめていない。 

主
体
的
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学
習
に
取
り

組
む
態
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 ⑨考察・発表 

・姨捨伝説の背景となった状況や倫理観等につい

て自分の考えを文章にまとめ，発表や討論を通

して自分の考えをさらに深めようとしている。 

・姨捨伝説の背景となった状況や倫理観等につい

て，自分の考えを文章にまとめようとしてい

る。 

・姨捨伝説の背景となった状況や倫理観等につ

いて，自分の考えを文章にまとめようとして

いない。 
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■『枕草子』「九月ばかり」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使用

されている以外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を

理解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②作品の種類と特

徴 （１）イ 

・随筆文学としての『枕草子』の特徴について理解し，説明

している。 

・随筆文学としての『枕草子』の特徴に

ついて理解している。 

・随筆文学としての『枕草子』の特徴につい

て理解していない。 

③文章の構成と 

表現（１）ウエ 

・それぞれの段落における自然描写と作者の感想とを正確に

区別し，説明している。 

・それぞれの段落における自然描写と作

者の感想とを正確に区別している。 

・それぞれの段落における自然描写と作者の

感想とを正確に区別していない。 

④現代語との違い 

   （２）アウ 

・古語と現代語で，同じ形だが意味の異なる語について理解

し，その内容を説明している。 

・古語と現代語で，同じ形だが意味の異

なる語について理解している。 

・古語と現代語で，同じ形だが意味の異なる

語について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の形容詞や形容動詞の意味や用法などの文法事項を

理解し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の形容詞や形容動詞の意味や用

法などの文法事項を理解している。 

・本文中の形容詞や形容動詞の意味や用法な

どの文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿った

適切な現代語訳をしている。 

・「言ひ」の主語を正しく把握し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本

文を逐語訳している。 

・「言ひ」の主語を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・「言ひ」の主語を把握していない。 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・作者が「をかし」と表現した内容とその心情を本文に即し

て把握し，根拠とともに説明している。 

・作者が「をかし」と表現した内容とそ

の心情を本文に即して把握している。 

・作者が「をかし」と表現した内容とその心

情を本文に即して把握していない。 

⑧考えの形成 

読（１）オカ 

・末尾の文で表現されている作者の考えを読み取り，それに

対する自分の意見や感想を持っている。 

・末尾の文で表現されている作者の考え

を読み取っている。 

・末尾の文で表現されている作者の考えを読

み取っていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・自然に対する作者の観察眼の鋭さについて理解するととも

に，自分が「をかし」と感じるものについて文章にまと

め，他者に説明しようとしている。 

・自然に対する作者の観察眼の鋭さにつ

いて理解するとともに，自分が「をか

し」と感じるものについて文章にまと

めようとしている。 

・自然に対する作者の観察眼の鋭さについて

理解するとともに，自分が「をかし」と感

じるものについて文章にまとめようとして

いない。 
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■『枕草子』「すさまじきもの」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴と展開 

（１）イウエ 

・第一段落と第二段落以降，それぞれの「すさまじき

もの」についての記述の特徴について理解し，説明

している。 

・第一段落と第二段落以降，それぞれの「す

さまじきもの」についての記述の特徴につ

いて理解している。 

・第一段落と第二段落以降，それぞれの「す

さまじきもの」についての記述の特徴につ

いて理解していない。 

③現代語との違い 

（２）アウ 

・古語と現代語で，同じ形だが意味の異なる語につい

て理解し，その内容を説明している。 

・古語と現代語で，同じ形だが意味の異なる

語について理解している。 

・古語と現代語で，同じ形だが意味の異なる

語について理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞や呼応の副詞の，意味や用法などの

文法事項を理解し，さらに本文で使用されている以

外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞や呼応の副詞の，意味や用

法などの文法事項を理解している。 

・本文中の助動詞や呼応の副詞の，意味や用

法などの文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把

握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・人々の行動と心情を整理し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・人々の行動と心情を整理している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・人々の行動と心情を整理していない。 

⑥文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・作者の考える「すさまじきもの」とそれぞれの理由

を本文に即して理解し，根拠とともに説明してい

る。 

・作者の考える「すさまじきもの」とそれぞ

れの理由を本文に即して理解している。 

・作者の考える「すさまじきもの」とそれぞ

れの理由を本文に即して理解していない。 

⑦考えの形成 

 読（１）オカ 

・現代における「すさまじきもの」にはどのようなも

のがあるか，自分の意見や感想を持っている。 

・現代における「すさまじきもの」にはどの

ようなものがあるか，考えている。 

・現代における「すさまじきもの」にはどの

ようなものがあるか，考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・「すさまじきもの」に表現されている作者の価値観

について自らの考えを文章にまとめ，他者に説明し

ようとしている。 

・「すさまじきもの」に表現されている作者

の価値観について自らの考えを文章にまと

めようとしている。 

・「すさまじきもの」に表現されている作者

の価値観について自らの考えを文章にまと

めようとしていない。 
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■『枕草子』「中納言参り給ひて」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特徴 

（１）イウエ 

・『枕草子』の章段の分類の中で，この章段がどれにあ

てはまるか理解し，根拠とともに説明している。 

・『枕草子』の章段の分類の中で，この章

段がどれにあてはまるか理解している。 

・『枕草子』の章段の分類の中で，この章段

がどれにあてはまるか理解していない。 

③語法理解 

（２）アイウ 

・本文中の敬語の意味や用法，敬意の対象などの事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語の意味や用法，敬意の対象

などの事項を理解している。 

・本文中の敬語の意味や用法，敬意の対象な

どの事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把

握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・文中の発言の主体や対象，内容について理解し，根

拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・文中の発言の主体や対象，内容について

理解している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・文中の発言の主体や対象，内容について理

解していない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・登場人物どうしがそれぞれどのような間柄か，会話

をもとに理解し，説明している。 

・登場人物どうしがそれぞれどのような間

柄か，会話をもとに理解している。 

・登場人物どうしがそれぞれどのような間柄

か，会話をもとに理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オカ 

・この出来事を記した理由を述べた作者の心情につい

て，自分の意見や感想を持っている。 

・この出来事を記した理由を述べた作者の

心情について考えている。 

・この出来事を記した理由を述べた作者の心

情について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・作者の発言と，それを受けた隆家の発言のおもしろ

さはそれぞれどのような点にあるか文章にまとめ，

発表や討論を通して自分の考えをさらに深めようと

している。 

・作者の発言と，それを受けた隆家の発言

のおもしろさはそれぞれどのような点に

あるか文章にまとめようとしている。 

・作者の発言と，それを受けた隆家の発言の

おもしろさはそれぞれどのような点にある

か文章にまとめようとしていない。 
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■『枕草子』「雪のいと高う降りたるを」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴 

（１）イウエ 

・この文章の特徴やリズムについて理解し，説明してい

る。 

・この文章の特徴やリズムについて理解し

ている。 

・この文章の特徴やリズムについて理解して

いない。 

③他文化との関係 

（２）ア 

・「香炉峰の雪」の脚注について，意味や本文との共通点

を理解し，説明している。 

・「香炉峰の雪」の脚注について，意味や

本文との共通点を理解している。 

・「香炉峰の雪」の脚注について，意味や本

文との共通点を理解していない。 

④文法理解 

（２）アイウ 

・本文中の撥音便無表記について理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の例の知識を得ている。 

・本文中の撥音便無表記について理解して

いる。 

・本文中の撥音便無表記について理解してい

ない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・どのような場面か，また発言や動作の主体は誰か把握

し，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・どのような場面か，また発言や動作の主

体は誰か把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・どのような場面か，また発言や動作の主体

は誰か把握していない。 

⑥文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・「御簾を高く上げたれば」という作者の動作の意図につ

いて理解し，説明している。 

・作者の動作に対する定子の心情について理解し，説明し

ている。 

・「御簾を高く上げたれば」という作者の

動作の意図について理解している。 

・作者の動作に対する定子の心情について

理解している。 

・「御簾を高く上げたれば」という作者の動

作の意図について理解していない。 

・作者の動作に対する定子の心情について理

解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オカ 

・「この宮の人には，さべきなめり」という他の女房たち

の作者に対する評価について，自分の意見や感想を持っ

ている。 

・「この宮の人には，さべきなめり」とい

う他の女房たちの作者に対する評価につ

いて考えている。 

・「この宮の人には，さべきなめり」という

他の女房たちの作者に対する評価について

考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・平安時代の後宮の生活と，天皇の后に仕える女房たちの

資質について文章にまとめ，発表や討論を通して自分の

考えをさらに深めようとしている。 

・平安時代の後宮の生活と，天皇の后に仕

える女房たちの資質について文章にまと

めようとしている。 

・平安時代の後宮の生活と，天皇の后に仕え

る女房たちの資質について文章にまとめよ

うとしていない。 
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■『枕草子』「二月つごもりごろに」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴 

（１）イエ 

・季節に着目して和歌の表現内容を理解し，説明してい

る。 

・季節に着目して和歌の表現内容を理解し

ている。 

・季節に着目して和歌の表現内容を理解して

いない。 

③和歌の照応 

 （１）ウ 

・先に詠み出された下の句と，付けた上の句との照応に着

目し，内容を正確に理解し，説明している。 

・先に詠み出された下の句と，付けた上の

句との照応に着目し，内容を正確に理解

している。 

・先に詠み出された下の句と，付けた上の句

との照応に着目し，内容を正確に理解して

いない。 

④語法理解 

（２）アイウ 

・本文中の敬語の意味や用法，敬意の対象などの事項を理

解し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語の意味や用法，敬意の対象

などの事項を理解している。 

・本文中の敬語の意味や用法，敬意の対象な

どの事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・発言や動作の主体，下の句と上の句を詠んだ人物はそれ

ぞれ誰か把握し，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・発言や動作の主体，下の句と上の句を詠

んだ人物はそれぞれ誰か把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・発言や動作の主体，下の句と上の句を詠ん

だ人物はそれぞれ誰か把握していない。 

⑥文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・場面を分け，それぞれの場面での作者の心情を理解し，

説明している。 

・場面を分け，それぞれの場面での作者の

心情を理解している。 

・場面を分け，それぞれの場面での作者の心

情を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オカ 

・「なほ内侍に奏してなさむ。」という評価の対象と意味に

ついて，自分の意見や感想を持っている。 

・「なほ内侍に奏してなさむ。」という評価

の対象と意味について考えている。 

・「なほ内侍に奏してなさむ。」という評価の

対象と意味について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・作者の詠んだ句には，作者の観察眼のどのような点が表

れていると思うか文章にまとめ，発表や討論を通して自

分の考えをさらに深めようとしている。 

・作者の詠んだ句には，作者の観察眼のど

のような点が表れていると思うか文章に

まとめようとしている。 

・作者の詠んだ句には，作者の観察眼のどの

ような点が表れていると思うか文章にまと

めようとしていない。 

 

  



21 

■『枕草子』「宮に初めて参りたるころ」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の展開 

（１）イウエ 

・定子の発言に着目して文章の展開を理解し，説明してい

る。 

・定子の発言に着目して文章の展開を理解

している。 

・定子の発言に着目して文章の展開を理解し

ていない。 

③文法理解 

（２）アイウ 

・本文中の助動詞や敬語の意味や用法などの事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や使わ

れ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞や敬語の意味や用法など

の事項を理解している。 

・本文中の助動詞や敬語の意味や用法などの

事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・作者から見た定子がどのように描かれているかを整理

し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・作者から見た定子がどのように描かれて

いるかを整理している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・作者から見た定子がどのように描かれてい

るかを整理していない。 

⑤表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・作者が初出仕した頃を回想した文章であることに着目

し，作者の様子と心情を読み取り，根拠とともに説明し

ている。 

・定子の言動は，作者へのどのような配慮を表しているか

理解し，説明している。 

・作者が初出仕した頃を回想した文章であ

ることに着目し，作者の様子と心情を読

み取っている。 

・定子の言動は，作者へのどのような配慮

を表しているか理解している。 

・作者が初出仕した頃を回想した文章である

ことに着目し，作者の様子と心情を読み取

っていない。 

・定子の言動は，作者へのどのような配慮を

表しているか理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オカ 

・この文章に描かれた定子の様子および人柄について，自

分の意見や感想を持っている。 

・この文章に描かれた定子の様子および人

柄について考えている。 

・この文章に描かれた定子の様子および人柄

について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・定子の生涯や後宮で生まれた文化について調べ，発表や

討論を通して自分の考えをさらに深めようとしている。 

・定子の生涯や後宮で生まれた文化につい

て調べようとしている。 

・定子の生涯や後宮で生まれた文化について

調べようとしていない。 
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■『平家物語』「忠度の都落ち」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解していない。 

②文章の種類と特

徴 （１）イエ 

・軍記物語の文章の特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・軍記物語の文章の特徴について理解してい

る。 

・軍記物語の文章の特徴について理解して

いない。 

③文章の構成 

（１）ウ 

・本文の構成を意識しながらあらすじを把握し，説明して

いる。 

・本文の構成を意識しながらあらすじを把握

している。 

・本文の構成を意識しながらあらすじを把

握していない。 

④和漢混交文 

（２）ア 

・和漢混交文について理解し，説明している。 ・和漢混交文について理解している。 ・和漢混交文について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）イ 

・同形の語句について文法事項を理解して識別し，さらに

本文で使用されている以外の別の例の知識を得ている。 

・音便について理解し，説明している。 

・同形の語句について文法事項を理解して識

別している。 

・音便について理解している。 

・同形の語句について文法事項を理解して

識別していない。 

・音便について理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・忠度のおかれた状況および俊成を訪ねてきた理由を読み

取り，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・忠度のおかれた状況および俊成を訪ねてき

た理由を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳していない。 

・忠度のおかれた状況および俊成を訪ねて

きた理由を読み取っていない。 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・忠度が自作の和歌に執心する心情と，俊成の忠度に対す

る態度を，本文のさまざまな表現を味わいながら読み取

り，説明している。 

・忠度が自作の和歌に執心する心情と，俊成

の忠度に対する態度を読み取っている。 

・忠度が自作の和歌に執心する心情と，俊

成の忠度に対する態度を読み取っていな

い。 

⑧考えの形成 

 読（１）カ 

・「その後，世静まつて」以降の記述に表れている語り手

の忠度に対する心情を読み取り，それに対する自分の意

見や感想を持っている。 

・「その後，世静まつて」以降の記述に表れ

ている語り手の忠度に対する心情を読み取

っている。 

・「その後，世静まつて」以降の記述に表れ

ている語り手の忠度に対する心情を読み

取っていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・俊成と忠度の人物像や，戦乱の世における和歌を通じた

二人の交流について文章にまとめ，発表や討論を通して

自分の考えをさらに深めようとしている。 

・俊成と忠度の人物像や，戦乱の世における

和歌を通じた二人の交流について文章にま

とめようとしている。 

・俊成と忠度の人物像や，戦乱の世におけ

る和歌を通じた二人の交流について文章

にまとめようとしていない。 
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■［言語活動］「『忠度の都落ち』を読み比べる」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いる。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文学的知識 

（１）イ 

・異本について知識を得，概要を説明している。 ・異本について知識を得ている。 ・異本について知識を得ていない。 

③文の照応 

（１）ウ 

・文の成分の順序や照応に着目し，内容を正確に

理解し，説明している。 

・文の成分の順序や照応に着目し，内容を正確に

理解している。 

・文の成分の順序や照応に着目し，内容を正確

に理解していない。 

④表現技法 

    （１）エ 

・異なる古文の，それぞれの表現の特色について

理解し，その内容を説明している。 

・異なる古文の，それぞれの表現の特色について

理解している。 

・異なる古文の，それぞれの表現の特色につい

て理解していない。 

⑤文化の理解 

（２）ア 

・複数の文章に表れたものの見方や考え方につい

て理解を深め，説明している。 

・複数の文章に表れたものの見方や考え方につい

て理解している。 

・複数の文章に表れたものの見方や考え方につ

いて理解していない。 

⑥文法理解 

（２）イ 

・本文中に使用されている語についての文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の

別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中に使用されている語についての文法事項

を理解している。 

・本文中に使用されている語についての文法事

項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・「覚一本」の表現上の特徴について整理し，説

明している。 

・「覚一本」の表現上の特徴について整理してい

る。 

・「覚一本」の表現上の特徴について整理して

いない。 

⑧他の作品との関

係 読（１）エ 

・「覚一本」「延慶本」のそれぞれについて着目点

を決め，その取り上げ方を比較，整理し，発表

している。 

・「覚一本」「延慶本」のそれぞれについて着目点

を決め，その取り上げ方を比較，整理してい

る。 

・「覚一本」「延慶本」のそれぞれについて着目

点を決め，その取り上げ方を比較，整理して

いない。 

⑧考えの形成 

読（１）ク 

・「延慶本」と比較して「覚一本」が工夫してい

ると思われる点はどのような点か考察し，それ

に対する自分の意見や感想を持っている。 

・「延慶本」と比較して「覚一本」が工夫してい

ると思われる点はどのような点か考察してい

る。 

・「延慶本」と比較して「覚一本」が工夫して

いると思われる点はどのような点か考察して

いない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・異本の文章の違いによる表現上の工夫とその効

果について自分の考えを文章にまとめ，発表や

討論を通して自分の考えをさらに深めようとし

ている。 

・異本の文章の違いによる表現上の工夫とその効

果について自分の考えを文章にまとめようとし

ている。 

・異本の文章の違いによる表現上の工夫とその

効果について自分の考えを文章にまとめよう

としていない。 
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■『平家物語』「壇の浦の合戦」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解していない。 

②文章の種類と特

徴 （１）イエ 

・軍記物語の文章の特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・教経の奮戦の様子を表す描写に着目し，その特徴を把握

し，説明している。 

・軍記物語の文章の特徴について理解して

いる。 

・教経の奮戦の様子を表す描写に着目し，

その特徴を把握している。 

・軍記物語の文章の特徴について理解して

いない。 

・教経の奮戦の様子を表す描写に着目し，

その特徴を把握していない。 

③文章の構成 

（１）ウ 

・本文全体の構成を意識しながらあらすじを把握し，説明

している。 

・本文全体の構成を意識しながらあらすじ

を把握している。 

・本文全体の構成を意識しながらあらすじ

を把握していない。 

④和漢混交文 

（２）ア 

・和漢混交文について理解し，説明している。 ・和漢混交文について理解している。 ・和漢混交文について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）イ 

・本文中の助動詞の，意味や用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や使わ

れ方の知識を得ている。 

・呼応する語句の意味や用法について理解し，説明してい

る。 

・本文中の助動詞の，意味や用法などの文

法事項を理解している。 

 

・呼応する語句の意味や用法について理解

している。 

・本文中の助動詞の，意味や用法などの文

法事項を理解していない。 

 

・呼応する語句の意味や用法について理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・「壇の浦の合戦」が源平の戦いにおいてどのような位置づ

けにあるかを理解し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・「壇の浦の合戦」が源平の戦いにおいて

どのような位置づけにあるかを理解して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳していない。 

・「壇の浦の合戦」が源平の戦いにおいて

どのような位置づけにあるかを理解して

いない。 

⑦文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・知盛の発言や,それに対する教経の捉え方に着目し,知盛

と教経それぞれの心情と人物像を読み取り，他者に説明

している。 

・知盛の発言や,それに対する教経の捉え

方に着目し,知盛と教経それぞれの心情

と人物像を読み取っている。 

・知盛の発言や,それに対する教経の捉え

方に着目し,知盛と教経それぞれの心情

と人物像を読み取っていない。 



27 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・「見るべきほどのことは見つ…」の言葉にはどのような思

いが込められているかを考え，それに対する自分の意見

や感想を持っている。 

・「見るべきほどのことは見つ…」の言葉

にはどのような思いが込められているか

を考えている。 

・「見るべきほどのことは見つ…」の言葉

にはどのような思いが込められているか

を考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む 

態
度 

⑨考察・発表 

・『平家物語』学習のまとめとして，「忠度の都落ち」「壇の

浦の合戦」で登場人物が死に直面した際の心情につい

て，考えを文章にまとめるとともに，発表や討論を通し

て自分の考えをさらに深めようとしている。 

・『建礼門院右京大夫集』の作者の立場を確認し，視点の違

いによる描かれ方の違いについて考えを文章にまとめる

とともに，発表や討論を通して自分の考えをさらに深め

ようとしている。 

・『平家物語』学習のまとめとして，「忠度

の都落ち」「壇の浦の合戦」で登場人物

が死に直面した際の心情について，考え

を文章にまとめようとしている。 

・『建礼門院右京大夫集』の作者の立場を

確認し，視点の違いによる描かれ方の違

いについて考えを文章にまとめようとし

ている。 

・『平家物語』学習のまとめとして，「忠度

の都落ち」「壇の浦の合戦」で登場人物

が死に直面した際の心情について，考え

を文章にまとめようとしていない。 

・『建礼門院右京大夫集』の作者の立場を

確認し，視点の違いによる描かれ方の違

いについて考えを文章にまとめようとし

ていない。 
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■『方丈記』「安元の大火」ルーブリック例 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・随筆の文章の特徴と構成について理解し，その

内容を説明している。 

・随筆の文章の特徴と構成について理解して

いる。 

・随筆の文章の特徴と構成について理解していな

い。 

③表現の特色 

（１）エ 

・第一段落の描写の特徴について理解し，その効

果について説明している。 

・第一段落の描写の特徴について理解してい

る。 

・第一段落の描写の特徴について理解していな

い。 

④言葉の変化 

 （２）アイウ 

・時刻を表す言葉の変化について理解し，説明し

ている。 

・時刻を表す言葉の変化について理解してい

る。 

・時刻を表す言葉の変化について理解していな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・第一段落の火事の描写，第二段落の作者の考え

を読み取り，それぞれの内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・第一段落の火事の描写，第二段落の作者の

考えを読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・第一段落の火事の描写，第二段落の作者の考え

を読み取っていない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・文末における回想・伝聞の表現の効果について

理解し，その内容を説明している。 

・文末における回想・伝聞の表現の効果につ

いて理解している。 

・文末における回想・伝聞の表現の効果について

理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カク 

・災害に直面した作者の至った心境について考

え，それに対する自分の意見や感想を持ってい

る。 

・災害に直面した作者の至った心境について

考えている。 

・災害に直面した作者の至った心境について考え

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・発表 

・当時の世情を踏まえ，作者の考え方に対する自

分の考えを文章にまとめ，発表や討論を通して

それをさらに深めようとしている。 

・当時の世情を踏まえ，作者の考え方に対す

る自分の考えを文章にまとめようとしてい

る。 

・当時の世情を踏まえ，作者の考え方に対する自

分の考えを文章にまとめようとしていない。 
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■『方丈記』「日野山の閑居」ルーブリック例 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・随筆の文章の特徴と構成について理解し，その内

容を説明している。 

・随筆の文章の特徴と構成について理解して

いる。 

・随筆の文章の特徴と構成について理解していな

い。 

③表現の特色 

（１）エ 

・第二段落の対句表現について理解し，その効果に

ついて説明している。 

・第二段落の対句表現について理解してい

る。 

・第二段落の対句表現について理解していない。 

④文法理解 

 （２）アイウ 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事項を理

解し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事

項を理解している。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事項を

理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・「方丈の庵」を作るに至る経緯やそこでの作者の

生活の様子を読み取り，内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・「方丈の庵」を作るに至る経緯やそこでの

作者の生活の様子を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・「方丈の庵」を作るに至る経緯やそこでの作者

の生活の様子を読み取っていない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・自然描写と信仰とを結びつけた表現を理解し，そ

の内容を説明している。 

・自然描写と信仰とを結びつけた表現を理解

している。 

・自然描写と信仰とを結びつけた表現理解してい

ない。 

⑦考えの形成 

読（１）カク 

・「方丈の庵」の様子に表れた作者の価値観につい

て考え，それに対する自分の意見や感想を持って

いる。 

・「方丈の庵」の様子に表れた作者の価値観

について考えている。 

・「方丈の庵」の様子に表れた作者の価値観につ

いて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・発表 

・作者の住居に対する考え方について自分の考えを

文章にまとめるとともに，発表や討論を通して自

分の考えをさらに深めようとしている。 

・作者の住居に対する考え方について自分の

考えを文章にまとめようとしている。 

・作者の住居に対する考え方について自分の考え

を文章にまとめようとしていない。 
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■『徒然草』「悲田院の尭蓮上人は」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・『徒然草』の特徴や構成について理解し，その

内容を説明している。 

・『徒然草』の特徴や構成について理解してい

る。 

・『徒然草』の特徴や構成について理解していな

い。 

③表現の特色 

（１）エ 

・評価を表す表現について理解し，その具体的な

内容を説明している。 

・評価を表す表現について理解している。 ・評価を表す表現について理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の係助詞の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の係助詞の用法などの文法事項を理

解している。 

・本文中の係助詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・尭蓮上人が「都の人」と「吾妻人」をそれぞれ

どのように評価したか読み取り，その内容を説

明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・尭蓮上人が「都の人」と「吾妻人」をそれ

ぞれどのように評価したか読み取ってい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・尭蓮上人が「都の人」と「吾妻人」をそれぞれ

どのように評価したか読み取っていない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・作者の堯蓮上人に対する評価の変化を理解し，

根拠とともに説明している。 

・作者の堯蓮上人に対する評価の変化を理解

している。 

・作者の堯蓮上人に対する評価の変化を理解して

いない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・人間に対する作者の感じ方，考え方を踏まえ，

人間，社会などに対する自分の考えを広げたり

深めたりし，その内容を説明している。 

・人間に対する作者の感じ方，考え方を踏ま

え，人間，社会などに対する自分の考えを

広げたり深めたりしている。 

・人間に対する作者の感じ方，考え方を踏まえ，

人間，社会などに対する自分の考えを広げたり

深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・人間に対する作者の感じ方，考え方を読み取っ

て伝えるとともに，話し合いを通して自分の考

えをさらに深めようとしている。 

・人間に対する作者の感じ方，考え方を読み

取って伝えようとしている。 

・人間に対する作者の感じ方，考え方を読み取っ

て伝えようとしていない。 
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■『徒然草』「世に従はん人は」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特色と構

成  （１）イウ 

・対応関係による構成について理解し，その内容

を説明している。 

・対応関係による構成について理解してい

る。 

・対応関係による構成について理解していない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・比喩表現とその効果について理解し，その内容

を説明している。 

・比喩表現とその効果について理解してい

る。 

・比喩表現とその効果について理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理

解している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が人の一生や生死，時機についてどう捉え

ているのかを読み取り，根拠とともに説明して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が人の一生や生死，時機についてどう

捉えているのかを読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・作者が人の一生や生死，時機についてどう捉え

ているのかを読み取っていない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・作者の論理展開を読み取り，その意図を説明し

ている。 

・作者の論理展開を読み取っている。 ・作者の論理展開を読み取っていない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・作者の人生観を踏まえ，人生に対する自分の考

えを広げたり深めたりし，その内容を説明して

いる。 

・作者の人生観を踏まえ，人生に対する自分

の考えを広げたり深めたりしている。 

・作者の人生観を踏まえ，人生に対する自分の考

えを広げたり深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・作者の人生観を読み取って伝えるとともに，話

し合いを通して自分の考えをさらに深めようと

している。 

・作者の人生観を読み取って伝えようとして

いる。 

・作者の人生観を読み取って伝えようとしていな

い。 
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■『徒然草』「あだし野の露消ゆる時なく」ルーブリック例 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の展開の仕

方  （１）イウ 

・作者の主張部分と主張に説得力を持たせる表現

の部分について理解し，その内容を説明してい

る。 

・作者の主張部分と主張に説得力を持たせる

表現の部分について理解している。 

・作者の主張部分と主張に説得力を持たせる表現

の部分について理解していない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・比喩表現や対句表現とその効果について理解

し，その内容を説明している。 

・比喩表現や対句表現とその効果について理

解している。 

・比喩表現や対句表現とその効果について理解し

ていない。 

④他の文化との関

係  （２）アイ 

・本文が典拠としている漢文や漢詩について理解

し，その内容を説明している。 

・本文が典拠としている漢文や漢詩について

理解している。 

・本文が典拠としている漢文や漢詩について理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が，人の命についてどう考えているのかを

読み取り，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が，人の命についてどう考えているの

かを読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・作者が，人の命についてどう考えているのかを

読み取っていない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・第一段落に表れた作者の表現の工夫を読み取

り，その意図を説明している。 

・第一段落に表れた作者の表現の工夫を読み

取っている。 

・第一段落に表れた作者の表現の工夫を読み取っ

ていない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・作者の死生観を踏まえ，自分の考えを広げたり

深めたりし，その内容を説明している。 

・作者の死生観を踏まえ，自分の考えを広げ

たり深めたりししている。 

・作者の死生観を踏まえ，自分の考えを広げたり

深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧レポート・発表 

・作者の死生観についてどのように思うか文章に

まとめ，発表や討論を通して自分の考えをさら

に深めようとしている。 

・作者の死生観についてどのように思うか文

章にまとめようとしている。 

・作者の死生観についてどのように思うか文章に

まとめようとしていない。 
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■『徒然草』「花は盛りに」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・隠者文学としての『徒然草』の特徴について理解

し，その内容を説明している。 

・隠者文学としての『徒然草』の特徴につい

て理解している。 

・隠者文学としての『徒然草』の特徴について

理解していない。 

③文章の構成や表

現 （１）ウエ 

・反語表現とその効果について理解し，その内容を説

明している。 

・反語表現とその効果について理解してい

る。 

・反語表現とその効果について理解していな

い。 

④他の文化との関

係 （２）アイ 

・本文が典拠としている漢詩や和歌について理解し，

その内容を説明している。 

・本文が典拠としている漢詩や和歌について

理解している。 

・本文が典拠としている漢詩や和歌について理

解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が，花や月の美，恋のあり方について述べてい

ることを把握し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が，花や月の美，恋のあり方について

述べていることを把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・作者が，花や月の美，恋のあり方について述

べていることを把握していない。 

⑥表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・作者が，花や月の美，恋のあり方についてどのよう

に考えているかを読み取り，根拠とともに説明して

いる。 

・作者が，花や月の美，恋のあり方について

どのように考えているかを読み取ってい

る。 

・作者が，花や月の美，恋のあり方についてど

のように考えているかを読み取っていない。 

⑦考えの形成 

  読（１）カ 

・花や月の美，恋のあり方に対する作者のものの見

方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然な

どに対する自分の考えを広げたり深めたりし，その

内容を説明している。 

・花や月の美，恋のあり方に対する作者のも

のの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人

間，社会，自然などに対する自分の考えを

広げたり深めたりしている。 

・花や月の美，恋のあり方に対する作者のもの

の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社

会，自然などに対する自分の考えを広げたり

深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑧考察・話し合い 

・花や月の美，恋のあり方に対する作者のものの見

方，感じ方，考え方を読み取って伝えるとともに，

話し合いを通して自分の考えをさらに深めようとし

ている。 

・花や月の美，恋のあり方に対する作者のも

のの見方，感じ方，考え方を読み取って伝

えようとしている。 

・花や月の美，恋のあり方に対する作者のもの

の見方，感じ方，考え方を読み取って伝えよ

うとしていない。 
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■『玉勝間』「兼好法師が詞のあげつらひ」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・兼好法師への反論から一般化するという構成に

ついて理解し，その内容を説明している。 

・兼好法師への反論から一般化するという構

成について理解している。 

・兼好法師への反論から一般化するという構成に

ついて理解していない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・反語表現とその効果について理解し，説明して

いる。 

・反語表現とその効果について理解してい

る。 

・反語表現とその効果について理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理

解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項

を理解している。 

 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理

解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・兼好法師の論に対する作者の批判の中心を読み

取り，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・兼好法師の論に対する作者の批判の中心を

読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・兼好法師の論に対する作者の批判の中心を読み

取っていない。 

⑥他の作品との関

係  読（１）エ 

・兼好法師への反論から一般化して論じるという

論の構成について理解し，その内容を説明して

いる。 

・兼好法師への反論から一般化して論じると

いう論の構成について理解している。 

・兼好法師への反論から一般化して論じるという

論の構成について理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カク 

・兼好法師批判の基礎となる作者のものの見方，

感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然な

どに対する自分の考えを広げたり深めたりし，

その内容を説明している。 

・兼好法師批判の基礎となる作者のものの見

方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社

会，自然などに対する自分の考えを広げた

り深めたりしている。 

・兼好法師批判の基礎となる作者のものの見方，

感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然な

どに対する自分の考えを広げたり深めたりして

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧読み比べ・発表 

・『徒然草』「花は盛りに」と本文を読み比べ，そ

れぞれの作者の考え方の違いについて理解する

とともに，自分はどちらの考え方に近いかとい

・『徒然草』「花は盛りに」と本文を読み比

べ，それぞれの作者の考え方の違いについ

て理解するとともに，自分はどちらの考え

・『徒然草』「花は盛りに」と本文を読み比べ，そ

れぞれの作者の考え方の違いについて理解する

とともに，自分はどちらの考え方に近いかとい
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う考察を通して自分の考えを深め，発表や討論

を通してそれをさらに広げようとしている。 

方に近いかという考察を通して自分の考え

を深めようとしている。 

う考察を通して自分の考えを深めようとしてい

ない。 
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■『玉勝間』「師の説になづまざること」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イウ 

・他の作者の随筆と比べて，宣長の文章にはどの

ような特徴があるか理解し，説明している。 

・他の作者の随筆と比べて，宣長の文章には

どのような特徴があるか理解している。 

・他の作者の随筆と比べて，宣長の文章にはどの

ような特徴があるか理解していない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・評価を表す表現の使われ方とその効果について

理解し，説明している。 

・評価を表す表現の使われ方とその効果につ

いて理解している。 

・評価を表す表現の使われ方とその効果について

理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理

解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項

を理解している。 

 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理

解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者の主張は，師である賀茂真淵の考えとどの

ような関係にあるか読み取り，その内容を説明

している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者の主張は，師である賀茂真淵の考えと

どのような関係にあるか読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・作者の主張は，師である賀茂真淵の考えとどの

ような関係にあるか読み取っていない。 

⑥他の作品との関

係  読（１）エ 

・作者にとって「師の説」とはどのようなものか

理解し，その内容を説明している。 

・作者にとって「師の説」とはどのようなも

のか理解している。 

・作者にとって「師の説」とはどのようなものか

理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カク 

・作者の考え方を踏まえ，学問に対する自分の考

えを広げたり深めたりし，その内容を説明して

いる。 

・作者の考え方を踏まえ，学問に対する自分

の考えを広げたり深めたりしている。 

・作者の考え方を踏まえ，学問に対する自分の考

えを広げたり深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧調査・考察・発表 

・本居宣長が他の古典文学について述べた文章を

調べ，そこに表れる考え方に対する自分の考え

を文章にまとめ，発表や討論を通してそれをさ

らに広げようとしている。 

・本居宣長が他の古典文学について述べた文

章を調べ，そこに表れる考え方に対する自

分の考えを文章にまとめようとしている。 

・本居宣長が他の古典文学について述べた文章を

調べ，そこに表れる考え方に対する自分の考え

を文章にまとめようとしていない。 
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■『更級日記』「門出」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『更級日記』の特徴や構成について理解し，その

内容を説明している。 

・『更級日記』の特徴や構成について理解して

いる。 

・『更級日記』の特徴や構成について理解して

いない。 

③文章の構成や表

現  （１）ウエ 

・冒頭の表現の意味や効果について理解し，その内

容を説明している。 

・冒頭の表現の意味や効果について理解して

いる。 

・冒頭の表現の意味や効果について解していな

い。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の使われ方

の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理

解している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者の境遇や門出に際しての心情，物語に向けら

れた思いを読み取り，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者の境遇や門出に際しての心情，物語に

向けられた思いを読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・作者の境遇や門出に際しての心情，物語に向

けられた思いを読み取っていない。 

⑥作品の背景の理

解  読（１）エ 

・作品成立当時，物語はどのようなものであったか

を理解し，根拠とともに説明している。 

・作品成立当時，物語はどのようなものであ

ったかを理解している。 

・作品成立当時，物語はどのようなものであっ

たかを理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・作者の境遇や物語に対する作者の心情を踏まえ，

自分の知見と結びつけながら自分の考えを広げた

り深めたりし，その内容を説明している。 

・作者の境遇や物語に対する作者の心情を踏

まえ，自分の知見と結びつけながら自分の

考えを広げたり深めたりしている。 

・作者の境遇や物語に対する作者の心情を踏ま

え，自分の知見と結びつけながら自分の考え

を広げたり深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑧レポート・発表 

・物語に対する作者の感じ方，考え方を読み取って

伝えるとともに，小説などの創作物が自分にどの

ような影響を与えてきたかを振り返って文章にま

とめ，発表や討論を通して自分の考えをさらに深

めようとしている。 

・物語に対する作者の感じ方，考え方を読み

取って伝えるとともに，小説などの創作物

が自分にどのような影響を与えてきたかを

振り返って文章にまとめようとしている。 

・物語に対する作者の感じ方，考え方を読み取

って伝えるとともに，小説などの創作物が自

分にどのような影響を与えてきたかを振り返

って文章にまとめようとしていない。 
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■『更級日記』「物語」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・日記としての記述の特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・日記としての記述の特徴について理解して

いる。 

・日記としての記述の特徴について理解してい

ない。 

③文章の構成や表

現  （１）ウエ 

・描かれている場面と記述している時の時間の隔た

りについて理解し，その内容を説明している。 

・描かれている場面と記述している時の時間

の隔たりについて理解している。 

・描かれている場面と記述している時の時間の

隔たりについて理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助詞の用法などの文法事項を理解し，さ

らに本文で使用されている以外の別の使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の助詞の用法などの文法事項を理解

している。 

・本文中の助詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が憧れていた『源氏物語』を入手した経緯と

『源氏物語』を読む心情を読み取り，その内容を

説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が憧れていた『源氏物語』を入手した

経緯と『源氏物語』を読む心情を読み取っ

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・作者が憧れていた『源氏物語』を入手した経

緯と『源氏物語』を読む心情を読み取ってい

ない。 

⑥作品の背景の理

解  読（１）エ 

・信仰に対する当時の考え方を踏まえながら作者の

夢の内容を理解し，根拠とともに説明している。 

・信仰に対する当時の考え方を踏まえながら

作者の夢の内容を理解している。 

・信仰に対する当時の考え方を踏まえながら作

者の夢の内容を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・末尾の表現の意味や，作者がそのように書いた理

由について考え，それに対する自分の意見や感想

を持っている。 

・末尾の表現の意味や，作者がそのように書

いた理由について考えている。 

・末尾の表現の意味や，作者がそのように書い

た理由について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・本文を書いた時点の作者は，『源氏物語』を入手

した時の作者自身をどのように考えているのか考

察し，話し合いを通して自分の考えを広げたり深

めたりしようとしている。 

・本文を書いた時点の作者は，『源氏物語』を

入手した時の作者自身をどのように考えて

いるのか考察しようとしている。 

・本文を書いた時点の作者は，『源氏物語』を

入手した時の作者自身をどのように考えてい

るのか考察しようとしていない。 
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■『蜻蛉日記』「なげきつつひとり寝る夜」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『蜻蛉日記』の特徴や構成について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『蜻蛉日記』の特徴や構成について理解して

いる。 

・『蜻蛉日記』の特徴や構成について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・三首の歌の内容とその効果について理解し，説

明している。 

・三首の歌の内容とその効果について理解し

ている。 

・三首の歌の内容とその効果について理解してい

ない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事項を

理解し，さらに本文で使用されている以外の別

の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事

項を理解している。 

 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事項を

理解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・歌や「移ろひたる菊」に込められた作者の心情

を読み取り，内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・歌や「移ろひたる菊」に込められた作者の

心情を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・歌や「移ろひたる菊」に込められた作者の心情

を読み取っていない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・作者と兼家との間に起こったことの経緯を時間

の経過に沿って理解し，説明している。 

・作者と兼家との間に起こったことの経緯を

時間の経過に沿って理解している。 

・作者と兼家との間に起こったことの経緯を時間

の経過に沿って理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オカ 

・兼家との関係が作者の生活やものの見方，感じ

方，考え方にどのように影響しているか把握

し，それに対する自分の考えを広げたり深めた

りし，その内容を説明している。 

・兼家との関係が作者の生活やものの見方，

感じ方，考え方にどのように影響している

か把握し，それに対する自分の考えを広げ

たり深めたりしている。 

・兼家との関係が作者の生活やものの見方，感じ

方，考え方にどのように影響しているか把握

し，それに対する自分の考えを広げたり深めた

りしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・作者と兼家の心情の交錯について読み取り，作

者のものの見方，感じ方，考え方について考察

するとともに，話し合いを通して自分の考えを

さらに深めようとしている。 

・作者と兼家の心情の交錯について読み取

り，作者のものの見方，感じ方，考え方に

ついて考察しようとしている。 

・作者と兼家の心情の交錯について読み取り，作

者のものの見方，感じ方，考え方について考察

しようとしていない。 
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■『蜻蛉日記』「あまぐもにそる鷹」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・「なげきつつひとり寝る夜」と合わせ『蜻蛉日

記』で一貫して語られている心情について理解

し，その内容を説明している。 

・「なげきつつひとり寝る夜」と合わせ『蜻蛉

日記』で一貫して語られている心情につい

て理解している。 

・「なげきつつひとり寝る夜」と合わせ『蜻蛉日

記』で一貫して語られている心情について理解

していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・道綱を案じる表現を読み取り，その効果につい

て理解し，説明している。 

・道綱を案じる表現を読み取り，その効果に

ついて理解している。 

・道綱を案じる表現を読み取り，その効果につい

て理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助詞や助動詞の意味や用法などの文法

事項を理解し，さらに本文で使用されている以

外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助詞や助動詞の意味や用法などの

文法事項を理解している。 

 

・本文中の助詞や助動詞の意味や用法などの文法

事項を理解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・道綱が鷹を放った経緯と，歌を詠んだ作者の心

情をそれぞれ読み取り，内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・道綱が鷹を放った経緯と，歌を詠んだ作者

の心情をそれぞれ読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・道綱が鷹を放った経緯と，歌を詠んだ作者の心

情をそれぞれ読み取っていない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・「あらそへば…」の歌の修辞法について理解

し，説明している。 

・「あらそへば…」の歌の修辞法について理解

している。 

・「あらそへば…」の歌の修辞法について理解し

ていない。 

⑦考えの形成 

読（１）オカ 

・作者の，夫兼家と息子道綱のそれぞれに対する

心情を理解し，自分と比較しながら考察し，そ

の内容を説明している。 

・作者の，夫兼家と息子道綱のそれぞれに対

する心情を理解し，自分と比較しながら考

察している。 

・作者の，夫兼家と息子道綱のそれぞれに対する

心情を理解し，自分と比較しながら考察してい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑧考察・発表 

・自己の生活や心情の現実を書くとされる「日

記」の作者にとって，「物語」とはどのような

ものであったか，自分の考えを文章にまとめ，

発表や討論を通して自分の考えをさらに深めよ

うとしている。 

・自己の生活や心情の現実を書くとされる

「日記」の作者にとって，「物語」とはどの

ようなものであったか，自分の考えを文章

にまとめようとしている。 

・自己の生活や心情の現実を書くとされる「日

記」の作者にとって，「物語」とはどのような

ものであったか，自分の考えを文章にまとめよ

うとしていない。 
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■『源氏物語』「光源氏の誕生」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・物語の冒頭の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・物語の冒頭の特徴とその効果について理解し

ている。 

・物語の冒頭の特徴とその効果について理解し

ていない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の敬語や助動詞の意味や用法などの文法

事項を理解し，さらに本文で使用されている以

外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語や助動詞の意味や用法などの文

法事項を理解している。 

・本文中の敬語や助動詞の意味や用法などの文

法事項を理解していない。 

 

⑤古典の言葉 

（２）ウ 

・意味の似ている語がどのように変化し使い分け

られているかについて理解し，説明している。 

・意味の似ている語がどのように変化し使い分

けられているかについて理解している。 

・意味の似ている語がどのように変化し使い分

けられているかについて理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・物語全体の主人公である光源氏がどのような状

況の中で誕生したのか読み取り，説明してい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・物語全体の主人公である光源氏がどのような

状況の中で誕生したのか読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・物語全体の主人公である光源氏がどのような

状況の中で誕生したのか読み取っていない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・登場人物の関係を整理してそれぞれの心情を読

み取り，内容を説明している。 

・登場人物の関係を整理してそれぞれの心情を

読み取っている。 

・登場人物の関係を整理してそれぞれの心情を

読み取っていない。 

⑧他の作品との関

係  読（１）エ 

・帝の，桐壺の更衣への寵愛ぶりが「楊貴妃」に

たとえられている理由を考察し，説明してい

る。 

・帝の，桐壺の更衣への寵愛ぶりが「楊貴妃」

にたとえられている理由を考察している。 

・帝の，桐壺の更衣への寵愛ぶりが「楊貴妃」

にたとえられている理由を考察していない。 

⑨考えの形成 

読（１）カク 

・光源氏の誕生の状況設定がその後の物語の展開

にどのように影響するのか，自分の考えを広げ

たり深めたりし，その内容を説明している。 

・光源氏の誕生の状況設定がその後の物語の展

開にどのように影響するのか，自分の考えを

広げたり深めたりしている。 

・光源氏の誕生の状況設定がその後の物語の展

開にどのように影響するのか，自分の考えを

広げたり深めたりしていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑩考察・話し合い 

・これまでの学習の中で『源氏物語』について言

及していた作品を確認し，『源氏物語』のどの

ような部分が他の作品に影響しているのか考察

し，話し合いを通して自分の考えをさらに深め

たり広げたりしようとしている。 

・これまでの学習の中で『源氏物語』について

言及していた作品を確認し，『源氏物語』のど

のような部分が他の作品に影響しているのか

考察しようとしている。 

・これまでの学習の中で『源氏物語』について

言及していた作品を確認し，『源氏物語』の

どのような部分が他の作品に影響しているの

か考察しようとしていない。 
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■『源氏物語』「若紫」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・若紫の様子を表す描写に着目し，その特徴を把

握し，説明している。 

・若紫の様子を表す描写に着目し，その特徴を

把握している。 

・若紫の様子を表す描写に着目し，その特徴を

把握していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・誰の視点で描かれているか，「光源氏の誕生」

との視点の違いについて理解し，その内容を説

明している。 

・誰の視点で描かれているか，「光源氏の誕生」

との視点の違いについて理解している。 

・誰の視点で描かれているか，「光源氏の誕

生」との視点の違いについて理解していな

い。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の敬語や係助詞の意味や用法などの文法

事項を理解し，さらに本文で使用されている以

外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語や係助詞の意味や用法などの文

法事項を理解している。 

・本文中の敬語や係助詞の意味や用法などの文

法事項を理解していない。 

⑤古典の言葉 

（２）ウ 

・人物描写の語彙が現代語とどのように異なるか

について理解し，説明している。 

・人物描写の語彙が現代語とどのように異なる

かについて理解している。 

・人物描写の語彙が現代語とどのように異なる

かについて理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・二首の歌に込められたそれぞれの人物の心情を

読み取り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・二首の歌に込められたそれぞれの人物の心情

を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・二首の歌に込められたそれぞれの人物の心情

を読み取っていない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・光源氏が若紫を見いだした経緯と，若紫に対す

る心情の変化を読み取り，内容を説明してい

る。 

・光源氏が若紫を見いだした経緯と，光源氏の

若紫に対する心情の変化を読み取っている。 

・光源氏が若紫を見いだした経緯と，光源氏の

若紫に対する心情の変化を読み取っていな

い。 

⑧他の作品との関

係  読（１）エ 

・土佐光吉の絵における，本文の登場人物の位置

を把握し，説明している。 

・土佐光吉の絵における，本文の登場人物の位

置を把握している。 

・土佐光吉の絵における，本文の登場人物の位

置を把握していない。 
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⑨考えの形成 

読（１）カク 

・今後の展開について調べ，登場人物のたどる運

命に対しての自分の考えを広げたり深めたり

し，その内容を説明している。 

・今後の展開について調べ，登場人物のたどる

運命に対しての自分の考えを広げたり深めた

りしている。 

・今後の展開について調べ，登場人物のたどる

運命に対しての自分の考えを広げたり深めた

りしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑩比較・話し合い 

・本文からイメージされた各登場人物の様子と土

佐光吉の絵に描かれた像を比較して相違点を文

章にまとめ，話し合いを通して自分の考えをさ

らに深めたり広げたりしようとしている。 

・本文からイメージされた各登場人物の様子と

土佐光吉の絵に描かれた像を比較して相違点

を文章にまとめようとしている。 

・本文からイメージされた各登場人物の様子と

土佐光吉の絵に描かれた像を比較して相違点

を文章にまとめようとしていない。 
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■『大鏡』「雲林院の菩提講」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を

理解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果

について理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

 （２）アイウ 

・本文中の，願望を表す語の意味や用法，現代語との違い

などの文法事項を理解し，さらに本文で使用されている

以外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・同形の語句について文法事項を理解して識別し，さらに

本文で使用されている以外の別の例の知識を得ている。 

・本文中の，願望を表す語の意味や用

法，現代語との違いなどの文法事項を

理解している。 

・同形の語句について文法事項を理解し

て識別している。 

・本文中の，願望を表す語の意味や用法，現

代語との違いなどの文法事項を理解してい

ない。 

・同形の語句について文法事項を理解して識

別していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物を確認し，語り手である二人の老人の人物像を

把握し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本

文を逐語訳している。 

・登場人物を確認し，語り手である二人

の老人の人物像を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・登場人物を確認し，語り手である二人の老

人の人物像を把握していない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・「いとあさましうなりぬ。」という心情の対象と主体を理

解し，内容を説明している。 

・「いとあさましうなりぬ。」という心情

の対象と主体を理解している。 

・「いとあさましうなりぬ。」という心情の対

象と主体を理解していない。 

⑧作品の背景 

  読（１）エ 

・語り手の設定が特殊である理由を，『大鏡』で記述され

ている時代背景から考察し，説明している。 

・語り手の設定が特殊である理由を，

『大鏡』で記述されている時代背景か

ら考察している。 

・語り手の設定が特殊である理由を，『大

鏡』で記述されている時代背景から考察し

ていない。 

⑨考えの形成 

読（１）カ 

・特徴的な叙述方法によってどのようなことが可能になる

のか考察し，それに対する自分の意見や感想を持ってい

る。 

・特徴的な叙述方法によってどのような

ことが可能になるのか考察している。 

・特徴的な叙述方法によってどのようなこと

が可能になるのか考察していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑩考察・話し合い 

・歴史物語というジャンルにおける『大鏡』の独自性につ

いて考察し，話し合いを通して自分の考えをさらに深め

たり広げたりしようとしている。 

・歴史物語というジャンルにおける『大

鏡』の独自性について考察しようとし

ている。 

・歴史物語というジャンルにおける『大鏡』

の独自性について考察しようとしていな

い。 
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■『大鏡』「道真の左遷」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を

理解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・道真の和歌や漢詩を引用していることの効果について理

解し，説明している。 

・道真の和歌や漢詩を引用していること

の効果について理解している。 

・道真の和歌や漢詩を引用していることの効

果について理解していない。 

④語法理解 

 （２）アイウ 

・本文中の多義語や敬語の意味や用法，現代語との違いな

どの事項を理解し，さらに本文で使用されている以外の

別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の多義語や敬語の意味や用法，

現代語との違いなどの事項を理解して

いる。 

・本文中の多義語や敬語の意味や用法，現代

語との違いなどの事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・道真の和歌や漢詩を読解し，そこに込められた心情につ

いて理解し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本

文を逐語訳している。 

・道真の和歌や漢詩を読解し，そこに込

められた心情について理解している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・道真の和歌や漢詩を読解し，そこに込めら

れた心情について理解していない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・道真が左遷された理由とその後の経緯について理解し，

内容を説明している。 

・道真が左遷された理由とその後の経緯

について理解している。 

・道真が左遷された理由とその後の経緯につ

いて理解していない。 

⑧他の作品との関

係  読（１）エ 

・白居易の詩を引き合いに出した理由を考察し，説明して

いる。 

・白居易の詩を引き合いに出した理由を

考察している。 

・白居易の詩を引き合いに出した理由を考察

していない。 

⑨考えの形成 

読（１）カ 

・道真の人物像や左遷の経緯に対する語り手の感想につい

て考察し，それに対する自分の意見や感想を持ってい

る。 

・道真の人物像や左遷の経緯に対する語

り手の感想について考察している。 

・道真の人物像や左遷の経緯に対する語り手

の感想について考察していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑩考察・話し合い 

・道真に対する語り手やそれぞれの登場人物の評価を読み

取って伝えるとともに，話し合いを通して自分の考えを

さらに深めようとしている。 

・道真に対する語り手やそれぞれの登場

人物の評価を読み取って伝えようとし

ている。 

・道真に対する語り手やそれぞれの登場人物

の評価を読み取って伝えようとしていな

い。 
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■『大鏡』「鶯宿梅」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果に

ついて理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

 （２）アイウ 

・本文中の敬語の意味や用法，現代語との違いなどの事

項を理解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語の意味や用法，現代語との

違いなどの事項を理解している。 

・本文中の敬語の意味や用法，現代語との違

いなどの事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・「勅なれば…」の和歌を読解し，そこに込められた心情

について理解し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・「勅なれば…」の和歌を読解し，そこに

込められた心情について理解している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・「勅なれば…」の和歌を読解し，そこに込

められた心情について理解していない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・「遺恨のわざ」「今生の辱号」とされた出来事の経緯を

読み取り，説明している。 

・「遺恨のわざ」「今生の辱号」とされた出

来事の経緯を読み取っている。 

・「遺恨のわざ」「今生の辱号」とされた出来

事の経緯を読み取っていない。 

⑧他の作品との関

係  読（１）エ 

・「貫之のぬしの御女の住む所なりけり」と記述された理

由を考察し，説明している。 

・「貫之のぬしの御女の住む所なりけり」

と記述された理由を考察している。 

・「貫之のぬしの御女の住む所なりけり」と

記述された理由を考察していない。 

⑨考えの形成 

読（１）カ 

・末尾の「こまやかに笑ふ。」の時の語り手の心情につい

て考察し，それに対する自分の意見や感想を持ってい

る。 

・末尾の「こまやかに笑ふ。」の時の語り

手の心情について考察している。 

・末尾の「こまやかに笑ふ。」の時の語り手

の心情について考察していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑩考察・話し合い 

・村上天皇に対する語り手の評価を読み取って伝えると

ともに，話し合いを通して自分の考えをさらに深めよ

うとしている。 

・村上天皇に対する語り手の評価を読み取

って伝えようとしている。 

・村上天皇に対する語り手の評価を読み取っ

て伝えようとしていない。 



49 

■『大鏡』「花山天皇の出家」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・出来事の描写の部分と，語り手の感想の部分について

理解し，説明している。 

・出来事の描写の部分と，語り手の感想の

部分について理解している。 

・出来事の描写の部分と，語り手の感想の部

分について理解していない。 

④文法理解 

 （２）アイウ 

・本文中の敬語の意味や用法，現代語との違いなどの事

項を理解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語の意味や用法，現代語との

違いなどの事項を理解している。 

・本文中の敬語の意味や用法，現代語との違

いなどの事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・花山天皇の行動と，その時々の心理とを読み取って整

理し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・花山天皇の行動と，その時々の心理とを

読み取って整理している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・花山天皇の行動と，その時々の心理とを読

み取って整理していない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・道兼の言動が花山天皇の出家にどう影響したかを読み

取り，説明している。 

・道兼の言動が花山天皇の出家にどう影響

したかを読み取っている。 

・道兼の言動が花山天皇の出家にどう影響し

たかを読み取っていない。 

⑧作品の背景 

  読（１）エ 

・本文中の安倍晴明の言動および陰陽師の存在がどのよ

うなものであったかについて理解し，説明している。 

・本文中の安倍晴明の言動および陰陽師の

存在がどのようなものであったかについ

て理解している。 

・本文中の安倍晴明の言動および陰陽師の存

在がどのようなものであったかについて理

解していない。 

⑨考えの形成 

読（１）カ 

・この出来事に対する語り手の心情について考察し，そ

れに対する自分の意見や感想を持っている。 

・この出来事に対する語り手の心情につい

て考察している。 

・この出来事に対する語り手の心情情につい

て考察していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑩レポート・話し合    

 い 

・『大鏡』における語り手とはどのようなものか，立場や

観点などについて自分の考えを文章にまとめるととも

に，話し合いを通して自分の考えをさらに深めようと

している。 

・『大鏡』における語り手とはどのような

ものか，立場や観点などについて自分の

考えを文章にまとめようとしている。 

・『大鏡』における語り手とはどのようなも

のか，立場や観点などについて自分の考え

を文章にまとめようとしていない。 
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■［言語活動］「道真伝説を調べる」ルーブリック例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・

技
能 

①文化の理解 

  （２）ア 

・菅原道真にまつわるさまざまな伝説の知識を得

て，人物の伝説化について理解を深めている。 

・菅原道真にまつわるさまざまな伝説の知識

を得ている。 

・菅原道真にまつわるさまざまな伝説の知識を得

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

②考えの形成 

読（１）キク 

・菅原道真にまつわる多様な伝説から興味を引か

れるものを選び自ら課題を設定することで，自

分のものの見方，感じ方，考え方を深め，その

内容を説明している。 

・登場人物という観点を意識して古典の文章を読

むことで，古典の文章を多面的・多角的に評価

し，その内容を説明している。 

・菅原道真にまつわる多様な伝説から興味を

引かれるものを選び自ら課題を設定するこ

とで，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めている。 

・登場人物という観点を意識して古典の文章

を読むことで，古典の文章を多面的・多角

的に評価している。 

・菅原道真にまつわる多様な伝説から興味を引か

れるものを選び自ら課題を設定することで，自

分のものの見方，感じ方，考え方を深めていな

い。 

・登場人物という観点を意識して古典の文章を読

むことで，古典の文章を多面的・多角的に評価

していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

③調査・レポート 

・調べたい事柄を設定し，資料を活用して調べ，

調査結果を効果的に表現する形態を選択してま

とめることを通して，自分のものの見方，感じ

方，考え方を深めようとしている。 

・調べたい事柄を設定し，資料を活用して調

べ，調査結果を効果的に表現する形態を選

択してまとめようとしている。 

・調べたい事柄を設定し，資料を活用して調べ，

調査結果を効果的に表現する形態を選択してま

とめようとしていない。 
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■「八代集の世界」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・歌中の古文重要語句や用法を理解し，さら

に歌中で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・歌中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・歌中の古文重要語句の意味や用法を理解していな

い。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・八代集のそれぞれの和歌集の特徴や構成に

ついて理解し，その内容を説明している。 

・八代集のそれぞれの和歌集の特徴や構成に

ついて理解している。 

・八代集のそれぞれの和歌集の特徴や構成について

理解していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・それぞれの歌の修辞法とその効果について

理解し，説明している。 

・それぞれの歌の修辞法とその効果について

理解している。 

・それぞれの歌の修辞法とその効果について理解し

ていない。 

④和歌の特質 

  （２）アイ 

・歌中の助詞や助動詞の意味や用法などの文

法事項を理解し，さらに歌中で使用されて

いる以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・歌中の助詞や助動詞の意味や用法などの文

法事項を理解している。 

 

・歌中の助詞や助動詞の意味や用法などの文法事項

を理解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈

や背景に沿った適切な現代語訳をしてい

る。 

・それぞれの歌の意味，詠まれた情景や心情

を理解し，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

 

・それぞれの歌の意味，詠まれた情景や心情

を理解している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語訳

していない。 

 

・それぞれの歌の意味，詠まれた情景や心情を理解

していない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・それぞれの和歌集の表現の特色について理

解し，その内容を説明している。 

・それぞれの和歌集の表現の特色について理

解している。 

・それぞれの和歌集の表現の特色について理解して

いない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・和歌の内容を読み取るとともに，自らの知

見と結びつけて考えを広げたり深めたり

し，その内容を説明している。 

・和歌の内容を読み取るとともに，自らの知

見と結びつけて考えを広げたり深めたりし

ている。 

・和歌の内容を読み取るとともに，自らの知見と結

びつけて考えを広げたり深めたりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧和歌作成・発表 

・文語の語彙や和歌の技法を踏まえて返歌な

どの和歌を創作し，発表や討論を通して自

分の考えをさらに深めようとしている。 

・文語の語彙や和歌の技法を踏まえて返歌な

どの和歌を創作しようとしている。 

・文語の語彙や和歌の技法を踏まえて返歌などの和

歌を創作しようとしていない。 
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■「歌合」「天徳四年内裏歌合」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・歌合の概要や特徴について理解し，その内容を

説明している。 

・歌合の概要や特徴について理解している。 ・歌合の概要や特徴について理解していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・歌合の記述の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・歌合の記述の特徴とその効果について理解し

ている。 

・歌合の記述の特徴とその効果について理解し

ていない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の敬語の意味や用法などの文法事項を理

解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語の意味や用法などの文法事項を

理解している。 

・本文中の敬語の意味や用法などの文法事項を

理解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・歌合の勝負が決した経緯とその理由を読み取

り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・歌合の勝負が決した経緯とその理由を読み取

っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・歌合の勝負が決した経緯とその理由を読み取

っていない。 

⑥作品の背景の理

解  読（１）エ 

・歌合という文学的行事が生じた理由や背景につ

いて考察し，説明している。 

・歌合という文学的行事が生じた理由や背景に

ついて考察している。 

・歌合という文学的行事が生じた理由や背景に

ついて考察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キク 

・二首の歌が共通して詠んでいるのはどのような

恋か，またその恋の心情がそれぞれの歌にどの

ように表れているかについて，判者になったつ

もりで自分の考えを広げたり深めたりし，その

内容を説明している。 

・二首の歌が共通して詠んでいるのはどのよう

な恋か，またその恋の心情がそれぞれの歌に

どのように表れているかについて，判者にな

ったつもりで自分の考えを広げたり深めたり

している。 

・二首の歌が共通して詠んでいるのはどのよう

な恋か，またその恋の心情がそれぞれの歌に

どのように表れているかについて，判者にな

ったつもりで自分の考えを広げたり深めたり

していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧調査・レポート 

・同じ二首の歌が収録されている作品について調

べ，内容や本文との差異について読み取るとと

もに，当時の人々にとって歌合とはどのような

・同じ二首の歌が収録されている作品について

調べ，内容や本文との差異について読み取る

とともに，当時の人々にとって歌合とはどの

・同じ二首の歌が収録されている作品について

調べ，内容や本文との差異について読み取る

とともに，当時の人々にとって歌合とはどの
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ものだったのかについて文章にまとめ，発表や

討論を通して自分の考えを広げようとしてい

る。 

ようなものだったのかについて文章にまとめ

ようとしている。 

ようなものだったのかについて文章にまとめ

ようとしていない。 
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■「歌合」「六百番歌合」ルーブリック例 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・歌合の概要や特徴について理解し，その内容を

説明している。 

・歌合の概要や特徴について理解している。 ・歌合の概要や特徴について理解していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・歌合の記述の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・歌合の記述の特徴とその効果について理解し

ている。 

・歌合の記述の特徴とその効果について理解し

ていない。 

④語法理解 

  （２）アイ 

・本文中の，他者の発言に言及する語の用法など

の事項を理解し，さらに本文で使用されている

以外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の，他者の発言に言及する語の用法な

どの事項を理解している。 

・本文中の，他者の発言に言及する語の用法な

どの事項を理解していない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・互いの非難および藤原俊成の判と，その関係を

読み取り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・互いの非難および藤原俊成の判と，その関係

を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・互いの非難および藤原俊成の判と，その関係

を読み取っていない。 

⑥他の作品との関

係  読（１）エ 

・「源氏見ざる歌詠みは遺恨のことなり。」という

言葉から，源氏物語と和歌との関係について考

察し，説明している。 

・「源氏見ざる歌詠みは遺恨のことなり。」とい

う言葉から，源氏物語と和歌との関係につい

て考察している。 

・「源氏見ざる歌詠みは遺恨のことなり。」とい

う言葉から，源氏物語と和歌との関係につい

て考察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キク 

・勝の判の理由から，和歌の良し悪しを決める基

準について考察し，内容を説明している。 

・勝の判の理由から，和歌の良し悪しを決める

基準について考察している。 

・勝の判の理由から，和歌の良し悪しを決める

基準について考察していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧調査・発表 

・記録に残る有名な歌合について調べ，わかった

ことを文章にまとめ，発表や討論を通して自分

の考えを広げようとしている。 

・記録に残る有名な歌合について調べ，わかっ

たことを文章にまとめようとしている。 

・記録に残る有名な歌合について調べ，わかっ

たことを文章にまとめようとしていない。 
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■「歌論」「古今和歌集仮名序」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・歌論の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・歌論の概要や特徴について理解している。 ・歌論の概要や特徴について理解していな

い。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・歌論の表現の特徴とその効果について理解し，説明

している。 

・歌論の記述の特徴とその効果について理解

している。 

・歌論の記述の特徴とその効果について理解

していない。 

④他の文化との関

係  （２）アイ 

・本文が典拠としている漢文や伝承について理解し，

その内容を説明している。 

・本文が典拠としている漢文や伝承について

理解している。 

・本文が典拠としている漢文や伝承について

理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者の考える和歌の定義や本質，また和歌の効用を

読み取り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者の考える和歌の定義や本質，また和歌

の効用を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・作者の考える和歌の定義や本質，また和歌

の効用を読み取っていない。 

⑥作品の背景の理

解  読（１）エ 

・最初の勅撰和歌集である『古今和歌集』が成立した

背景についての知識を得，その序文としての本文の

意義について考察し，説明している。 

・最初の勅撰和歌集である『古今和歌集』が

成立した背景についての知識を得，その序

文としての本文の意義について考察してい

る。 

・最初の勅撰和歌集である『古今和歌集』が

成立した背景についての知識を得，その序

文としての本文の意義について考察してい

ない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・作者の和歌論と和歌という表現形態について考え，

それに対する自分の意見や感想を持っている。 

・作者の和歌論と和歌という表現形態につい

て考えている。 

・作者の和歌論と和歌という表現形態につい

て考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・六歌仙に対する自分なりの評価をまとめ，作者の評

価と比べながら話し合い，自らの考えを深めようと

している。 

・六歌仙に対する自分なりの評価をまとめ，

作者の評価と比べながら話し合おうとして

いる。 

・六歌仙に対する自分なりの評価をまとめ，

作者の評価と比べながら話し合おうとして

いない。 
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■「歌論」「近代秀歌」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・歌論の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・歌論の概要や特徴について理解してい

る。 

・歌論の概要や特徴について理解していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・歌論の表現の特徴とその効果について理解し，説明

している。 

・歌論の記述の特徴とその効果について理

解している。 

・歌論の記述の特徴とその効果について理解し

ていない。 

④文法理解 

    （２）アイ 

・本文中の係助詞の意味や用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の係助詞の意味や用法などの文法

事項を理解している。 

・本文中の係助詞の意味や用法などの文法事項

を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者の考える「詞」「心」「姿」の意味や，本歌取り

の際の注意点を読み取り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・作者の考える「詞」「心」「姿」の意味

や，本歌取りの際の注意点を読み取って

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・作者の考える「詞」「心」「姿」の意味や，本

歌取りの際の注意点を読み取っていない。 

⑥他の作品との関

係  読（１）エ 

・作者の挙げた「五七の句」の元の歌について，意味

や表現技法を読み取り，説明している。 

・作者の挙げた「五七の句」の元の歌につ

いて，意味や表現技法を読み取ってい

る。 

・作者の挙げた「五七の句」の元の歌につい

て，意味や表現技法を読み取っていない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・「五七の句」について「幾度もこれを詠までは」とあ

る句と「詠むべからず」とある句との違いについて

考えることで，作者の和歌における美意識を読み取

り，それに対する自分の意見や感想を持っている。 

・「五七の句」について「幾度もこれを詠

までは」とある句と「詠むべからず」と

ある句との違いについて考えることで，

作者の和歌における美意識を読み取って

いる。 

・「五七の句」について「幾度もこれを詠まで

は」とある句と「詠むべからず」とある句と

の違いについて考えることで，作者の和歌に

おける美意識を読み取っていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑧読み比べ・論述 

・「古今和歌集仮名序」と「近代秀歌」を読み比べ，そ

れぞれの作者が理想とする和歌の姿について考察し

て文章にまとめるとともに，他者の文章を読むこと

を通して，自分の考えをさらに深めようとしてい

る。 

・「古今和歌集仮名序」と「近代秀歌」を

読み比べ，それぞれの作者が理想とする

和歌の姿について考察して文章にまとめ

ようとしている。 

・「古今和歌集仮名序」と「近代秀歌」を読み

比べ，それぞれの作者が理想とする和歌の姿

について考察して文章にまとめようとしてい

ない。 
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■「歌謡」「梁塵秘抄」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・歌謡中の古文重要語句や用法を理解し，さらに歌

謡で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・歌謡中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・歌謡中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・今様の概要や特徴について理解し，その内容を説

明している。 

・今様の概要や特徴について理解している。 ・今様の概要や特徴について理解していな

い。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・音読により言葉の響きやリズムなどの特徴を捉

え，説明している。 

・音読により言葉の響きやリズムなどの特徴を

捉えている。 

・音読により言葉の響きやリズムなどの特徴

を捉えていない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・歌謡中の副助詞の意味や用法などの文法事項を理

解し，さらに歌謡で使用されている以外の別の意

味や使われ方の知識を得ている。 

・歌謡中の副助詞の意味や用法などの文法事項

を理解している。 

・歌謡中の副助詞の意味や用法などの文法事

項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・それぞれの歌謡に込められた心情を読み取り，説

明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・それぞれの歌謡に込められた心情を読み取っ

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・それぞれの歌謡に込められた心情を読み取

っていない。 

⑥他の作品との関

係  読（１）エ 

・和歌と今様とがどう異なるかについて考察し，説

明している。 

・和歌と今様とがどう異なるかについて考察し

ている。 

・和歌と今様とがどう異なるかについて考察

していない。 

⑦考えの形成 

読（１）ク 

・それぞれの歌謡で主題としている物事に対する作

者のものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，自分

の考えを広げたり深めたりし，その内容を説明し

ている。 

・それぞれの歌謡で主題としている物事に対す

る作者のものの見方，感じ方，考え方を踏ま

え，自分の考えを広げたり深めたりしてい

る。 

・それぞれの歌謡で主題としている物事に対

する作者のものの見方，感じ方，考え方を

踏まえ，自分の考えを広げたり深めたりし

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧紹介文・発表 

・『梁塵秘抄』に採録された他の歌謡についても調

べ，自分の気に入った歌についてリズムや主題な

どの特徴を紹介する文章をまとめ，発表や討論を

通して自分の考えを深めようとしている。 

・『梁塵秘抄』に採録された他の歌謡についても

調べ，自分の気に入った歌についてリズムや

主題などの特徴を紹介する文章をまとめよう

としている。 

・『梁塵秘抄』に採録された他の歌謡につい

ても調べ，自分の気に入った歌についてリ

ズムや主題などの特徴を紹介する文章をま

とめようとしていない。 
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■「歌謡」「閑吟集」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・歌謡中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

歌謡で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・歌謡中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・歌謡中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『閑吟集』の概要や特徴について理解し，その

内容を説明している。 

・『閑吟集』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『閑吟集』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・音読により言葉の響きやリズムなどの特徴を捉

え，説明している。 

・音読により言葉の響きやリズムなどの特徴を

捉えている。 

・音読により言葉の響きやリズムなどの特徴を

捉えていない。 

④語法理解 

  （２）アイ 

・歌謡中の比喩や掛詞などの修辞技法を理解し，

さらに歌謡で使用されている以外の別の例の知

識を得ている。 

・歌謡中の比喩や掛詞などの修辞技法を理解し

ている。 

・歌謡中の比喩や掛詞などの修辞技法を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・それぞれの歌謡に込められた心情を読み取り，

説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・それぞれの歌謡に込められた心情を読み取っ

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・それぞれの歌謡に込められた心情を読み取っ

ていない。 

⑥他の作品との関

係  読（１）エ 

・和歌，今様，小歌，沖縄の歌謡（オモロ・琉

歌）の違いについて考察し，説明している。 

・和歌，今様，小歌，沖縄の歌謡（オモロ・琉

歌）の違いについて考察している。 

・和歌，今様，小歌，沖縄の歌謡（オモロ・琉

歌）の違いについて考察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）ク 

・それぞれの歌謡で主題としている物事に対する

作者のものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，

自分の考えを広げたり深めたりし，その内容を

説明している。 

・それぞれの歌謡で主題としている物事に対す

る作者のものの見方，感じ方，考え方を踏ま

え，自分の考えを広げたり深めたりしてい

る。 

・それぞれの歌謡で主題としている物事に対す

る作者のものの見方，感じ方，考え方を踏ま

え，自分の考えを広げたり深めたりしていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧感想文・発表 

・今様，小歌，沖縄の歌謡（オモロ・琉歌）など

の歌謡について調べ，自分の気に入った歌につ

いての紹介と感想を文章にまとめ，発表や討論

を通して自分の考えを深めようとしている。 

・今様，小歌，沖縄の歌謡（オモロ・琉歌）な

どの歌謡について調べ，自分の気に入った歌

についての紹介と感想を文章にまとめようと

している。 

・今様，小歌，沖縄の歌謡（オモロ・琉歌）な

どの歌謡について調べ，自分の気に入った歌

についての紹介と感想を文章にまとめようと

していない。 
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■『世間胸算用』「小判は寝姿の夢」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イウ 

・『世間胸算用』の概要や特徴について理解し，

その内容を説明している。 

・『世間胸算用』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『世間胸算用』の概要や特徴について理解して

いない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・近世小説の表現の特色について理解し，その効

果について説明している。 

・近世小説の表現の特色について理解してい

る。 

・近世小説の表現の特色ついて理解していない。 

④言葉の変化 

 （２）アイウ 

・現代語に近い表現も使われるようになってきた

という近世の文章の特徴を理解し，本文中から

具体的な語を挙げて説明している。 

・現代語に近い表現も使われるようになって

きたという近世の文章の特徴を理解してい

る。 

・現代語に近い表現も使われるようになってきた

という近世の文章の特徴を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・それぞれの登場人物の心情とその変化を読み取

り，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・それぞれの登場人物の心情とその変化を読

み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・それぞれの登場人物の心情とその変化を読み取

っていない。 

⑥作品の背景の理

解  読（１）エ 

・当時の大晦日の慣習について知識を得，大晦日

という設定の効果について理解し，その内容を

説明している。 

・当時の大晦日の慣習について知識を得，大

晦日という設定の効果について理解してい

る。 

・当時の大晦日の慣習について知識を得，大晦日

という設定の効果について理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・冒頭の段落の記述に表れた考え方と，「男」の

至った心境の関係について考え，それに対する

自分の意見や感想を持っている。 

・冒頭の段落の記述に表れた考え方と，「男」

の至った心境の関係について考えている。 

・冒頭の段落の記述に表れた考え方と，「男」の

至った心境の関係について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・当時の世情を踏まえ，登場人物それぞれの人物

像や話の結末について考察し，話し合いを通し

て自分の考えをさらに深めようとしている。 

・当時の世情を踏まえ，登場人物それぞれの

人物像や話の結末について考察しようとし

ている。 

・当時の世情を踏まえ，登場人物それぞれの人物

像や話の結末について考察しようとしていな

い。 
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■「和歌というメディア」ルーブリック例 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①和歌の特徴 

    （１）イエ 

・本文で述べられている和歌の特徴について

理解し，その内容を説明している。 

・本文で述べられている和歌の特徴について

理解している。 

・本文で述べられている和歌の特徴について理解し

ていない。 

②文化の特質 

（2）ア 

・「内容志向」と「表現志向」それぞれの文化

について理解し，説明している。 

・「内容志向」と「表現志向」それぞれの文化

について理解している。 

・「内容志向」と「表現志向」それぞれの文化につい

て理解していない。 

③読むことの効用 

   （２）エ 

・和歌を「読む」ことの意義と効用について

理解し，説明している。 

・和歌を「読む」ことの意義と効用について

理解している。 

・和歌を「読む」ことの意義と効用について理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④和歌の背景と価

値 読（１）エ 

・平安文化と和歌が相互に果たした役割につ

いて読み取り，説明している。 

・筆者が和歌をどのようなものと捉えている

か整理し，発表している。 

・平安文化と和歌が相互に果たした役割につ

いて読み取っている。 

・筆者が和歌をどのようなものと捉えている

か整理している。 

・平安文化と和歌が相互に果たした役割について読

み取っていない。 

・筆者が和歌をどのようなものと捉えているか整理

していない。 

⑤考えの形成 

読（１）カク 

・和歌の読みは現代の詩歌の読みと比べてど

うあるべきか，自分の考えを広げたり深め

たりし，その内容を説明している。 

・和歌の読みは現代の詩歌の読みと比べてど

うあるべきか，自分の考えを広げたり深め

たりしている。 

・和歌の読みは現代の詩歌の読みと比べてどうある

べきか，自分の考えを広げたり深めたりしていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑥紹介文・発表 

・日本の古典について書かれた現代の評論を

読んで紹介文を書き，発表や討論を通して

自分の考えをさらに深めようとしている。 

・日本の古典について書かれた現代の評論を

読んで紹介文を書こうとしている。 

・日本の古典について書かれた現代の評論を読んで

紹介文を書こうとしていない。 
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■「古典芸能への誘い」ルーブリック例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古典芸能の知識 

     （１）イ 

・本文中に挙げられた古典芸能について知識

を得，概要を説明している。 

・本文中に挙げられた古典芸能について知識

を得ている。 

・本文中に挙げられた古典芸能について知識を得て

いない。 

②古典芸能の特質 

（２）ア 

・それぞれの古典芸能の特徴と演目のおおま

かな傾向を整理し，発表している。 

・それぞれの古典芸能の特徴と演目のおおま

かな傾向を整理している。 

・それぞれの古典芸能の特徴と演目のおおまかな傾

向を整理していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③成立の背景 

 読（１）エ 

・それぞれの古典芸能が成立した経緯やたど

った歴史について調べ，古典芸能を醸成し

た文化について考え，説明している。 

・それぞれの古典芸能が成立した経緯やたど

った歴史について調べ，古典芸能を醸成し

た文化について考えている。 

・それぞれの古典芸能が成立した経緯やたどった歴

史について調べ，古典芸能を醸成した文化につい

て考えていない。 

④考えの形成 

読（１）ク 

・それぞれの古典芸能において心情や人物像

はどのような方法で表現されているか理解

し，それに対する自分の意見や感想を持っ

ている。 

・それぞれの古典芸能において心情や人物像

はどのような方法で表現されているか理解

している。 

・それぞれの古典芸能において心情や人物像はどの

ような方法で表現されているか理解していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑤考察・話し合い 

・古典芸能を劇場や映像などで鑑賞して感想

を話し合い，古典に対する自分の考えをさ

らに深めようとしている。 

・古典芸能を劇場や映像などで鑑賞して感想

を話し合おうとしている。 

・古典芸能を劇場や映像などで鑑賞して感想を話し

合おうとしていない。 
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■［言語活動］「言葉の変遷を調べる」ルーブリック例 

 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古典の語彙と表

現 （１）アエ 

・これまで学習した古文の語句の中で，印象に残

っているものを挙げ，理由とともに説明してい

る。 

・日常生活で使われている表現で，これまで学習

した古文に出てきたものを挙げ，説明してい

る。 

・これまで学習した古文の語句の中で，印象

に残っているものを挙げている。 

 

・日常生活で使われている表現で，これまで

学習した古文に出てきたものを挙げてい

る。 

・これまで学習した古文の語句の中で，印象に残

っているものを挙げていない。 

 

・日常生活で使われている表現で，これまで学習

した古文に出てきたものを挙げていない。 

②古今異義語 

 （２）アイウ 

・古今異義語について知識を得，概要を説明して

いる。 

・古今異義語について知識を得ている。 ・古今異義語について知識を得ていない。 

思
考
・
判
断
・

表
現 

③考えの形成 

読（１）キク 

・古今異義語，季節や暦に関する言葉，現代語の

中に生きている古語などのさまざまなテーマの

中から，古語と現代語とを比較するための切り

口を考えて選び，理由とともに説明している。 

・古今異義語，季節や暦に関する言葉，現代

語の中に生きている古語などのさまざまな

テーマの中から，古語と現代語とを比較す

るための切り口を考えて選んでいる。 

・古今異義語，季節や暦に関する言葉，現代語の

中に生きている古語などのさまざまなテーマの

中から，古語と現代語とを比較するための切り

口を考えて選んでいない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む
態
度 

④比較・考察・発表 

・選んだテーマに沿って古語と現代語とをその時

代の社会的背景と関連させながら比較し，分か

ったことや考えたことを説明しようとしてい

る。 

・言葉の変遷について調べたことや自分の考えを

文章にまとめ，発表や討論を通して言葉の特質

に対する自分の考えをさらに深めようとしてい

る。 

・選んだテーマに沿って古語と現代語とをそ

の時代の社会的背景と関連させながら比較

しようとしている。 

 

・言葉の変遷について調べたことや自分の考

えを文章にまとめようとしている。 

・選んだテーマに沿って古語と現代語とをその時

代の社会的背景と関連させながら比較しようと

していない。 

 

・言葉の変遷について調べたことや自分の考えを

文章にまとめようとしていない。 
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■『宇治拾遺物語』「伴大納言，応天門を焼くこと」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・説話の文章の特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・説話の文章の特徴について理解している。 ・説話の文章の特徴について理解していない。 

③文章の構成 

（１）ウ 

・文章の構成について理解し，説明している。 ・文章の構成について理解している。 ・文章の構成について理解していない。 

④表現の特色 

 （１）エ 

・古典特有の表現や，説話の持つリズムなどについて

理解し，その内容を説明している。 

・古典特有の表現や，説話の持つリズムなどに

ついて理解している。 

・古典特有の表現や，説話の持つリズムなどに

ついて理解していない。 

⑤古典常識 

    （２）ア 

・絵巻について理解し，その内容を説明している。 

・当時の官職や装束などについて理解し，その内容を

説明している。 

・絵巻について理解している。 

・当時の官職や装束などについて理解してい

る。 

・絵巻について理解していない。 

・当時の官職や装束などについて理解していな

い。 

⑥文法理解 

（２）イ 

・本文中の敬語や助動詞，副詞などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語や助動詞，副詞などの文法事項

を理解している。 

・本文中の敬語や助動詞，副詞などの文法事項

を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物の心情や行動を読み取り，その内容を説明

している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・登場人物の心情や行動を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・登場人物の心情や行動を読み取っていない。 

⑧文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・本話を場面分けして全体の構成の特徴を理解し，そ

の内容を説明している。 

・本話を場面分けし，全体の構成の特徴を理解

している。 

・本話を場面分けし，全体の構成の特徴を理解

していない。 

⑨作品の価値の考

察 読（１）エ 

・絵巻と本文との関係を踏まえ，表現上の特徴やその

効果について考え，根拠とともに説明している。 

・絵巻と本文との関係を踏まえ，表現上の特徴

やその効果について考えている。 

・絵巻と本文との関係を踏まえ，表現上の特徴

やその効果について考えていない。 
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⑩考えの形成 

  読（１）ク 

・絵巻と本文とを比較したり，応天門の変の歴史的経

緯を調べて本話と比較したりすることを通して自分

の考えを深め，その内容を説明している。 

・絵巻と本文とを比較したり，応天門の変の歴

史的経緯を調べて本話と比較したりすること

を通して，自分の考えを深めている。 

・絵巻と本文とを比較したり，応天門の変の歴

史的経緯を調べて本話と比較したりすること

を通して，自分の考えを深めていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑪調査・発表 

・絵巻と本文とを比較したり，応天門の変の歴史的経

緯を調べて本話と比較したりして自分の考えを発表

するとともに，討論などを通して自分の考えをさら

に深めようとしている。 

・絵巻と本文とを比較したり，応天門の変の歴

史的経緯を調べて本話と比較したりして，自

分の考えを発表しようとしている。 

・絵巻と本文とを比較したり，応天門の変の歴

史的経緯を調べて本話と比較したりして，自

分の考えを発表しようとしていない。 
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■『発心集』「蓮花城，入水のこと」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の特徴や構

成 （１）イ 

・仏教説話の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・仏教説話の概要や特徴について理解してい

る。 

・仏教説話の概要や特徴について理解していな

い。 

③文の照応 

    （１）ウ 

・文の成分の順序や照応に着目し，内容を正確に

理解し，その内容を説明している。 

・文の成分の順序や照応に着目し，内容を正確

に理解している。 

・文の成分の順序や照応に着目し，内容を正確に

理解していない。 

④表現の特色 

  （１）エ 

・本文中の比喩表現について理解し，その内容を

説明している。 

・本文中の比喩表現について理解している。 ・本文中の比喩表現について理解していない。 

⑤背景知識 

    （２）ア 

・仏教思想や用語について理解し，その内容を説

明している。 

・仏教思想や用語について理解している。 ・仏教思想や用語について理解していない。 

⑥文法理解 

（２）イ 

・本文中の副詞の用法などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の副詞の用法などの文法事項を理解し

ている。 

・本文中の副詞の用法などの文法事項を理解して

いない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・蓮花城が入水を決意し，霊となって現れるまで

の登蓮法師の心情の変化を読み取り，その内容

を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・蓮花城が入水を決意し，霊となって現れるま

での登蓮法師の心情の変化を読み取ってい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・蓮花城が入水を決意し，霊となって現れるまで

の登蓮法師の心情の変化を読み取っていない。 

⑧文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・蓮花城が霊となって現れた事情を把握し，途中

で入水を中止することができなかった理由を理

解し，根拠とともに説明している。 

・蓮花城が霊となって現れた事情を把握し，途

中で入水を中止することができなかった理由

を理解している。 

・蓮花城が霊となって現れた事情を把握し，途中

で入水を中止することができなかった理由を理

解していない。 

⑨考えの形成 

  読（１）カ 

・鴨長明が人の心というものをどのように捉えて

いたかを踏まえ，人間，社会などに対する自分

の考えを深め，その内容を説明している。 

・鴨長明が人の心というものをどのように捉え

ていたかを踏まえ，人間，社会などに対する自

分の考えを深めている。 

・鴨長明が人の心というものをどのように捉えて

いたかを踏まえ，人間，社会などに対する自分

の考えを深めていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑩考察・発表 

・説話に表れているものの見方，感じ方，考え方

を踏まえ，人間，社会などに対する自分の考え

を発表し，討論などを通してそれをさらに深め

ようとしている。 

・説話に表れているものの見方，感じ方，考え

方を踏まえ，人間，社会などに対する自分の

考えを発表しようとしている。 

・説話に表れているものの見方，感じ方，考え方

を踏まえ，人間，社会などに対する自分の考え

を発表しようとしていない。 
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■『紫式部日記』「女郎花」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『紫式部日記』の概要や特徴について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『紫式部日記』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『紫式部日記』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内

容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解していな

い。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説

明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の使われ方

の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理

解している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・道長と作者とのやり取りの内容を把握し，その内

容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・道長と作者とのやり取りの内容を把握して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・道長と作者とのやり取りの内容を把握していな

い。 

⑦内容の解釈 

  読（１）エ 

・「女郎花…」と「白露は…」の歌に込められた心

情を理解し，その内容を説明している。 

・作者が「殿の三位の君」をどのような人物として

捉えているかを理解し，根拠とともに説明してい

る。 

・「女郎花…」と「白露は…」の歌に込められ

た心情を理解している。 

・作者が「殿の三位の君」をどのような人物

として捉えているかを理解している。 

・「女郎花…」と「白露は…」の歌に込められた

心情を理解していない。 

・作者が「殿の三位の君」をどのような人物とし

て捉えているかを理解していない。 

⑧考えの形成 

   読（１）カ 

・最後の二行から読み取れる作者のものの見方，感

じ方，考え方を踏まえて自分の考えを深め，その

内容を説明している。 

・最後の二行から読み取れる作者のものの見

方，感じ方，考え方を踏まえ，自分の考え

を深めている。 

・最後の二行から読み取れる作者のものの見方，

感じ方，考え方を踏まえ，自分の考えを深めて

いない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・歌に込められた心情や，作者のものの見方，感じ

方，考え方について考察し，自分の考えを発表す

るとともに，討論などを通して自分の考えをさら

に深めようとしている。 

・歌に込められた心情や，作者のものの見

方，感じ方，考え方について考察し，自分

の考えを発表しようとしている。 

・歌に込められた心情や，作者のものの見方，感

じ方，考え方について考察し，自分の考えを発

表しようとしていない。 
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■『紫式部日記』「日本紀の御局」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『紫式部日記』の概要や特徴について理解し，その

内容を説明している。 

・『紫式部日記』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『紫式部日記』の概要や特徴について理解

していない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・「女郎花」と「日本紀の御局」の文体の違いについ

て理解し，その内容を説明している。 

・「女郎花」と「日本紀の御局」の文体の違いに

ついて理解している。 

・「女郎花」と「日本紀の御局」の文体の違

いについて理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解し，さら

に本文で使用されている以外の別の使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解し

ている。 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者と「親」や「宮」とのやり取りの内容を把握

し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・作者と「親」や「宮」とのやり取りの内容を

把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・作者と「親」や「宮」とのやり取りの内容

を把握していない。 

⑦内容の解釈 

  読（１）エ 

・作者が「左衛門の内侍」の言動をどのように思って

いるかを理解し，根拠とともに説明している。 

・作者と「親」や「宮」とのやり取りを踏まえ，作者

の漢学の才について理解し，その内容を説明してい

る。 

・作者が「左衛門の内侍」の言動をどのように

思っているかを理解している。 

・作者と「親」や「宮」とのやり取りを踏ま

え，作者の漢学の才について理解している。 

・作者が「左衛門の内侍」の言動をどのよう

に思っているかを理解していない。 

・作者と「親」や「宮」とのやり取りの内容

を踏まえ，作者の漢学の才について理解し

ていない。 

⑧考えの形成 

   読（１）カ 

・最後の一文からうかがえる作者のものの考え方を踏

まえ，自分の考えを深め，その内容を説明してい

る。 

・最後の一文からうかがえる作者のものの考え

方を踏まえ，自分の考えを深めている。 

・最後の一文からうかがえる作者のものの考

え方を踏まえ，自分の考えを深めていな

い。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
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 ⑨考察・話し合い 

・本文からうかがえる作者のものの見方や考え方につ

いて考察し，自分の考えを伝えるとともに，話し合

いを通して自分の考えをさらに深めようとしてい

る。 

・本文からうかがえる作者のものの見方や考え

方について考察し，自分の考えを伝えようと

している。 

・本文からうかがえる作者のものの見方や考

え方について考察し，自分の考えを伝えよ

うとしていない。 
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■『和泉式部日記』「夢よりもはかなき世の中を」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『和泉式部日記』の概要や特徴について理解

し，その内容を説明している。 

・『和泉式部日記』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『和泉式部日記』の概要や特徴について理解し

ていない。 

③文章の構成や展

開   （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その

内容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解していな

い。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を

説明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞や敬語の用法などの文法事項を

理解し，さらに本文で使用されている以外の別

の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞や敬語の用法などの文法事項

を理解している。 

・本文中の助動詞や敬語の用法などの文法事項を

理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物や出来事を整理し，その内容を説明し

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・登場人物や出来事を整理している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・登場人物や出来事を整理していない。 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・女の故宮への思い，帥宮との新たな恋に対する

思いを読み取り，その内容を説明している。 

・帥宮が橘の花を贈った理由を理解し，根拠とと

もに説明している。 

・二首の歌に込められた心情を理解し，その内容

を説明している。 

・女の故宮への思い，帥宮との新たな恋に対す

る思いを読み取っている。 

・帥宮が橘の花を贈った理由を理解している。 

 

・二首の歌に込められた心情を理解している。 

・女の故宮への思い，帥宮との新たな恋に対する

思いを読み取っていない。 

・帥宮が橘の花を贈った理由を理解していない。 

 

・二首の歌に込められた心情を理解していない。 

⑧考えの形成 

   読（１）ク 

・登場人物の思いや行動の意味などを理解するこ

とを通して自分の考えを深め，その内容を説明

している。 

・登場人物の思いや行動の意味などを理解する

ことを通して，自分の考えを深めている。 

・登場人物の思いや行動の意味などを理解するこ

とを通して，自分の考えを深めていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
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組

む
態
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 ⑨考察・レポート 

・表現に注意しながら登場人物の思いや行動の意

味などを読み取り，自分の考えを文章にまと

め，他者の文章を読むことを通してさらに自分

の考えを深めようとしている。 

・表現に注意しながら登場人物の思いや行動の

意味などを読み取り，自分の考えを文章にま

とめようとしている。 

・表現に注意しながら登場人物の思いや行動の意

味などを読み取り，自分の考えを文章にまとめ

ようとしていない。 
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■『和泉式部日記』「有明の月に」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴 （１）イ 

・『和泉式部日記』の概要や特徴について理解し，

その内容を説明している。 

・『和泉式部日記』の概要や特徴について理解

している。 

・『和泉式部日記』の概要や特徴について理解

していない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内

容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説

明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の意味や使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・帥宮が来訪した時の女や侍女，召し使いの男の対

応を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・帥宮が来訪した時の女や侍女，召し使いの男

の対応を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・帥宮が来訪した時の女や侍女，召し使いの男

の対応を把握していない。 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・歌に込められた帥宮の心情と，それに対する女の

対応について理解し，その内容を説明している。 

・歌に込められた帥宮の心情と，それに対する

女の対応について理解している。 

・歌に込められた帥宮の心情と，それに対する

女の対応について理解していない。 

⑧考えの形成 

   読（１）ク 

・この日記を物語だと考える立場について考察する

ことを通して自分の考えを深め，その内容を説明

している。 

・この日記を物語だと考える立場について考察

することを通して，自分の考えを深めてい

る。 

・この日記を物語だと考える立場について考察

することを通して，自分の考えを深めていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑨考察・話し合い 

・表現に注意しながら日記を読み，この日記を物語

だと考える立場について考察し，自分の考えを伝

えるとともに，話し合いを通してさらに自分の考

えを深めようとしている。 

・表現に注意しながら日記を読み，この日記を

物語だと考える立場について考察し，自分の

考えを伝えようとしている。 

・表現に注意しながら日記を読み，この日記を

物語だと考える立場について考察し，自分の

考えを伝えようとしていない。 
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■『十六夜日記』「駿河路」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『十六夜日記』の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・『十六夜日記』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『十六夜日記』の概要や特徴について理解

していない。 

③文章の構成 

 （１）ウ 

・文章の構成について理解し，その内容を説明してい

る。 

・文章の構成について理解している。 ・文章の構成について理解していない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や表現の特色について理解し，その内容

を説明している。 

・和歌の修辞や表現の特色について理解して

いる。 

・和歌の修辞や表現の特徴について理解して

いない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の動詞・助動詞・助詞の用法などの文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の動詞・助動詞・助詞の用法などの

文法事項を理解している。 

・本文中の動詞・助動詞・助詞の用法などの

文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・各地で詠まれた歌の内容を捉え，その内容を説明し

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・各地で詠まれた歌の内容を捉えている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・各地で詠まれた歌の内容を捉えていない。 

⑦作品の価値の考

察 読（１）エ 

・本文と『伊勢物語』「東下り」とを読み比べ，作者の

感じた興趣を理解し，根拠とともに説明している。 

・本文と『伊勢物語』「東下り」とを読み比

べ，作者の感じた興趣を理解している。 

・本文と『伊勢物語』「東下り」とを読み比

べ，作者の感じた興趣を理解していない。 

⑧考えの形成 

   読（１）ク 

・本文と『伊勢物語』「東下り」との読み比べを通して

言語文化についての自分の考えを深め，その内容を

説明している。 

・本文と『伊勢物語』「東下り」との読み比べ

を通して，言語文化についての自分の考え

を深めている。 

・本文と『伊勢物語』「東下り」との読み比

べを通して，言語文化についての自分の考

えを深めていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑨読み比べ・論述 

・本文と『伊勢物語』｢東下り｣とを読み比べ，共通点

や相違点について文章にまとめるとともに，他者の

文章を読むことを通して，自分の考えをさらに深め

ようとしている。 

・本文と『伊勢物語』｢東下り｣とを読み比

べ，共通点や相違点について文章にまとめ

ようとしている。 

・本文と『伊勢物語』｢東下り｣とを読み比

べ，共通点や相違点について文章にまとめ

ようとしていない。 
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■［言語活動］「日記を文語で書く」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・日記中の古文重要語句や用法を理解し，さらに日

記中で使用されている以外の別の意味や使われ方

の知識を得ている。 

・日記中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・日記中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・日記の種類や特徴について理解し，その内容を説

明している。 

・日記の種類や特徴について理解している。 ・日記の種類や特徴について理解していない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開について理解し，その内容を説

明している。 

・文章の構成や展開について理解している。 ・文章の構成や展開について理解していない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・古典特有の表現について理解し，その内容を説明

している。 

・古典特有の表現について理解している。 ・古典特有の表現について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）イ 

・日記中のさまざまな文法事項を理解し，さらに日

記中で使用されている以外の別の意味や使われ方

の知識を得ている。 

・日記中のさまざまな文法事項を理解してい

る。 

・日記中のさまざま文法事項を理解していな

い。 

⑥言葉の変化や成

り立ち （２）ウ 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解し，その内容を説明し

ている。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ち

にもたらした影響について理解している。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ち

にもたらした影響について理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表

現 

⑦表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・古典の語彙や表現について理解を深め，その内容

を説明している。 

・古典の語彙や表現について理解を深めてい

る。 

・古典の語彙や表現について理解を深めていな

い。 

⑧考えの形成 

  読（１）オク 

・古典作品を参考にして文語で日記を書くことを通

して，自分の考えを広げたり深めたりし，その内

容を説明している。 

・古典作品を参考にして文語で日記を書くこと

を通して，自分の考えを広げたり深めたりし

ている。 

・古典作品を参考にして文語で日記を書くこと

を通して，自分の考えを広げたり深めたりし

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑨創作・批評 

・文語で日記を書いたり，書いた作品を批評し合っ

たりして古典の語彙や表現について理解を深める

とともに，他者の意見などを参考にして自分の考

えをさらに深めようとしている。 

・文語で日記を書いたり，書いた作品を批評し

合ったりして，古典の語彙や表現について理

解を深めようとしている。 

・文語で日記を書いたり，書いた作品を批評し

合ったりして，古典の語彙や表現について理

解を深めようとしていない。 
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■『源氏物語』「なにがしの院」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③文章の構成や展

開   （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その

内容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解していな

い。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理解

し，その内容を説明している。 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理

解している。 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理解

していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の敬語・副詞・助動詞の用法などの文法

事項を理解し，さらに本文で使用されている以

外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語・副詞・助動詞の用法などの文

法事項を理解している。 

・本文中の敬語・副詞・助動詞の用法などの文法

事項を理解していない。 

⑥読書の意義と効

用   （２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・光源氏の言動や心情を読み取り，根拠とともに

説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・光源氏の言動や心情を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・光源氏の言動や心情を読み取っていない。 

⑧文章の展開の理

解 読（１）ウ 

・場面設定や，夕顔の死をめぐる話の展開を理解

し，その内容を説明している。 

・場面設定や，夕顔の死をめぐる話の展開を理

解している。 

・場面設定や，夕顔の死をめぐる話の展開を理解

していない。 

⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・場面設定や話の展開，登場人物の言動および心

情を捉えることを通して自分の考えを深め，そ

の内容を説明している。 

・場面設定や話の展開，登場人物の言動および

心情を捉えることを通して，自分の考えを深

めている。 

・場面設定や話の展開，登場人物の言動および心

情を捉えることを通して，自分の考えを深めて

いない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑩考察・発表 

・場面設定や話の展開，登場人物の言動および心

情を捉えて自分の考えを発表し，さらに討論な

どを通して自分の考えを深めようとしている。 

・場面設定や話の展開，登場人物の言動および

心情を捉え，自分の考えを発表しようとして

いる。 

・場面設定や話の展開，登場人物の言動および心

情を捉え，自分の考えを発表しようとしていな

い。 
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■『源氏物語』「野宮の別れ」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開   （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

(１)エ  

・風景描写の特色や効果について理解し，根拠ととも

に説明している。 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説明

している。 

・風景描写の特色や効果について理解してい

る。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 

・風景描写の特色や効果について理解していな

い。 

・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の敬語・副詞・助動詞の用法などの文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語・副詞・助動詞の用法などの

文法事項を理解している。 

・本文中の敬語・副詞・助動詞の用法などの文

法事項を理解していない。 

⑥読書の意義と効

用   （２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意義や

効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・光源氏と御息所の言動や心情を読み取り，その内容

を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・光源氏と御息所の言動や心情を読み取って

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・光源氏と御息所の言動や心情を読み取ってい

ない。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・この場面の舞台が野宮であることの効果について理

解し，根拠とともに説明している。 

・この場面の舞台が野宮であることの効果に

ついて理解している。 

・この場面の舞台が野宮であることの効果につ

いて理解していない。 

⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・光源氏と御息所の心情や，この場面の舞台が野宮で

あることの効果について考えることを通して自分の

考えを深め，その内容を説明している。 

・光源氏と御息所の心情や，この場面の舞台

が野宮であることの効果について考えるこ

とを通して，自分の考えを深めている。 

・光源氏と御息所の心情や，この場面の舞台が

野宮であることの効果について考えることを

通して，自分の考えを深めていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑩考察・話し合い 

・この場面の舞台が野宮であることの効果について自

分の考えを伝え，さらに話し合いを通して自分の考

えを深めようとしている。 

・この場面の舞台が野宮であることの効果に

ついて，自分の考えを伝えようとしてい

る。 

・この場面の舞台が野宮であることの効果につ

いて，自分の考えを伝えようとしていない。 
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■『源氏物語』「須磨の秋」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，その

内容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開   （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内

容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説

明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の動詞・敬語の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の使わ

れ方の知識を得ている。 

・本文中の動詞・敬語の用法などの文法事項を

理解している。 

・本文中の動詞・敬語の用法などの文法事項を

理解していない。 

⑥読書の意義と

効用（２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意義

や効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・和歌に込められた心情を読み取り，その内容を説

明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・和歌に込められた心情を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・和歌に込められた心情を読み取っていない。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれる効

果について理解し，根拠とともに説明している。 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれ

る効果について理解している。 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれ

る効果について理解していない。 

⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれる効

果について考えることを通して自分の考えを深

め，その内容を説明している。 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれ

る効果について考えることを通して，自分の

考えを深めている。 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれ

る効果について考えることを通して，自分の

考えを深めていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
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 ⑩考察・レポート 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれる効

果について自分の考えを文章にまとめ，さらに他

者の文章を読むことを通して自分の考えを深めよ

うとしている。 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれ

る効果について，自分の考えを文章にまとめ

ようとしている。 

・和歌や漢詩が引用されることによって生まれ

る効果について，自分の考えを文章にまとめ

ようとしていない。 
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■『源氏物語』「夜深き鶏の声」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴 （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解していな

い。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説明

している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞・助詞の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞・助詞の用法などの文法事

項を理解している。 

・本文中の助動詞・助詞の用法などの文法事項を

理解していない。 

⑥読書の意義と効

用  （２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意義や

効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書

の意義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・光源氏と紫の上の言動や心情を把握し，その内容を

説明している。 

・和歌に込められた心情を読み取り，その内容を説明

している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・光源氏と紫の上の言動や心情を把握してい

る。 

・和歌に込められた心情を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・光源氏と紫の上の言動や心情を把握している。 

 

・和歌に込められた心情を読み取っていない。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・紫の上が光源氏を見送る場面，光源氏と紫の上が離

れている場面，光源氏が戻ってからの場面の描かれ

方の特色について，根拠とともに説明している。 

・紫の上が光源氏を見送る場面，光源氏と紫

の上が離れている場面，光源氏が戻ってか

らの場面の描かれ方の特色について理解し

ている。 

・紫の上が光源氏を見送る場面，光源氏と紫の上

が離れている場面，光源氏が戻ってからの場面

の描かれ方の特色について理解していない。 
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⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・紫の上が光源氏を見送り，光源氏が戻ってくるまで

の場面の描かれ方について考えることを通して自分

の考えを深め，その内容を説明している。 

・紫の上が光源氏を見送り，光源氏が戻って

くるまでの場面の描かれ方について考える

ことを通して，自分の考えを深めている。 

・紫の上が光源氏を見送り，光源氏が戻ってくる

までの場面の描かれ方について考えることを通

して，自分の考えを深めていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑩考察・レポート 

・紫の上が光源氏を見送り，光源氏が戻ってくるまで

の場面の描かれ方について，自分の考えを文章にま

とめ，さらに他者の文章を読むことを通して自分の

考えを深めようとしている。 

・紫の上が光源氏を見送り，光源氏が戻って

くるまでの場面の描かれ方について，自分

の考えを文章にまとめようとしている。 

・紫の上が光源氏を見送り，光源氏が戻ってくる

までの場面の描かれ方について，自分の考えを

文章にまとめようとしていない。 



85 

■『源氏物語』「唐猫の綱」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いる。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その

内容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解していな

い。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・古典特有の表現や言葉のリズムなどについて理

解し，その内容を説明している。 

・古典特有の表現や言葉のリズムなどについて理

解している。 

・古典特有の表現や言葉のリズムなどについて理

解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し

ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

⑥読書の意義と効

用  （２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・女三の宮を見た夕霧と柏木の心理の違いを理解

し，根拠とともに説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳している。 

・女三の宮を見た夕霧と柏木の心理の違いを理解

している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・女三の宮を見た夕霧と柏木の心理の違いを理解

していない。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・御簾が引き上げられたために見えた女三の宮が

どのように描かれているか理解し，その内容を

説明している。 

・「すきずきしきや」という言葉が，誰のどのよ

うな気持ちを表したものか理解し，根拠ととも

に説明している。 

・御簾が引き上げられたために見えた女三の宮が

どのように描かれているか理解している。 

 

・「すきずきしきや」という言葉が，誰のどのよ

うな気持ちを表したものか理解している。 

・御簾が引き上げられたために見えた女三の宮が

どのように描かれているか理解していない。 

 

・「すきずきしきや」という言葉が，誰のどのよ

うな気持ちを表したものか理解していない。 



86 

 

  

⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・女三の宮の描かれ方を理解したり，「すきずき

しきや」という言葉について考えたりすること

を通して，自分の考えを深め，その内容を説明

している。 

・女三の宮の描かれ方を理解したり，「すきずき

しきや」という言葉について考えたりすること

を通して，自分の考えを深めている。 

・女三の宮の描かれ方を理解したり，「すきずき

しきや」という言葉について考えたりすること

を通して，自分の考えを深めていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑩考察・発表 

・女三の宮の描かれ方や，「すきずきしきや」と

いう言葉について自分の考えを発表し，さらに

討論などを通して自分の考えを深めようとして

いる。 

・女三の宮の描かれ方や，「すきずきしきや」と

いう言葉について，自分の考えを発表しようと

している。 

・女三の宮の描かれ方や，「すきずきしきや」と

いう言葉について，自分の考えを発表しようと

していない。 
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■『源氏物語』「萩の上露」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開   （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説明

している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞・敬語の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞・敬語の用法などの文法事

項を理解している。 

・本文中の助動詞・敬語の用法などの文法事項

を理解していない。 

⑥読書の意義と効

用  （２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意義や

効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物の言動と心情を把握し，その内容を説明し

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・登場人物の言動と心情を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・登場人物の言動と心情を把握していない。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・光源氏，紫の上，明石の中宮の立場の違いを考えな

がら三首の歌の内容を捉え，「露」の持つ意味を理

解し，根拠とともに説明している。 

・光源氏，紫の上，明石の中宮の立場の違い

を考えながら三首の歌の内容を捉え，「露」

の持つ意味を理解している。 

・光源氏，紫の上，明石の中宮の立場の違いを

考えながら三首の歌の内容を捉え，「露」の

持つ意味を理解していない。 

⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・光源氏と紫の上の出会いから死別までの物語につい

て考えることを通して，自分の考えを深め，その内

容を説明している。 

・光源氏と紫の上の出会いから死別までの物

語について考えることを通して，自分の考

えを深めている。 

・光源氏と紫の上の出会いから死別までの物語

について考えることを通して，自分の考えを

深めていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑩考察・話し合い 

・光源氏と紫の上の出会いから死別までの物語につい

てさまざまな視点から考察して自分の考えを伝え，

さらに話し合いを通して自分の考えを深めようとし

ている。 

・光源氏と紫の上の出会いから死別までの物

語についてさまざまな視点から考察し，自

分の考えを伝えようとしている。 

・光源氏と紫の上の出会いから死別までの物語

についてさまざまな視点から考察し，自分の

考えを伝えようとしていない。 
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■『源氏物語』「宇治の姫君たち」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに

本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解して

いない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③文章の構成や展

開  （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その

内容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解していな

い。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理解

し，その内容を説明している。 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理

解している。 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理解

していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

⑥読書の意義と

効用 （２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背

景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・前半部から，宇治の様子を把握し，その内容を

説明している。 

・後半部から，姫君たちの様子を把握し，その内

容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・前半部から，宇治の様子を把握している。 

 

・後半部から，姫君たちの様子を把握してい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐語

訳していない。 

・前半部から，宇治の様子を把握していない。 

 

・後半部から，姫君たちの様子を把握していな

い。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・前半部から，都と宇治とで様子が異なることを

理解し，その内容を説明している。 

・姫君たちのどのような様子が薫の心を捉えたの

か理解し，根拠とともに説明している。 

・前半部から，都と宇治とで様子が異なること

を理解している。 

・姫君たちのどのような様子が，薫の心を捉え

たのか理解している。 

・前半部から，都と宇治とで様子が異なることを

理解していない。 

・姫君たちのどのような様子が，薫の心を捉えた

のか理解していない。 
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⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・都とは異なる宇治の様子や，薫の心を捉えた姫

君たちの様子を理解することを通して自分の考

えを深め，その内容を説明している。 

・都とは異なる宇治の様子や，薫の心を捉えた

姫君たちの様子を理解することを通して，自

分の考えを深めている。 

・都とは異なる宇治の様子や，薫の心を捉えた姫

君たちの様子を理解することを通して，自分の

考えを深めていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑩比較・話し合い 

・これまでに学習した垣間見の場面を比較して気

づいたことを伝え，さらに話し合いを通して自

分の考えを深めようとしている。 

・これまでに学習した垣間見の場面を比較し，

気づいたことを伝えようとしている。 

・これまでに学習した垣間見の場面を比較し，気

づいたことを伝えようとしていない。 
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■『源氏物語』「橘の小島」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴  （１）イ 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解し，その

内容を説明している。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『源氏物語』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開   （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内

容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

る。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

    （１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説

明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解し，さ

らに本文で使用されている以外の別の使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解し

ている。 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解し

ていない。 

⑥読書の意義と

効用（２）エ 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意義

や効用を理解し，その内容を説明している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の意

義や効用を理解している。 

・『源氏物語』に親しむことを通して，読書の

意義や効用を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・匂宮と浮舟の言動を把握し，その内容を説明して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・匂宮と浮舟の言動を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・匂宮と浮舟の言動を把握していない。 

⑧表現の特色の理

解 読（１）ウ 

・匂宮と浮舟の歌に用いられた修辞を理解し，歌に

込められた心情を理解して，その内容を説明して

いる。 

・匂宮と浮舟の歌に用いられた修辞を理解し，

歌に込められた心情を理解している。 

・匂宮と浮舟の歌に用いられた修辞を理解し，

歌に込められた心情を理解していない。 

⑨考えの形成 

 読（１）カキク 

・匂宮と浮舟の歌に込められた心情や，浮舟に対す

る匂宮の愛情について考えることを通して自分の

考えを深め，その内容を説明している。 

・匂宮と浮舟の歌に込められた心情や，浮舟に

対する匂宮の愛情について考えることを通し

て，自分の考えを深めている。 

・匂宮と浮舟の歌に込められた心情や，浮舟に

対する匂宮の愛情について考えることを通し

て，自分の考えを深めていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑩考察・発表 

・匂宮と浮舟の歌に込められた心情や，浮舟に対す

る匂宮の愛情について自分の考えを発表し，さら

に討論などを通して自分の考えを深めようとして

いる。 

・匂宮と浮舟の歌に込められた心情や，浮舟に

対する匂宮の愛情について，自分の考えを発

表しようとしている。 

・匂宮と浮舟の歌に込められた心情や，浮舟に

対する匂宮の愛情について，自分の考えを発

表しようとしていない。 
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■『大鏡』「三船の才」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使用

されている以外の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法

を理解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明し

ている。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解し，説

明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果

について理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助動詞や助詞の意味や用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞や助詞の意味や用法

などの文法事項を理解している。 

・本文中の助動詞や助詞の意味や用法などの

文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿った

適切な現代語訳をしている。 

・公任が後悔している事柄と理由を把握し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて

本文を逐語訳している。 

・公任が後悔している事柄と理由を把

握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・公任が後悔している事柄と理由を把握して

いない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・「小倉山…」の歌の修辞と意味を理解し，内容を説明して

いる。 

・「小倉山…」の歌の修辞と意味を理解

している。 

・「小倉山…」の歌の修辞と意味を理解して

いない。 

⑦作品の背景 

  読（１）エ 

・道長と公任の関係や,公任の事績について理解し，説明し

ている。 

・道長と公任の関係や,公任の事績につ

いて理解している。 

・道長と公任の関係や,公任の事績について

理解していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・公任の人物像を読み取り,この催しにおける公任の心情に

ついて考察し,それに対する自分の意見や感想を持ってい

る。 

・公任の人物像を読み取り,この催しに

おける公任の心情について考察して

いる。 

・公任の人物像を読み取り,この催しにおけ

る公任の心情について考察していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑨考察・話し合い 

・公任が他の船に乗った場合どうなったか考察し，話し合い

を通して自分の考えをさらに深めたり広げたりしようとし

ている。 

・公任が他の船に乗った場合どうなっ

たか考察しようとしている。 

・公任が他の船に乗った場合どうなったか考

察しようとしていない。 
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■『大鏡』「肝試し」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果に

ついて理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の推量を表す語や敬語の意味や用法などの文法

事項を理解し，さらに本文で使用されている以外の別

の意味や使われ方の知識を得ている。 

・撥音便無表記について理解し,さらに本文で使用されて

いる以外の別の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の推量を表す語や敬語の意味や用

法などの文法事項を理解している。 

 

・撥音便無表記について理解している。 

・本文中の推量を表す語や敬語の意味や用法

などの文法事項を理解していない。 

 

・撥音便無表記について理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの人物像を読み取り，説明してい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・登場人物それぞれの人物像を読み取って

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・登場人物それぞれの人物像を読み取ってい

ない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・道長の性格を示すエピソードとしての肝試しの経緯を

整理し，内容を説明している。 

・道長の性格を示すエピソードとしての肝

試しの経緯を整理している。 

・道長の性格を示すエピソードとしての肝試

しの経緯を整理していない。 

⑦作品の背景 

  読（１）エ 

・『大鏡』の他の箇所との関連について理解し，説明して

いる。 

・『大鏡』の他の箇所との関連について理

解している。 

・『大鏡』の他の箇所との関連について理解

していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・花山天皇の言動について，これまで学習した古典作品

における「帝」「天皇」の描かれ方と比較して考察し，

文章などにまとめている。 

・花山天皇の言動について，これまで学習

した古典作品における「帝」「天皇」の

描かれ方と比較して察している。 

・花山天皇の言動について，これまで学習し

た古典作品における「帝」「天皇」の描か

れ方と比較して考察していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑨調査・話し合い 

・道隆・道兼・道長兄弟の生涯について調べ，エピソー

ドがどのような部分を象徴しているかについて考察し,

話し合いを通して自分の考えをさらに深めたり広げた

りしようとしている。 

・道隆・道兼・道長兄弟の生涯について調

べ，エピソードがどのような部分を象徴

しているかについて考察しようとしてい

る。 

・道隆・道兼・道長兄弟の生涯について調

べ，エピソードがどのような部分を象徴し

ているかについて考察しようとしていな

い。 
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■『大鏡』「道長，伊周の競射」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果に

ついて理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の意味や使われ

方の知識を得ている。 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事

項を理解している。 

・本文中の助詞の意味や用法などの文法事項

を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・道長と伊周の関係を確認し，それぞれの人物像を読み

取り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・道長と伊周の関係を確認し，それぞれの

人物像を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・道長と伊周の関係を確認し，それぞれの人

物像を読み取っていない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・道隆の心情の変化について整理し，内容を説明してい

る。 

・道隆の心情の変化について整理してい

る。 

・道隆の心情の変化について整理していな

い。 

⑦他の作品との関

係  読（１）エ 

・系図を参考に，登場人物と関係する他の古典作品につ

いて理解し，説明している。 

・系図を参考に，登場人物と関係する他の

古典作品について理解している。 

・系図を参考に，登場人物と関係する他の古

典作品について理解していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・道隆と道長の関係性について考え，それに対する自分

の意見や感想を持っている。 

・道隆と道長の関係性について考えてい

る。 

・道隆と道長の関係性について考えていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑨考察・話し合い 

・冒頭に「帥殿」とあることなどから伊周のその後につ

いて読み取って伝えるとともに，話し合いを通して自

分の考えをさらに深めようとしている。 

・冒頭に「帥殿」とあることなどから伊周

のその後について読み取って伝えようと

している。 

・冒頭に「帥殿」とあることなどから伊周の

その後について読み取って伝えようとして

いない。 
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■［言語活動］「伊周の人物像を読み比べる」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・『枕草子』「大納言殿参り給ひて」の文中の古文重要語

句や用法を理解し，さらに本文で使用されている以外

の別の意味や使われ方の知識を得ている。 

・『枕草子』「大納言殿参り給ひて」の文中

の古文重要語句の意味や用法を理解して

いる。 

・『枕草子』「大納言殿参り給ひて」の文中の

古文重要語句の意味や用法を理解していな

い。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』『枕草子』の概要や特徴，相違について理解

し，その内容を説明している。 

・『大鏡』『枕草子』の概要や特徴，相違に

ついて理解している。 

・『大鏡』『枕草子』の概要や特徴，相違につ

いて理解していない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・評価の際の表現とその対象および効果について理解

し，その内容を説明している。 

・評価の際の表現とその対象および効果に

ついて理解している。 

・評価の際の表現とその対象および効果につ

いて理解していない。 

④他文化との関係 

  （２）アイ 

・脚注の漢文について，意味や引用の意図を理解し，説

明している。 

・脚注の漢文について，意味や引用の意図

を理解している。 

・脚注の漢文について，意味や引用の意図を

理解していない。 

⑤文法理解 

（２）イ 

・本文中の敬語などの文法事項を理解し，さらに本文で

使用されている以外の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語などの文法事項を理解して

いる。 

・本文中の敬語などの文法事項を理解してい

ない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥文章の展開の理 

解  読（１）ウ 

・作者が伊周のどのような点をどう評価しているかをま

とめ，説明している。 

・作者が伊周のどのような点をどう評価し

ているかをまとめている。 

・作者が伊周のどのような点をどう評価して

いるかをまとめていない。 

⑦他の作品との関

係  読（１）エ 

・『大鏡』「道長，伊周の競射」と『枕草子』「大納言殿参

り給ひて」とで，描かれている伊周の人物像はどう異

なるか整理し，比較している。 

・『大鏡』「道長，伊周の競射」と『枕草

子』「大納言殿参り給ひて」とで，描か

れている伊周の人物像はどう異なるか整

理している。 

・『大鏡』「道長，伊周の競射」と『枕草子』

「大納言殿参り給ひて」とで，描かれてい

る伊周の人物像はどう異なるか整理してい

ない。 

⑧考えの形成 

読（１）キク 

・伊周の人物像の描かれ方が異なる理由について,『大

鏡』と『枕草子』の成立の背景を踏まえながら自分の

考えを広げたり深めたりし，その内容を説明してい

る。 

・伊周の人物像の描かれ方が異なる理由に

ついて,『大鏡』と『枕草子』の成立の

背景を踏まえながら自分の考えを広げた

り深めたりしている。 

・伊周の人物像の描かれ方が異なる理由につ

いて,『大鏡』と『枕草子』の成立の背景

を踏まえながら自分の考えを広げたり深め

たりしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑨調査,読み比べ，

レポート 

・時代の異なる複数の古典作品の中で同じ人物について

述べられている例を調べ,作品を読み比べて共通点や相

違点について文章にまとめ,発表や討論を通して自分の

考えをさらに深めようとしている。 

・時代の異なる複数の古典作品の中で同じ

人物について述べられている例を調べ,

作品を読み比べて共通点や相違点につい

て文章にまとめようとしている。 

・時代の異なる複数の古典作品の中で同じ人

物について述べられている例を調べ,作品

を読み比べて共通点や相違点について文章

にまとめようとしていない。 



98 

■『大鏡』「隆家と道長」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説

明している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

る。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解

し，説明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や

使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事

項を理解している。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事

項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・道長と隆家の関係を確認し，隆家の言動からその人

物像を読み取り，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・道長と隆家の関係を確認し，隆家の言動か

らその人物像を読み取っている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・道長と隆家の関係を確認し，隆家の言動か

らその人物像を読み取っていない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・隆家の態度の変化について整理し，内容を説明して

いる。 

・隆家の態度の変化について整理している。 ・隆家の態度の変化について整理していな

い。 

⑦作品の背景の理

解  読（１）エ 

・隆家の発言から，この話の時点の隆家がどのような

境遇にあったか理解し，説明している。 

・隆家の発言から，この話の時点の隆家がど

のような境遇にあったか理解している。 

・隆家の発言から，この話の時点の隆家がど

のような境遇にあったか理解していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・道長の人柄の描かれ方について考え，それに対する

自分の意見や感想を持っている。 

・道長の人柄の描かれ方について考えてい

る。 

・道長の人柄の描かれ方について考えていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑨調査・レポート 

・隆家を含む道隆の子どもたちを道長はどのように遇

したか調べ，そこからわかる道長の人物像を文章な

どにまとめ，発表や討論を通して自分の考えをさら

に深めようとしている。 

・隆家を含む道隆の子どもたちを道長はどの

ように遇したか調べ，そこからわかる道長

の人物像を文章などにまとめようとしてい

る。 

・隆家を含む道隆の子どもたちを道長はどの

ように遇したか調べ，そこからわかる道長

の人物像を文章などにまとめようとしてい

ない。 
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■『大鏡』「東三条院と道長」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『大鏡』の概要や特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解して

いる。 

・『大鏡』の概要や特徴について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）ウエ 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果について理解し，

説明している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果に

ついて理解している。 

・『大鏡』の叙述方法の特徴とその効果につ

いて理解していない。 

④文法理解 

  （２）アイ 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味や使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法

事項を理解している。 

・本文中の助動詞の意味や用法などの文法事

項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・言動の主体を確認し，女院と道長，伊周，一条天皇の

関係を整理し，説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・言動の主体を確認し，女院と道長，伊

周，一条天皇の関係を整理している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・言動の主体を確認し，女院と道長，伊周，

一条天皇の関係を整理していない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・道長を関白にさせるための女院の論理と言動をまと

め，説明している。 

・道長を関白にさせるための女院の論理と

言動をまとめている。 

・道長を関白にさせるための女院の論理と言

動をまとめていない。 

⑦作品の背景の理

解  読（１）エ 

・系図を参考に，これまで学習した『大鏡』の登場人物

がどのような状態にあるか理解し，説明している。 

・系図を参考に，これまで学習した『大

鏡』の登場人物がどのような状態にある

か理解している。 

・系図を参考に，これまで学習した『大鏡』

の登場人物がどのような状態にあるか理解

していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・語り手は道長の出世の理由をどのように考えているか

分析し，そこから読み取れる価値観に対する自分の考

えを広げたり深めたりし，その内容を説明している。 

・語り手は道長の出世の理由をどのように

考えているか分析し，そこから読み取れ

る価値観に対する自分の考えを広げたり

深めたりしている。 

・語り手は道長の出世の理由をどのように考

えているか分析し，そこから読み取れる価

値観に対する自分の考えを広げたり深めた

りしていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑨比較・発表 

・『大鏡』全体がどのような立場から叙述されているか,

他の古典作品と比較して文章にまとめ，発表や討論を

通して自分の考えをさらに深めようとしている。 

・『大鏡』全体がどのような立場から叙述

されているか,他の古典作品と比較して

文章にまとめようとしている。 

・『大鏡』全体がどのような立場から叙述さ

れているか,他の古典作品と比較して文章

にまとめようとしていない。 



101 

■『俊頼髄脳』「鷹狩りの歌」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・歌論の特徴や文章の構成について理解し，その内

容を説明している。 

・歌論の特徴や文章の構成について理解してい

る。 

・歌論の特徴や文章の構成について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説

明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の使われ方

の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

している。 

・本文中の助動詞の用法などの文法事項を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・長能・道済と四条大納言とのやり取りの内容を把

握し，わかりやすく説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・長能・道済と四条大納言とのやり取りの内容

を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・長能・道済と四条大納言とのやり取りの内容

を把握していない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・四条大納言が長能と道済の歌をどのように評価し

たのか理解し，その内容を説明している。 

・四条大納言が長能と道済の歌をどのように評

価したのか理解している。 

・四条大納言が長能と道済の歌をどのように評

価したのか理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・四条大納言が「まことに…腹立たれじや。」と言

った理由について考え，それに対する自分の意見

や感想を持っている。 

・四条大納言が「まことに…腹立たれじや。」

と言った理由について考えている。 

・四条大納言が「まことに…腹立たれじや。」

と言った理由について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑧考察・発表 

・長能・道済と四条大納言とのやり取りや，四条大

納言の歌に対する評価などを踏まえて歌人の生き

方やものの捉え方について自分の考えを文章にま

とめ，発表や討論を通してそれをさらに深めよう

としている。 

・長能・道済と四条大納言とのやり取りや，四

条大納言の歌に対する評価などを踏まえ，歌

人の生き方やものの捉え方について自分の考

えを文章にまとめようとしている。 

・長能・道済と四条大納言とのやり取りや，四

条大納言の歌に対する評価などを踏まえ，歌

人の生き方やものの捉え方について自分の考

えを文章にまとめようとしていない。 
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■『無名抄』「おもて歌のこと」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さら

に本文で使用されている以外の別の意味や使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・歌論の特徴や文章の構成について理解し，そ

の内容を説明している。 

・歌論の特徴や文章の構成について理解してい

る。 

・歌論の特徴や文章の構成について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容

を説明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 ・和歌の修辞や特色について理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の敬語の意味・用法などの文法事項を

理解し，さらに本文で使用されている以外の

意味や別の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の敬語の意味・用法などの文法事項を

理解している。 

・本文中の敬語の意味・用法などの文法事項を

理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や

背景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物や話題を把握し，その内容を説明し

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・登場人物や話題を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・登場人物や話題を把握していない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・「夕されば…」「面影に…」「み吉野の…」の歌

がどのように評されているか理解し，その内

容を説明している。 

・「夕されば…」「面影に…」「み吉野の…」の歌

がどのように評されているか理解している。 

・「夕されば…」「面影に…」「み吉野の…」の歌

がどのように評されているか理解していな

い。 

⑦考えの形成 

読（１）オカ 

・俊恵が，どのような点から「み吉野の…」の

歌を代表作としたかについて考え，それに対

する自分の意見や感想を持っている。 

・俊恵が，どのような点から「み吉野の…」の

歌を代表作としたかについて考えている。 

・俊恵が，どのような点から「み吉野の…」の

歌を代表作としたかについて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・三つの歌に対する評価を踏まえ，俊恵の，歌

に対する見方や考え方について，自分の考え

を伝えるとともに，話し合いを通してそれを

さらに深めようとしている。 

・三つの歌に対する評価を踏まえ，俊恵の，歌

に対する見方や考え方について，自分の考え

を伝えようとしている。 

・三つの歌に対する評価を踏まえ，俊恵の，歌

に対する見方や考え方について，自分の考え

を伝えようとしていない。 
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■『正徹物語』「ひとり雨聞く秋の夜すがら」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・歌論の特徴や文章の構成について理解し，その内

容を説明している。 

・歌論の特徴や文章の構成について理解してい

る。 

・歌論の特徴や文章の構成について理解して

いない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・和歌の修辞や漢詩のリズム，特色について理解

し，その内容を説明している。 

・和歌の修辞や漢詩のリズム，特色について理

解している。 

・和歌の修辞や漢詩のリズム，特色について

理解している。理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助詞の用法などの文法事項を理解し，さ

らに本文で使用されている以外の別の使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の助詞の用法などの文法事項を理解し

ている。 

・本文中の助詞の用法などの文法事項を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・為秀の歌と杜甫の詩についてどのように論じられ

ているかを把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・為秀の歌と杜甫の詩についてどのように論じ

られているかを把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・為秀の歌と杜甫の詩についてどのように論

じられているかを把握していない。 

⑥作品の価値の考

察  読（１）エ 

・「あはれ知る…」の歌と，下の句を「ひとり雨聞

く秋の夜半かな」と変えた場合との違いについて

考察し，その内容を説明している。 

・「聞レ雨」を，「雨と聞きて」と訓読した場合と，

「雨を聞きて」と訓読した場合との違いについて

考察し，その内容を説明している。 

・「あはれ知る…」の歌と，下の句を「ひとり雨

聞く秋の夜半かな」と変えた場合との違いに

ついて考察している。 

・「聞レ雨」を，「雨と聞きて」と訓読した場合

と，「雨を聞きて」と訓読した場合との違いに

ついて考察している。 

・「あはれ知る…」の歌と，下の句を「ひと

り雨聞く秋の夜半かな」と変えた場合との

違いについて考察していない。 

・「聞レ雨」を，「雨と聞きて」と訓読した場

合と，「雨を聞きて」と訓読した場合との

違いについて考察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カク 

・歌の句を入れ替えたり，漢詩の訓読を一字変えた

りすることの意味について考え，それに対する自

分の意見や感想を持っている。 

・歌の句を入れ替えたり，漢詩の訓読を一字変

えたりすることの意味について考えている。 

・歌の句を入れ替えたり，漢詩の訓読を一字

変えたりすることの意味について考えてい

ない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・発表 

・為秀の歌と杜甫の詩をめぐる正徹の論を踏まえ，

正徹のものの見方や考え方について自分の考えを

文章にまとめ，発表や討論を通してそれをさらに

深めようとしている。 

・為秀の歌と杜甫の詩をめぐる正徹の論を踏ま

え，正徹のものの見方や考え方について，自

分の考えを文章にまとめようとしている。 

・為秀の歌と杜甫の詩をめぐる正徹の論を踏

まえ，正徹のものの見方や考え方につい

て，自分の考えを文章にまとめようとして

いない。 
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■『無名草子』「清少納言」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・評論の文章の特徴について理解し，その内容を説明

している。 

・評論の文章の特徴について理解している。 ・評論の文章の特徴について理解していな

い。 

③構成と表現の特   

 色  （１）ウエ 

・尼が女房たちの対話を聞き書きした体裁であること

の特色を理解し，その内容を説明している。 

・尼が女房たちの対話を聞き書きした体裁で

あることの特色を理解している。 

・尼が女房たちの対話を聞き書きした体裁で

あることの特色を理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解し，さら

に本文で使用されている以外の別の使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解

している。 

・本文中の敬語の用法などの文法事項を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・清少納言が，歌人として，『枕草子』の作者とし

て，どのように評されているかを把握し，その内容

を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・清少納言が，歌人として，『枕草子』の作者

として，どのように評されているかを把握

している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・清少納言が，歌人として，『枕草子』の作

者として，どのように評されているかを把

握していない。 

⑥作品の価値の考

察  読（１）エ 

・清少納言に対する話し手の評価について，『枕草子』

に関する記述などを踏まえて考察し，根拠とともに

説明している。 

・清少納言に対する話し手の評価について，

『枕草子』に関する記述などを踏まえて考

察している。 

・清少納言に対する話し手の評価について，

『枕草子』に関する記述などを踏まえて考

察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・冒頭の一文と文章全体との関係について考え，それ

に対する自分の意見や感想を持っている。 

・冒頭の一文と文章全体との関係について考

えている。 

・冒頭の一文と文章全体との関係について考

えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧比較・論述 

・清少納言に対する話し手の評価と，自分の評価や印

象とを比較し，考えたことなどを文章にまとめ，他

者の文章を読むことでさらに自分の考えを深めよう

としている。 

・清少納言に対する話し手の評価と，自分の

評価や印象とを比較し，考えたことなどを

文章にまとめようとしている。 

・清少納言に対する話し手の評価と，自分の

評価や印象とを比較し，考えたことなどを

文章にまとめようとしていない。 



106 

■『無名草子』「紫式部」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で使

用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得てい

る。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・評論の文章の特徴について理解し，その内容を説明して

いる。 

・評論の文章の特徴について理解してい

る。 

・評論の文章の特徴について理解していな

い。 

③構成と表現の特   

 色  （１）ウエ 

・尼が女房たちの対話を聞き書きした体裁であることの特

色を理解し，その内容を説明している。 

・尼が女房たちの対話を聞き書きした体裁

であることの特色を理解している。 

・尼が女房たちの対話を聞き書きした体裁

であることの特色を理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の紛らわしい語（「参る」「聞こゆ」など）の識別

や用法などの文法事項を理解し，さらに本文で使用され

ている以外の別の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の紛らわしい語（「参る」「聞こ

ゆ」など）の識別や用法などの文法事項

を理解している。 

・本文中の紛らわしい語（「参る」「聞こ

ゆ」など）の識別や用法などの文法事項

を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・『源氏物語』の成立について述べられた二つの説を把握

し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳している。 

・『源氏物語』の成立について述べられた二

つの説を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳していない。 

・『源氏物語』の成立について述べられた

二つの説を把握していない。 

⑥作品の価値の考

察  読（１）エ 

・紫式部に対する話し手の評価について，『源氏物語』の

成立に関する説や，『紫式部日記』に関する記述などを

踏まえて考察し，根拠とともに説明している。 

・紫式部に対する話し手の評価について，

『源氏物語』の成立に関する説や，『紫

式部日記』に関する記述などを踏まえて

考察している。 

・紫式部に対する話し手の評価について，

『源氏物語』の成立に関する説や，『紫式

部日記』に関する記述などを踏まえて考

察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・「いまだ宮仕へもせで…御心柄なるべし。」の話し手が，

紫式部をどのような人物と捉えているか考え，それに対

する自分の意見や感想を持っている。 

・「いまだ宮仕へもせで…御心柄なるべ

し。」の話し手が，紫式部をどのような

人物と捉えているか考えている。 

・「いまだ宮仕へもせで…御心柄なるべ

し。」の話し手が，紫式部をどのような人

物と捉えているか考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧比較・論述 

・紫式部に対する話し手の評価と，自分の評価や印象とを

比較し，考えたことなどを文章にまとめ，他者の文章を

読むことでさらに自分の考えを深めようとしている。 

・紫式部に対する話し手の評価と，自分の

評価や印象とを比較し，考えたことなど

を文章にまとめようとしている。 

・紫式部に対する話し手の評価と，自分の

評価や印象とを比較し，考えたことなど

を文章にまとめようとしていない。 
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■『源氏物語玉の小櫛』「もののあはれの論」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解していない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・評論の特徴や文章の構成について理解し，その内容を

説明している。 

・評論の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・評論の特徴や文章の構成について理解し

ていない。 

③表現の特色 

   （１）エ 

・自分の考えを主張し，念押しする表現について理解

し，その内容を説明している。 

・自分の考えを主張し，念押しする表現につ

いて理解している。 

・自分の考えを主張し，念押しする表現に

ついて理解していない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞の識別や，意味・用法などの文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の意味や

別の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞の識別や，意味・用法など

の文法事項を理解している。 

・本文中の助動詞の識別や，意味・用法な

どの文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・作者がどのようなことを問題としているかを把握し，

その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者がどのようなことを問題としているか

を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳していない。 

・作者がどのようなことを問題としている

かを把握していない。 

⑥作品の価値の考

察  読（１）エ 

・作者が，物語における「よき」「あしき」と，儒仏の道

における「善」「悪」とはどのように異なると考えてい

るかについて考察し，根拠とともに説明している。 

・作者が，物語における「よき」「あしき」

と，儒仏の道における「善」「悪」とはど

のように異なると考えているかについて考

察している。 

・作者が，物語における「よき」「あしき」

と，儒仏の道における「善」「悪」とはど

のように異なると考えているかについて

考察していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・作者が物語をどのようなものと捉えているか考え，そ

れに対する自分の意見や感想を持っている。 

・作者が物語をどのようなものと捉えている

か考えている。 

・作者が物語をどのようなものと捉えてい

るか考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・発表 

・作者の『源氏物語』論を踏まえ，物語の意義について

自分の考えを文章にまとめ，発表や討論を通してそれ

をさらに深めようとしている。 

・作者の『源氏物語』論を踏まえ，物語の意

義について，自分の考えを文章にまとめよ

うとしている。 

・作者の『源氏物語』論を踏まえ，物語の

意義について，自分の考えを文章にまと

めようとしていない。 
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■『花鏡』「初心を忘るべからず」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・『花鏡』の特徴や文章の構成について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『花鏡』の特徴や文章の構成について理解し

ている。 

・『花鏡』の特徴や文章の構成について理解し

ていない。 

③表現の特色と文

語の理解 

（１）エ（２）アイ 

・本文の表現上の特色について理解し，その内容を

説明している。 

・本文の表現上の特色について理解している。 ・本文の表現上の特色について理解していな

い。 

④読書の意義と効

用   （２）エ 

・本文に表れているものの見方や考え方に親しむこ

とを通して，読書の意義と効用を理解し，その内

容を説明している。 

・本文に表れているものの見方や考え方に親し

むことを通して，読書の意義と効用を理解し

ている。 

・本文に表れているものの見方や考え方に親し

むことを通して，読書の意義と効用を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が，「初心を忘るべからず」といっている理

由を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・作者が，「初心を忘るべからず」といってい

る理由を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・作者が，「初心を忘るべからず」といってい

る理由を把握していない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・言葉の繰り返しなど，本文の表現上の特色とその

効果について理解し，その内容を説明している。 

・言葉の繰り返しなど，本文の表現上の特色と

その効果について理解している。 

・言葉の繰り返しなど，本文の表現上の特色と

その効果について理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オカキ 

・「初心を忘るべからず」という作者の考えについ

て考え，それに対する自分の意見や感想を持って

いる。 

・「初心を忘るべからず」という作者の考えに

ついて考えている。 

・「初心を忘るべからず」という作者の考えに

ついて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧調査・発表 

・「秘すれば花なり」など，世阿弥が残した他の言

葉を調べ，世阿弥のものの見方や考え方について

自分の考えを文章にまとめるとともに，発表や討

論を通してそれをさらに深めようとしている。 

・「秘すれば花なり」など，世阿弥が残した他

の言葉を調べ，世阿弥のものの見方や考え方

について，自分の考えを文章にまとめようと

している。 

・「秘すれば花なり」など，世阿弥が残した他

の言葉を調べ，世阿弥のものの見方や考え方

について，自分の考えを文章にまとめようと

していない。 
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■「虚実皮膜論」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さら

に本文で使用されている以外の別の意味や使

われ方の知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・評論の特徴や文章の構成について理解し，そ

の内容を説明している。 

・評論の特徴や文章の構成について理解してい

る。 

・評論の特徴や文章の構成について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・筆録した文章の表現の特色について理解し，

その内容を説明している。 

・筆録した文章の表現の特色について理解して

いる。 

・筆録した文章の表現の特色について理解して

いない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の「なる」「なり」の識別や，意味・用

法などの文法事項を理解し，さらに本文で使

用されている以外の意味や別の使われ方の知

識を得ている。 

・本文中の「なる」「なり」の識別や，意味・用

法などの文法事項を理解している。 

・本文中の「なる」「なり」の識別や，意味・用

法などの文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や

背景に沿った適切な現代語訳をしている。 

・「ある人」の言ったことと，「近松」の答えた

内容を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳している。 

・「ある人」の言ったことと，「近松」の答えた

内容を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・「ある人」の言ったことと，「近松」の答えた

内容を把握していない。 

⑥文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・「実」と「虚」とが，それぞれどのようなこと

を指しているかを理解し，その内容を説明し

ている。 

・「実」と「虚」とが，それぞれどのようなこと

を指しているかを理解している。 

・「実」と「虚」とが，それぞれどのようなこと

を指しているかを理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オカ 

・「芸といふものは…あるものなり。」とはどの

ようなことをいうのか考え，それに対する自

分の意見や感想を持っている。 

・「芸といふものは…あるものなり。」とはどの

ようなことをいうのか考えている。 

・「芸といふものは…あるものなり。」とはどの

ようなことをいうのか考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・発表 

・現代の芸術において，「実と虚との皮膜の間」

に成立している例を挙げ，それについて自分

の考えを文章にまとめ，発表や討論を通して

それをさらに深めようとしている。 

・現代の芸術において，「実と虚との皮膜の間」

に成立している例を挙げ，それについて自分

の考えを文章にまとめようとしている。 

・現代の芸術において，「実と虚との皮膜の間」

に成立している例を挙げ，それについて自分

の考えを文章にまとめようとしていない。 
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■『たはれ草』「訳語といふこと」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解していない。 

②文章の種類と特

徴    （１）イ 

・『たはれ草』の概要や特徴について理解し，その内容を

説明している。 

・『たはれ草』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『たはれ草』の概要や特徴について理解し

ていない。 

③文章の構成や展

開     （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容を

説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解し

ていない。 

④表現の特色 

（１）エ 

・感想や意見を述べる際に用いられている表現について

理解し，その内容を説明している。 

・感想や意見を述べる際に用いられている表

現について理解している。 

・感想や意見を述べる際に用いられている

表現について理解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の指示語（副詞）について理解し，その内容を

説明している。 

・本文中の「なり」の識別や意味・用法などの文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の意味や

別の使われ方の知識を得ている。 

・本文中の指示語（副詞）について理解して

いる。 

・本文中の「なり」の識別や意味・用法など

の文法事項を理解している。 

・本文中の指示語（副詞）について理解し

ていない。 

・本文中の「なり」の識別や意味・用法な

どの文法事項を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・第一段落の要旨を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・第一段落の要旨を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳していない。 

・第一段落の要旨を把握していない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・第一段落と第二段落のつながりについて理解し，根拠

とともに説明している。 

・第一段落と第二段落のつながりについて理

解している。 

・第一段落と第二段落のつながりについて

理解していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・作者が「訳語」の必要性をどのように考えているかに

ついて考え，それに対する自分の意見や感想を持って

いる。 

・作者が「訳語」の必要性をどのように考え

ているかについて考えている。 

・作者が「訳語」の必要性をどのように考

えているかについて考えていない。 
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主
体
的
に
学

習
に
取
り
組

む
態
度 

⑨考察・発表 

・作者の「訳語」に関する考えについてどのように思う

かを文章にまとめ，発表や討論を通してそれをさらに

深めようとしている。 

・作者の「訳語」に関する考えについてどの

ように思うかを文章にまとめようとしてい

る。 

・作者の「訳語」に関する考えについてど

のように思うかを文章にまとめようとし

ていない。 
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■『北辺随筆』「読書の心得」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴    （１）イ 

・『北辺随筆』の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・『北辺随筆』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『北辺随筆』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開     （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

   （１）エ 

・批判する際に用いられている表現について理解し，

その内容を説明している。 

・批判する際に用いられている表現について

理解している。 

・批判する際に用いられている表現について理

解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助動詞や助詞の意味・用法などの文法事項

を理解し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助動詞や助詞の意味・用法などの

文法事項を理解している。 

・本文中の助動詞や助詞の意味・用法などの文

法事項を理解していない。 

⑥読書の意義と効

用   （２）エ 

・読書についての作者の考えに親しむことを通して，

読書の意義と効用について理解し，その内容を説明

している。 

・読書についての作者の考えに親しむことを

通して，読書の意義と効用について理解し

ている。 

・読書についての作者の考えに親しむことを通

して，読書の意義と効用について理解してい

ない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑦現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・顕昭法橋の歌合での判の内容や，作者の主張の内容

を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・顕昭法橋の歌合での判の内容や，作者の主

張の内容を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・顕昭法橋の歌合での判の内容や，作者の主張

の内容を把握していない。 

⑧文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・作者が，読書の心得としてどのようなことが大事だ

と述べているか理解し，その内容を説明している。 

・作者が，読書の心得としてどのようなこと

が大事だと述べているか，理解している。 

・作者が，読書の心得としてどのようなことが

大事だと述べているか，理解していない。 

⑨考えの形成 

読（１）オカ 

・作者が，「後世ぶりを詠む人」のどのような点を批

判しているか考え，それに対する自分の意見や感想

を持っている。 

・作者が，「後世ぶりを詠む人」のどのよう

な点を批判しているか，考えている。 

・作者が，「後世ぶりを詠む人」のどのような

点を批判しているか，考えていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑩考察・発表 

・読書についての作者の考えに対する自分の考えを，

読書体験なども踏まえて文章にまとめ，発表や討論

を通してそれをさらに深めようとしている。 

・読書についての作者の考えに対する自分の

考えを，読書体験なども踏まえて文章にま

とめようとしている。 

・読書についての作者の考えに対する自分の考

えを，読書体験なども踏まえて文章にまとめ

ようとしていない。 
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■『落窪物語』「姫君の苦難」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『落窪物語』の概要や特徴について理解し，その内容

を説明している。 

・『落窪物語』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『落窪物語』の概要や特徴について理解し

ていない。 

③文章の構成や展

開    （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いない。 

④表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・状況を想像させる描写や，心情が表れた台詞などに

ついて理解し，その内容を説明している。 

・状況を想像させる描写や，心情が表れた台

詞などについて理解している。 

・状況を想像させる描写や，心情が表れた台

詞などについて理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・場面設定や登場人物を把握し，その内容を説明して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・場面設定や登場人物を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・場面設定や登場人物を把握していない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・北の方の言葉を聞いた時の，少将と落窪の君の心情を

理解し，その内容を説明している。 

・おとどの言動に対する少将と落窪の君の心情を理解

し，根拠とともに説明している。 

・「いらへ遠く…聞こえず。」から想像される状況に

ついて理解し，その内容を説明している。 

・北の方の言葉を聞いた時の，少将と落窪の

君の心情を理解している。 

・おとどの言動に対する少将と落窪の君の心

情を理解している。 

・「いらへ遠く…聞こえず。」から想像される

状況について理解している。 

・北の方の言葉を聞いた時の，少将と落窪の

君の心情を理解していない。 

・おとどの言動に対する少将と落窪の君の心

情を理解していない。 

・「いらへ遠く…聞こえず。」から想像され

る状況について理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・北の方の言葉や，おとどの言動に対する少将と落窪

の君の心情について考え，それに対する自分の意見

や感想を持っている。 

・北の方の言葉や，おとどの言動に対する少

将と落窪の君の心情について考えている。 

・北の方の言葉や，おとどの言動に対する少

将と落窪の君の心情について考えていな

い。 
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主
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学
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⑧考察・発表 

・本文の描写や登場人物の台詞などを踏まえ，少将と

落窪の君の心情について自分の考えを文章にまと

め，発表や討論を通してそれをさらに深めようとし

ている。 

・本文の描写や登場人物の台詞などを踏ま

え，少将と落窪の君の心情について，自分

の考えを文章にまとめようとしている。 

・本文の描写や登場人物の台詞などを踏ま

え，少将と落窪の君の心情について，自分

の考えを文章にまとめようとしていない。 
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■『堤中納言物語』「このついで」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『堤中納言物語』の概要や特徴について理解し，

その内容を説明している。 

・『堤中納言物語』の概要や特徴について理解

している。 

・『堤中納言物語』の概要や特徴について理解

していない。 

③文章の構成や展

開    （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内

容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説

明している。 

・垣間見に関する表現について理解し，その内容を

説明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 

 

・垣間見に関する表現について理解してい

る。 

・和歌の修辞や特色について理解していない。 

 

・垣間見に関する表現について理解していな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・場面設定や登場人物の言動を把握し，その内容を

説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・場面設定や登場人物の言動を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・場面設定や登場人物の言動を把握していな

い。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・男が「児も返して，…ゐられにし」という行動を

取った理由について理解し，根拠とともに説明し

ている。 

・少将の君が「おぼつかな」と思った理由について

理解し，根拠とともに説明している。 

・男が「児も返して，…ゐられにし」という

行動を取った理由について理解している。 

・少将の君が「おぼつかな」と思った理由に

ついて理解している。 

・男が「児も返して，…ゐられにし」という行

動を取った理由について理解していない。 

・少将の君が「おぼつかな」と思った理由につ

いて理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・二つの和歌に込められた心情について考え，それ

に対する自分の意見や感想を持っている。 

・二つの和歌に込められた心情について考え

ている。 

・二つの和歌に込められた心情について考えて

いない。 

主
体
的
に
学

習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・話し合い 

・この二つの話で語られている女性について感じた

ことを伝え，話し合いを通して自分の考えをさら

に深めようとしている。 

・この二つの話で語られている女性について

感じたことを伝えようとしている。 

・この二つの話で語られている女性について感

じたことを伝えようとしていない。 
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■『とりかへばや物語』「人知れぬもの思ひ」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『とりかへばや物語』の概要や特徴について理解

し，その内容を説明している。 

・『とりかへばや物語』の概要や特徴について

理解している。 

・『とりかへばや物語』の概要や特徴について

理解していない。 

③文章の構成や展

開    （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内

容を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色 

     （１）エ 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理解

し，その内容を説明している。 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて

理解している。 

・古典特有の表現や言葉の響きなどについて理

解していない。 

⑤文法理解 

（２）アイ 

・本文中の助詞の意味・用法などの文法事項を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意味

や使われ方の知識を得ている。 

・本文中の助詞の意味・用法などの文法事項

を理解している。 

・本文中の助詞の意味・用法などの文法事項を

理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・若君と姫君の関係を把握し，その内容を説明して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・若君と姫君の関係を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・若君と姫君の関係を把握していない。 

⑦文章の展開の理

解  読（１）ウ 

・若君と姫君の容姿，好み，性格について理解し，

その内容を説明している。 

・若君と姫君の容姿，好み，性格について理

解している。 

・若君と姫君の容姿，好み，性格について理解

していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・権大納言が「とりかへばや」と思った理由につい

て考え，それに対する自分の意見や感想を持って

いる。 

・権大納言が「とりかへばや」と思った理由

について考えている。 

・権大納言が「とりかへばや」と思った理由に

ついて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑨考察・発表 

・物語の設定や登場人物の心情を踏まえ，この物語

のおもしろさについて自分の考えを文章にまと

め，発表や討論を通してそれをさらに深めようと

している。 

・物語の設定や登場人物の心情を踏まえ，こ

の物語のおもしろさについて，自分の考え

を文章にまとめようとしている。 

・物語の設定や登場人物の心情を踏まえ，この

物語のおもしろさについて，自分の考えを文

章にまとめようとしていない。 
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■「芭蕉」「富士川」ルーブリック例 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・俳文の特徴や文章の構成について理解し，その内

容を説明している。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解してい

ない。 

③表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・漢詩を踏まえた表現について理解し，その内容を

説明している。 

・本文中の対句について理解し，その内容を説明し

ている。 

・漢詩を踏まえた表現について理解してい

る。 

・本文中の対句について理解している。 

・漢詩を踏まえた表現について理解していな

い。 

・本文中の対句について理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が捨て子に出会った際の状況を把握し，その

内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が捨て子に出会った際の状況を把握して

いる。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・作者が捨て子に出会った際の状況を把握して

いない。 

⑤表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・捨て子に対する作者の心情を理解し，根拠ととも

に説明している。 

・捨て子に対する作者の心情を理解してい

る。 

・捨て子に対する作者の心情を理解していな

い。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・捨て子に対する作者の心情について考え，それに

対する自分の意見や感想を持っている。 

・捨て子に対する作者の心情について考えて

いる。 

・捨て子に対する作者の心情について考えてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑦考察・発表 

・本文を踏まえ，松尾芭蕉の人生観や死生観につい

て自分の考えを文章にまとめ，発表や討論を通し

てそれをさらに深めようとしている。 

・本文を踏まえ，松尾芭蕉の人生観や死生観

について，自分の考えを文章にまとめよう

としている。 

・本文を踏まえ，松尾芭蕉の人生観や死生観に

ついて，自分の考えを文章にまとめようとし

ていない。 
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■「芭蕉」「吉野の花」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本

文で使用されている以外の別の意味や使われ方の

知識を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・俳文の特徴や文章の構成について理解し，その内

容を説明している。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解してい

ない。 

③表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・和歌や発句を踏まえた表現について理解し，その

内容を説明している。 

・本文中の対句について理解し，その内容を説明し

ている。 

・和歌や発句を踏まえた表現について理解し

ている。 

・本文中の対句について理解している。 

・和歌や発句を踏まえた表現について理解して

いない。 

・本文中の対句について理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景

に沿った適切な現代語訳をしている。 

・吉野の桜を見に行く時の様子や，桜を見た時の様

子を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・吉野の桜を見に行く時の様子や，桜を見た時

の様子を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・吉野の桜を見に行く時の様子や，桜を見た時

の様子を把握していない。 

⑤表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・吉野の桜を見に行く作者と杜国の心情を理解し，

根拠とともに説明している。 

・吉野の桜を見た際の作者の心情を理解し，根拠と

ともに説明している。 

・吉野の桜を見に行く作者と杜国の心情を理

解している。 

・吉野の桜を見た際の作者の心情を理解して

いる。 

・吉野の桜を見に行く作者と杜国の心情を理解

していない。 

・吉野の桜を見た際の作者の心情を理解してい

ない。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・吉野の桜をめぐる作者の心情について考え，それ

に対する自分の意見や感想を持っている。 

・吉野の桜をめぐる作者の心情について考え

ている。 

・吉野の桜をめぐる作者の心情について考えて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

⑦考察・レポート 

・これまでの学習を踏まえ，松尾芭蕉のものの見方

や感じ方，考え方について，自分が思ったことや

考えたことを文章にまとめ，他者の文章を読むこ

とを通して，自分の考えをさらに深めようとして

いる。 

・これまでの学習を踏まえ，松尾芭蕉のもの

の見方や感じ方，考え方について，自分が

思ったことや考えたことを文章にまとめよ

うとしている。 

・これまでの学習を踏まえ，松尾芭蕉のものの

見方や感じ方，考え方について，自分が思っ

たことや考えたことを文章にまとめようとし

ていない。 
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■「蕪村」「月夜の卯兵衛」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・俳文の特徴や文章の構成について理解し，その内容

を説明している。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解して

いない。 

③表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・発句に用いられた表現技法について理解し，その内

容を説明している。 

 

・発句に用いられた表現技法について理解し

ている。 

・発句に用いられた表現技法について理解し

ていない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が九十九袋に宿泊した際の出来事や情景を把握

し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が九十九袋に宿泊した際の出来事や情

景を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・作者が九十九袋に宿泊した際の出来事や情

景を把握していない。 

⑤表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・「涼しさに…」の句の表現上のおもしろさについて理

解し，根拠とともに説明している。 

・「涼しさに…」の句の表現上のおもしろさ

について理解している。 

・「涼しさに…」の句の表現上のおもしろさ

について理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・俳文と「涼しさに…」の句とのつながりについて考

え，それに対する自分の意見や感想を持っている。 

・俳文と「涼しさに…」の句とのつながりに

ついて考えている。 

・俳文と「涼しさに…」の句とのつながりに

ついて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑦考察・発表 

・俳文と「涼しさに…」の句とのつながりを踏まえ，

この句の表現上のおもしろさについて，自分の考え

を文章にまとめ，発表や討論を通してそれをさらに

深めようとしている。 

・俳文と「涼しさに…」の句とのつながりを

踏まえ，この句の表現上のおもしろさにつ

いて，自分の考えを文章にまとめようとし

ている。 

・俳文と「涼しさに…」の句とのつながりを

踏まえ，この句の表現上のおもしろさにつ

いて，自分の考えを文章にまとめようとし

ていない。 
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■「蕪村」「歳末弁」ルーブリック例 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・俳文の特徴や文章の構成について理解し，その内容

を説明している。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・俳文の特徴や文章の構成について理解して

いない。 

③表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・『徒然草』を踏まえた表現について理解し，その内

容を説明している。 

 

・『徒然草』を踏まえた表現について理解して

いる。 

・『徒然草』を踏まえた表現について理解し

ていない。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・作者が「塵区」に対して取った行動を把握し，その

内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・作者が「塵区」に対して取った行動を把握し

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・作者が「塵区」に対して取った行動を把握

していない。 

⑤表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・作者が歳末の世の中をどのように描き，どのように

感じているかを理解し，その内容を説明している。 

・蕪村の芭蕉に対する思いを理解し，根拠とともに説

明している。 

・作者が歳末の世の中をどのように描き，ど

のように感じているかを理解している。 

・蕪村の芭蕉に対する思いを理解している。 

・作者が歳末の世の中をどのように描き，ど

のように感じているかを理解していない。 

・蕪村の芭蕉に対する思いを理解していな

い。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・この文章に込められた作者の思いについて考え，そ

れに対する自分の意見や感想を持っている。 

・この文章に込められた作者の思いについて

考えている。 

・この文章に込められた作者の思いについて

考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑦比較・レポート 

・これまでの学習を踏まえ，芭蕉と蕪村のものの見方

や感じ方，考え方を比較し，それについて考えたこ

となどを文章にまとめ，他者の文章を読むことを通

して，自分の考えをさらに深めようとしている。 

・これまでの学習を踏まえ，芭蕉と蕪村のも

のの見方や感じ方，考え方を比較し，それ

について考えたことなどを文章にまとめよ

うとしている。 

・これまでの学習を踏まえ，芭蕉と蕪村のも

のの見方や感じ方，考え方を比較し，それ

について考えたことなどを文章にまとめよ

うとしていない。 
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■『去来抄』ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・俳論の特徴や文章の構成について理解し，その内容

を説明している。 

・俳論の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・俳論の特徴や文章の構成について理解して

いない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・俳諧の表現技法の特色について理解し，その内容を

説明している。 

・俳諧の表現技法の特色について理解してい

る。 

・俳諧の表現技法の特色について理解してい

ない。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の副詞などの係り受けについて理解し，その

内容を説明している。 

・本文中の副詞などの係り受けについて理解

している。 

・本文中の副詞などの係り受けについて理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・三つの章段で，それぞれどのようなことが問題にな

っているのかを把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・三つの章段で，それぞれどのようなことが問

題になっているのかを把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・三つの章段で，それぞれどのようなことが

問題になっているのかを把握していない。 

⑤表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・「行く春を…」「岩鼻や…」の章段における芭蕉の発

言の内容と，去来の感想について理解し，その内容

を説明している。 

・「腫物に…」の句について，去来,支考の主張する解

釈を理解し,根拠とともに説明している。 

・「行く春を…」「岩鼻や…」の章段における

芭蕉の発言の内容と，去来の感想について

理解している。 

・「腫物に…」の句について，去来,支考の主

張する解釈を理解している。 

・「行く春を…」「岩鼻や…」の章段における

芭蕉の発言の内容と，去来の感想について

理解していない。 

・「腫物に…」の句について，去来,支考の主

張する解釈を理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オク 

・「腫物に…」の章段について，四人の意見と論拠を

整理し，その可否について考え，それに対する自分

の意見や感想を持っている。 

・「腫物に…」の章段について，四人の意見と

論拠を整理し，その可否について考えてい

る。 

・「腫物に…」の章段について，四人の意見

と論拠を整理し，その可否について考えて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑦考察・話し合い 

・三つの章段の内容を踏まえ,『去来抄』の俳論とし

ての特色や,芭蕉の教えの深さについて自分の考え

を伝え，話し合いを通してそれをさらに深めようと

している。 

・三つの章段の内容を踏まえ,『去来抄』の俳

論としての特色や,芭蕉の教えの深さについ

て自分の考えを伝えようとしている。 

・三つの章段の内容を踏まえ,『去来抄』の

俳論としての特色や,芭蕉の教えの深さに

ついて自分の考えを伝えようとしていな

い。 
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■『三冊子』ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・俳論の特徴や文章の構成について理解し，その内容

を説明している。 

・俳論の特徴や文章の構成について理解して

いる。 

・俳論の特徴や文章の構成について理解してい

ない。 

③表現の特色 

（１）エ 

・俳諧の表現技法の特色について理解し，その内容を

説明している。 

・俳諧の表現技法の特色について理解してい

る。 

・俳諧の表現技法の特色について理解していな

い。 

④文法理解 

（２）アイ 

・本文中の形容詞・形容動詞の意味について理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の意味の知識

を得ている。 

・本文中の形容詞・形容動詞の意味について

理解している。 

・本文中の形容詞・形容動詞の意味について理

解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・「詩歌連俳…」の章段の論点を把握し，その内容を

説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・「詩歌連俳…」の章段の論点を把握してい

る。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・「詩歌連俳…」の章段の論点を把握していな

い。 

⑥内容の解釈 

  読（１）エ 

・「詩歌連俳…」の章段で，俳諧の特性と「俳諧の誠」

について理解し，その内容を説明している。 

・「師の風雅に…」の章段で，「不易」「変化」と「風雅

の誠」との関係を理解し，その内容を説明している。 

・「詩歌連俳…」の章段で，俳諧の特性と「俳

諧の誠」について理解している。 

・「師の風雅に…」の章段で，「不易」「変化」

と「風雅の誠」との関係を理解している。 

・「詩歌連俳…」の章段で，俳諧の特性と「俳

諧の誠」について理解していない。 

・「師の風雅に…」の章段で，「不易」「変化」

と「風雅の誠」との関係を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・「師の風雅に…」の章段で，「不易」「変化」「風雅の

誠」の三者の関係について考え，それに対する自分

の意見や感想を持っている。 

・「師の風雅に…」の章段で，「不易」「変

化」「風雅の誠」の三者の関係について考

えている。 

・「師の風雅に…」の章段で，「不易」「変化」

「風雅の誠」の三者の関係について考えてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・発表 

・俳諧に対する芭蕉の考え方について考察し，文章に

まとめるとともに，発表や討論を通して，自分の考

えをさらに深めようとしている。 

・俳諧に対する芭蕉の考え方について考察

し，文章にまとめようとしている。 

・俳諧に対する芭蕉の考え方について考察し，

文章にまとめようとしていない。 
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■［言語活動］「連句をよむ」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文章の特徴や構

成  （１）イウ 

・連句の特徴や構成などについて理解し，その内

容を説明している。 

・連句の特徴や構成などについて理解してい

る。 

・連句の特徴や構成などについて理解していな

い。 

②表現の特色 

     （１）エ 

・連句の表現技法の特色や決まりについて理解

し，その内容を説明している。 

・連句の表現技法の特色や決まりについて理解

している。 

・連句の表現技法の特色や決まりについて理解

していない。 

③文法理解 

（２）アイ 

・句中の助動詞や助詞の意味・用法などの文法事

項について理解し，さらに別の意味や使われ方

の知識を得ている。 

・句中の助動詞や助詞の意味・用法などの文法

事項について理解している。 

・句中の助動詞や助詞の意味・用法などの文法

事項について理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④内容把握 

読（１）イ 

・教科書の解説などを参照し，連句の概要を把握

し，その内容を説明している。 

・教科書の解説などを参照し，連句の概要を把握

している。 

・教科書の解説などを参照し，連句の概要を把

握していない。 

⑤表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・教科書の解説や「市中は」歌仙の例から，連句の

特色について理解し，その内容を説明している。 

・教科書の解説や「市中は」歌仙の例から，連句

の表現の特色について理解している。 

・教科書の解説や「市中は」歌仙の例から，連

句の特色について理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オ 

・「市中は」歌仙の 29句から 32句の，30句以下

のつながりや展開について考え，それに対する

自分の意見や感想を持っている。 

・「市中は」歌仙の 29句から 32句の，30句以

下のつながりや展開について考えている。 

・「市中は」歌仙の 29句から 32句の，30句以

下のつながりや展開について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑦創作・批評 

・芭蕉の発句の中から一句を選び，連句の特徴を

踏まえて脇・第三の句を詠んだり，作品を批評

したりするとともに，他者の意見などを参考に

して自分の考えをさらに深めようとしている。 

・芭蕉の発句の中から一句を選び，連句の特徴を

踏まえて脇・第三の句を詠んだり，作品を批評

したりしようとしている。 

・芭蕉の発句の中から一句を選び，連句の特徴

を踏まえて脇・第三の句を詠んだり，作品を

批評したりしようとしていない。 
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■『古事記』「倭建命」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の特徴と構

成  （１）イウ 

・上代の文学の特徴や，文章の構成について理解し，

その内容を説明している。 

・上代の文学の特徴や，文章の構成について

理解している。 

・上代の文学の特徴や，文章の構成について

理解していない。 

③表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・上代特有の表現や言葉について理解し，その内容を

説明している。 

・歌謡の表現の特色について理解し，その内容を説明

している。 

・上代特有の表現や言葉について理解してい

る。 

・歌謡の表現の特色について理解している。 

・上代特有の表現や言葉について理解してい

ない。 

・歌謡の表現の特色について理解していな

い。 

④言葉の変化や成

り立ち  （２）ウ 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもた

らした影響について理解し，その内容を説明してい

る。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立

ちにもたらした影響について理解してい

る。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立

ちにもたらした影響について理解していな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・倭建命がたどった道筋や，それぞれの地で取った行

動を把握し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・倭建命がたどった道筋や，それぞれの地で取

った行動を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳していない。 

・倭建命がたどった道筋や，それぞれの地で

取った行動を把握していない。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・能煩野で歌われた四首の歌謡に表れた心情を理解

し，その内容を説明している。 

・能煩野で歌われた四首の歌謡に表れた心情を

理解している。 

・能煩野で歌われた四首の歌謡に表れた心情

を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カク 

・倭建命が白鳥となり，飛んでいったという伝承に表

れた，古代の人々の心情について考え，それに対す

る自分の意見や感想を持っている。 

・倭建命が白鳥となり，飛んでいったという

伝承に表れた，古代の人々の心情について

考えている。 

・倭建命が白鳥となり，飛んでいったという

伝承に表れた，古代の人々の心情について

考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・発表 

・『古事記』の学習を踏まえ，上代の文学の特色につ

いて自分の考えを文章にまとめ，発表や討論を通し

て，自分の考えをさらに深めようとしている。 

・『古事記』の学習を踏まえ，上代の文学の特

色について自分の考えを文章にまとめよう

としている。 

・『古事記』の学習を踏まえ，上代の文学の

特色について自分の考えを文章にまとめよ

うとしていない。 
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■「万葉秀歌」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文で

使用されている以外の別の意味や使われ方の知識を得

ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理

解していない。 

②作品の特徴 

（１）イ 

・『万葉集』の特徴について理解し，その内容を説明して

いる。 

・『万葉集』の特徴について理解している。 ・『万葉集』の特徴について理解していな

い。 

③表現の特色 

（１）エ 

・長歌・短歌の句切れやリズム，修辞の特色について理

解し，その内容を説明している。 

・長歌・短歌の句切れやリズム，修辞の特色

について理解している。 

・長歌・短歌の句切れやリズム，修辞の特

色について理解していない。 

④文の成分と文法

理解 

（１）ウ（２）アイ 

・長歌・短歌の言葉の順序や照応，助動詞・助詞などの

文法事項について理解し，その内容を説明している。 

・長歌・短歌の言葉の順序や照応，助動詞・

助詞などの文法事項について理解してい

る。 

・長歌・短歌の言葉の順序や照応，助動

詞・助詞などの文法事項について理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・柿本人麻呂の長歌の題材を把握し，その内容を説明し

ている。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・柿本人麻呂の長歌の題材を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文

を逐語訳していない。 

・柿本人麻呂の長歌の題材を把握していな

い。 

⑥表現の特色の理

解  読（１）ウ 

・それぞれの歌に歌われた情景や心情を理解し，その内容

を説明している。 

・それぞれの歌に歌われた情景や心情を理解

している。 

・それぞれの歌に歌われた情景や心情を理

解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）オ 

・それぞれの歌に歌われた情景や心情について考え，そ

れに対する自分の意見や感想を持っている。 

・それぞれの歌に歌われた情景や心情につい

て考えている。 

・それぞれの歌に歌われた情景や心情につ

いて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

⑧考察・レポート 

・それぞれの歌の情景や心情を踏まえて最も印象に残っ

た歌について感想文を書き，他者の文章を読むことを

通して，自分の考えをさらに深めようとしている。 

・それぞれの歌の情景や心情を踏まえ，最も

印象に残った歌について感想文を書こうと

している。 

・それぞれの歌の情景や心情を踏まえ，最

も印象に残った歌について感想文を書こ

うとしていない。 
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■『雨月物語』「浅茅が宿」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解し

ていない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『雨月物語』の概要や特徴について理解し，その内

容を説明している。 

・『雨月物語』の概要や特徴について理解し

ている。 

・『雨月物語』の概要や特徴について理解して

いない。 

③文章の構成や展

開     （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解してい

ない。 

④表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・引き歌の特色について理解し，その内容を説明して

いる。 

・言葉の省略や，その効果について理解し，その内容

を説明している。 

・引き歌の特色について理解している。 

 

・言葉の省略や，その効果について理解して

いる。 

・引き歌の特色について理解していない。 

 

・言葉の省略や，その効果などについて理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容

把握 

読（１）アイ 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて，文脈や背景に

沿った適切な現代語訳をしている。 

・前段・中段・後段の時間の流れと話の概要を把握

し，その内容を説明している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を

逐語訳している。 

・前段・中段・後段の時間の流れと話の概要

を把握している。 

・現代語訳する際の注意点を踏まえて本文を逐

語訳していない。 

・前段・中段・後段の時間の流れと話の概要を

把握していない。 

⑥内容の解釈 

  読（１）エ 

・勝四郎と宮木の人物像を読み取り，その内容を説明

している。 

・勝四郎と宮木の心情を理解し，根拠とともに説明し

ている。 

・勝四郎と宮木の人物像を読み取っている。 

 

・勝四郎と宮木の心情を理解している。 

・勝四郎と宮木の人物像を読み取っていない。 

 

・勝四郎と宮木の心情を理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・勝四郎と宮木の心情について考え，それに対する自

分の意見や感想を持っている。 

・勝四郎と宮木の心情について考えている。 ・勝四郎と宮木の心情について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧考察・発表 

・話の展開や登場人物の描かれ方などを踏まえ，文章

表現の特色について自分の考えを文章にまとめると

ともに，発表や討論を通して，それをさらに深めよ

うとしている。 

・話の展開や登場人物の描かれ方などを踏ま

え，文章表現の特色について自分の考えを

文章にまとめようとしている。 

・話の展開や登場人物の描かれ方などを踏ま

え，文章表現の特色について自分の考えを文

章にまとめようとしていない。 
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■「『小倉百人一首』の注釈を読む」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①古文重要語句 

（１）ア 

・本文中の古文重要語句や用法を理解し，さらに本文

で使用されている以外の別の意味や使われ方の知識

を得ている。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

している。 

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理解

していない。 

②文章の種類と特

徴   （１）イ 

・『小倉百人一首』や注釈書の概要や特徴について理

解し，その内容を説明している。 

・『小倉百人一首』や注釈書の概要や特徴につ

いて理解している。 

・『小倉百人一首』や注釈書の概要や特徴に

ついて理解していない。 

③文章の構成や展

開     （１）ウ 

・文章の構成や展開の仕方について理解し，その内容

を説明している。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いる。 

・文章の構成や展開の仕方について理解して

いない。 

④表現の特色と文

法理解 

（１）エ（２）アイ 

・和歌の修辞や特色について理解し，その内容を説明

している。 

・主張や意見を述べる際の表現について理解し，その

内容を説明している。 

・和歌の修辞や特色について理解している。 

 

・主張や意見を述べる際の表現について理解

している。 

・和歌の修辞や特色について理解していな

い。 

・主張や意見を述べる際の表現について理解

していない。 

⑤読書の意義と効

用  （２）エ 

・本文に表れているものの見方や考え方に親しむこと

を通して，読書の意義と効用を理解し，その内容を

説明している。 

・本文に表れているものの見方や考え方に親

しむことを通して，読書の意義と効用を理

解している。 

・本文に表れているものの見方や考え方に親

しむことを通して，読書の意義と効用を理

解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑥内容の解釈 

  読（１）エ 

・「奥山に…」の歌に関するＡ～Ｃの文章に共通する問

題点を読み取り，それに対して，それぞれの筆者が

主張していることをまとめ，根拠とともに説明して

いる。 

・「忘れじの…」の歌を，（1）に従って解釈し，歌に込

められた作者の心情の捉え方を理解し，その内容を

説明している。 

・「忘れじの…」の歌について，（2），（3）で述べられ

ている『改観』，『初学』の問題点と，それに対する

意見をまとめ，根拠とともに説明している。 

・『小倉百人一首』の６首の歌を自分で解釈し，その内

・「奥山に…」の歌に関するＡ～Ｃの文章に共通

する問題点を読み取り，それに対して，それ

ぞれの筆者が主張していることをまとめて

いる。 

・「忘れじの…」の歌を，（1）に従って解釈し，

歌に込められた作者の心情の捉え方を理解

している。 

・「忘れじの…」の歌について，（2），（3）で述

べられている『改観』，『初学』の問題点と，

それに対する意見をまとめている。 

・『小倉百人一首』の６首の歌を自分で解釈して

・「奥山に…」の歌に関するＡ～Ｃの文章に共

通する問題点を読み取り，それに対して，そ

れぞれの筆者が主張していることをまとめ

ていない。 

・「忘れじの…」の歌を，（1）に従って解釈し，

歌に込められた作者の心情の捉え方を理解

していない。 

・「忘れじの…」の歌について，（2），（3）で述

べられている『改観』，『初学』の問題点と，

それに対する意見をまとめていない。 

・『小倉百人一首』の６首の歌を自分で解釈し
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容を説明している。 いる。 ていない。 

⑦考えの形成 

読（１）オキク 

・「奥山に…」の歌に関する問題点について考え，そ

れに対する自分の意見や感想を持っている。 

・「忘れじの…」の歌をどのように解釈するか考え，

それに対する自分の意見や感想を持っている。 

・『小倉百人一首』の６首の歌の解釈について考え，

それに対する自分の意見や感想を持っている。 

・「奥山に…」の歌に関する問題点について考

えている。 

・「忘れじの…」の歌をどのように解釈するか

考えている。 

・『小倉百人一首』の６首の歌の解釈について

考えている。 

・「奥山に…」の歌に関する問題点について

考えていない。 

・「忘れじの…」の歌をどのように解釈する

か考えていない。 

・『小倉百人一首』の６首の歌の解釈につい

て考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

⑧調査・発表 

・古語辞典や参考図書などを使って古典の解釈の違い

を調べ，解釈の根拠や理由について自分の考えを文

章にまとめるとともに，発表や討論を通して，それ

をさらに深めようとしている。 

・古語辞典や参考図書などを使って古典の解

釈の違いを調べ，解釈の根拠や理由につい

て自分の考えを文章にまとめようとしてい

る。 

・古語辞典や参考図書などを使って古典の解

釈の違いを調べ，解釈の根拠や理由につい

て自分の考えを文章にまとめようとしてい

ない。 
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■『小話―六編』「先従隗始」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文学史 

（１）ア 

・『十八史略』とその編者について，知識を深め，

その内容を説明している。 

・『十八史略』とその編者について，知識を

深めている。 

・『十八史略』とその編者について，知識を

深めていない。 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イウ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明して

いる。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き

下し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

③故事成語 

（２）ウ 

・「先従隗始」の原義と現在の意味を正しく理解

し，現在での使用場面を思い浮かべることができ

ている。 

・「先従隗始」の原義と現在の意味を正しく

理解している。 

・「先従隗始」の原義と現在の意味を正しく

理解していない。 

④背景知識 

（２）ウ 

・戦国時代の時代背景を正しく理解し，そこから生

まれた故事成語について意欲的に学習を進めよう

としている 

・戦国時代という時代背景を理解し，そこか

ら生まれた故事成語について，興味・関心

を示している。 

・戦国時代という時代背景を理解せず，そ

こから生まれた故事成語について，興

味・関心を示していない 。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿った

適切な現代語訳をしている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしている。 ・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

⑥文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・昭王の要請において，郭隗のたとえ話がどのよう

なことを意味するか正しく理解している。 

・郭隗の発言中の「千里馬」と「死馬」が何

をたとえているか理解している。 

・郭隗の発言中の「千里馬」と「死馬」が

何をたとえているか理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キ 

・郭隗の発想のおもしろさを理解し，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めるとともに，その内

容を説明している。 

・郭隗の発想のおもしろさを理解し，自分の

ものの見方，感じ方，考え方を深めてい

る。 

・郭隗の発想のおもしろさを理解せず，自

分のものの見方，感じ方，考え方を深め

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑧短文作成・発表 

・「先従隗始」という故事成語が現代の日本語では

どのように使われるのか確認し，短文を作成する

とともに，発表や討論を通して自分の考えをさら

に深めようとしている。 

・「先従隗始」という故事成語が現代の日本

語ではどのように使われるのかを確認し，

短文を作成しようとしている。 

・「先従隗始」という故事成語が現代の日本

語ではどのように使われるのかを確認

し，短文を作成しようとしていない。 
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■『小話―六編』「不死之薬」ルーブリック例 

 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文学史 

（１）ア 

・『韓非子』とその作者について，知識を深

め，その内容を説明している。 

・『韓非子』とその作者について，知識を

深めている。 

・『韓非子』とその作者について，知識を深めて

いない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し

ていない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イウ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明

している。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下し文

に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・王が「中射之士」を殺さなかった二つの理由

を「中射之士」の言葉から正しく理解してい

る。 

・王が「中射之士」を殺さなかった理由を

「中射之士」の言葉から一つは理解して

いる。 

・王が「中射之士」を殺さなかった理由を「中射

之士」の言葉から理解していない。 

⑥考えの形成 

（１）キ 

・「中射之士」の発言のおもしろさを理解し，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深める

とともに，その内容を説明している。 

・「中射之士」の発言のおもしろさを理解

し，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めている。 

・「中射之士」の発言のおもしろさを理解せず，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深めてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦レポート・発表 

・「唯唯諾諾」「信賞必罰」など『韓非子』が出

典となる言葉をレポートにまとめるととも

に，発表や討論を通して自分の考えをさらに

深めようとしている。 

・「唯唯諾諾」「信賞必罰」など『韓非子』

が出典となる言葉についてレポートにま

とめようとしている。 

・「唯唯諾諾」「信賞必罰」など『韓非子』が出典

となる言葉についてレポートにまとめようとし

ていない。 
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■『小話―六編』「完璧而帰」ルーブリック例 

 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文学史 

（１）ア 

・『十八史略』とその編者について，知識を深

め，その内容を説明している。 

・『十八史略』とその編者について，知

識を深めている。 

・『十八史略』とその編者について，知識を深め

ていない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法

を理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イウ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下し

文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・秦と趙の関係をふまえ，藺相如の発言がなされ

た場面とその意図を理解している。 

・藺相如の発言がなされた場面とその意

図を理解している。 

・藺相如の発言がなされた場面とその意図を理

解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）キ 

・「完璧」という言葉の背景に物語があったこと

を理解し，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めるとともに，その内容を説明している。 

・「完璧」という言葉の背景に物語があ

ったことを理解し，自分のものの見

方，感じ方，考え化を深めている。 

 

・「完璧」という言葉の背景に物語があったこと

を理解せず，自分のものの見方，感じ方，考

え方を深めていない。 

 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦レポート・発表 

・「完璧」の原義と現在の意味を正しく理解し，

発表や討論を通して自分の考えをさらに深めよ

うとしている。 

・「完璧」の原義と現在の意味を正しく

理解している。 

・「完璧」の原義と現在の意味を正しく理解して

いない。 
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■『小話―六編』「漱石枕流」ルーブリック例 

 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文学史 

（１）ア 

・『世説新語』とその編者について，知識を深

め，その内容を説明している。 

・『世説新語』とその編者について，知識

を深めている。 

・『世説新語』とその編者について，知識を深め

ていない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法

を理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し

ていない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イウ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下し文

に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・孫子荊が自分の言い間違いをどのように理屈づ

けたかを，許由の故事もふまえて，正しく理解

している。 

・孫子荊が自分の言い間違いをどのよう

に理屈づけたかを理解している。 

・孫子荊が自分の言い間違いをどのように理屈づ

けたかを理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）キ 

・孫子荊が自分の言い間違いを理屈づけたおもし

ろさを理解し，自分のものの見方，感じ方，考

え方を深めるとともに，その内容を説明してい

る。 

・孫子荊が自分の言い間違いを理屈づけ

たおもしろさを理解し，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

 

・孫子荊が自分の言い間違いを理屈づけたおもし

ろさを理解せず，自分のものの見方，感じ方，

変え方を深めていない。 

 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦レポート・発表 

・「漱石枕流」の由来と現在の意味を正しく理解

し，発表や討論を通して自分の考えをさらに深

めようとしている。 

・「漱石枕流」の由来と現在の意味を正し

く理解している。 

・「漱石枕流」の由来と現在の意味を正しく理解

していない。 
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■『小話―六編』「創業守成」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文学史 

（１）ア 

・『十八史略』とその編者について，知識を深

め，その内容を説明している。 

・『十八史略』とその編者について，知識

を深めている。 

・『十八史略』とその編者について，知識を深め

ていない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法

を理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し

ていない。 

③表現の特徴の理解 

（１）ウ 

・「玄齢与吾…創業之難」と「徴与吾…守成之

難」が対比表現になっていることを理解したう

えで音読し，その効果について正しく理解して

いる。 

・「玄齢与吾…創業之難」と「徴与吾…守

成之難」が対比表現になっていること

を理解したうえで音読している。 

・「玄齢与吾…創業之難」と「徴与吾…守成之

難」が対比表現になっていることを理解したう

えで音読していない。 

④句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イウ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下し文

に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・二つの「之」の指示内容を正しく理解してい

る。 

・太宗の「創業」「守成」についての考えと房玄

齢・魏徴に対する思いを正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・二つの「之」の指示内容を，あやふや

な部分はありつつも理解している。 

・太宗の「創業」「守成」についての考え

を理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていない。 

・二つの「之」の指示内容を理解していない。 

・太宗の「創業」「守成」についての考えを理解

していない。 

⑥文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・「創業」「守成」を難しいとする理由を，本文か

ら根拠を明確にして，正しく理解している。 

・「創業」「守成」を難しいとする理由を

それぞれ理解している。 

・「創業」「守成」を難しいとする理由をそれぞれ

理解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キ 

・意見の背景となる考え方を理解しようとする姿

勢を学び，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めるとともに，その内容を説明している。 

・意見の背景となる考え方を理解しよう

とする姿勢を学び，自分のものの見方，

感じ方，考え方を深めようとしている。 

・意見の背景となる考え方を理解しようとする姿

勢を学び，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めようとしていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑧レポート・発表 

・「創業」と「守成」のそれぞれの難しさについ

て，実例をもとに正しく理解し，発表や討論を

通して自分の考えをさらに深めようとしてい

る。 

・「創業」と「守成」のそれぞれの難しさ

について，実例をもとに理解してい

る。 

・「創業」と「守成」のそれぞれの難しさについ

て，実例をもとに理解していない。 
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■『小話―六編』「野中兼山」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①文学史 

（１）ア 

・『先哲叢談』とその作者について，知識を深め，そ

の内容を説明している。 

・『先哲叢談』とその作者について，知

識を深めている。 

・『先哲叢談』とその作者について，知識を

深めていない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し，さ

らに本文で使用されている以外の別の意味や用法の

知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法

を理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

③語の意味 

 （２）イウ 

・「故人」「人間」「迷惑」の漢文の意味を，現在の意

味との違いを押さえたうえで正しく理解している。 

・「故人」「人間」「迷惑」の漢文の意味

を理解している。 

・「故人」「人間」「迷惑」の漢文の意味を理

解していない。 

④句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イウ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に直し

ている。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明してい

る。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿った適

切な現代語訳をしている。 

・兼山の言動の理由をつかみ，兼山の優れている点

を，現在にも通じることとして理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・兼山の言動の理由をつかみ，兼山の優

れている点を理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・兼山の言動の理由をつかまず，兼山の優れ

ている点を理解していない。 

⑥文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・段落ごとの兼山の言動と「衆」の反応を整理し，話

の展開を正しく理解している。 

・段落ごとの兼山の言動と「衆」の反応

を理解している。 

・段落ごとの兼山の言動と「衆」の反応を理

解していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キ 

・野中兼山の将来を見据えた行動から，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めるとともに，その内容

を説明している。 

・野中兼山の将来を見据えた行動から，

自分のものの見方，感じ方，考え方を

深めている。 

・野中兼山の将来を見据えた行動から，自分

のものの見方，感じ方，考え方を深めてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧レポート・発表 

・自分の知っている故事成語について，その言葉の成

り立ちを理解し，発表や討論を通して自分の考えを

さらに深めようとしている。 

・自分の知っている故事成語について，

その言葉の成り立ちを理解している。 

・自分の知っている故事成語について，その

言葉の成り立ちを理解していない。 
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■『近体詩―八首』「宿建徳江／登鸛鵲楼」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作者についての理解 

（１）アイ 

・活躍した時代と作風，詩の評価について正しく理

解している。 

・活躍した時代と作風について理解してい

る。 

・活躍した時代と作風について理解してい

ない。 

➁漢字の意味 

（１）ウエ 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し，

さらに漢詩で使用されている以外の別の意味や用

法の知識を得ている。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・唐詩(近体詩)の基本となる規則と特徴を，近体詩

はルールが厳密であることとともに，正しく理解

している。 

・訓点に従って漢詩を正確に音読でき，注意すべき

点を理解して正しく書き下している。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を正しく理解し

ている。 

・唐詩(近体詩)の基本となる規則と特徴を理

解している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読

むことができ，書き下し文にしている。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を，具体

的な説明はできないが，理解している。 

・唐詩(近体詩)の基本となる規則と特徴を

理解していない。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を

読むことができず，書き下し文にしてい

ない。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を理解

していない。 

④文化的・歴史的背景 

（２）アイ 

・漢詩に描かれている場所や送別の事情について理

解し，その内容を説明している。 

・漢詩に描かれている場所や送別の事情につ

いて理解している。 

・漢詩に描かれている場所や送別の事情に

ついて理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・重要語句の意味を理解し，漢詩の起承転結におけ

る展開を把握し，必要な語句を補いながら正しく

現代語訳している。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に詠み

込んでいるのかを，根拠を明確にして理解してい

る。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳してい

る。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩

に詠み込んでいるのかを理解している。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳して

いない。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢

詩に詠み込んでいるのかを理解していな

い。 

⑥古典への傾倒 

読（１）エ 

・起承転結の展開と作者の心情をよく理解したうえ

で，詩の響きを味わいながら暗唱している。 

・漢詩の内容を理解したうえで，漢詩を暗唱

している。 

・漢詩の内容を理解して暗唱していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわし

い表現方法で，訳詩を作成している。 

・自分で訳詩を作成している。 ・自分で訳詩を作成していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗唱など

を通して優れた表現に親しむとともに，その内容

を説明しようとしている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗

唱などを通して優れた表現に親しもうとし

ている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取ら

ず，暗唱などを通して優れた表現に親し

もうとしていない。 
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■『近体詩―八首』「江雪／勧酒」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作者についての理解 

（１）イ 

・活躍した時代と作風，詩の評価について正しく

理解している。 

・活躍した時代と作風について理解してい

る。 

・活躍した時代と作風について理解していな

い。 

➁漢字の意味 

（１）アエ 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに漢詩で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢詩を正確に音読でき，注意すべ

き点を理解して正しく書き下している。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を正しく理解

している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読

むことができ，書き下し文にしている。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を，具体

的な説明はできないが，理解している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読む

ことができず，書き下し文にしていない。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を理解して

いない。 

④文化的・歴史的背景 

（２）アイ 

・漢詩に描かれている場面について理解し，その

内容を説明している。 

・漢詩に描かれている場面について理解して

いる。 

・漢詩に描かれている場面について理解してい

ない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・重要語句の意味を理解し，漢詩の起承転結にお

ける展開を把握し，必要な語句を補いながら正

しく現代語訳している。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に詠

み込んでいるのかを，根拠を明確にして理解し

ている。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳してい

る。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩

に詠み込んでいるのかを理解している。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳していな

い。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に

詠み込んでいるのかを理解していない。 

⑥古典への傾倒 

読（１）エ 

・起承転結の展開と作者の心情をよく理解したう

えで，詩の響きを味わいながら暗唱している。 

・漢詩の内容を理解したうえで，漢詩を暗唱

している。 

・漢詩の内容を理解して暗唱していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわ

しい表現方法で，訳詩を作成している。 

・自分で訳詩を作成している。 ・自分で訳詩を作成していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗唱な

どを通して優れた表現に親しむとともに，その

内容を説明しようとしている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗

唱などを通して優れた表現に親しもうとし

ている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取らず，暗

唱などを通して優れた表現に親しもうとして

いない。 
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■『近体詩―八首』「磧中作／江南春／杜少府之任蜀州／黄鶴楼」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作者についての理解 

（１）アイ 

・活躍した時代と作風，詩の評価について正しく

理解している。 

・活躍した時代と作風について理解してい

る。 

・活躍した時代と作風について理解していな

い。 

➁漢字の意味 

（１）ウエ 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに漢詩で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢詩を正確に音読でき，注意すべ

き点を理解して正しく書き下している。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を正しく理解

している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読

むことができ，書き下し文にしている。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を，具体

的な説明はできないが，理解している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読む

ことができず，書き下し文にしていない。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を理解して

いない。 

④文化的・歴史的背景 

（２）アイ 

・漢詩に描かれている場所や送別の事情について

理解し，その内容を説明している。 

・漢詩に描かれている場所や送別の事情につ

いて理解している。 

・漢詩に描かれている場所や送別の事情につい

て理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・重要語句の意味を理解し，漢詩の起承転結など

における展開を把握し，必要な語句を補いなが

ら正しく現代語訳している。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に詠

み込んでいるのかを，根拠を明確にして理解し

ている。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳してい

る。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩

に詠み込んでいるのかを理解している。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳していな

い。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に

詠み込んでいるのかを理解していない。 

⑦古典への傾倒 

読（１）エ 

・起承転結などの展開と作者の心情をよく理解し

たうえで，詩の響きを味わいながら暗唱してい

る。 

・漢詩の内容を理解したうえで，漢詩を暗唱

している。 

・漢詩の内容を理解して暗唱していない。 

⑧考えの形成 

読（１）カ 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわ

しい表現方法で，訳詩を作成している。 

・自分で訳詩を作成している。 ・自分で訳詩を作成していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑨考察・発表 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗唱な

どを通して優れた表現に親しむとともに，その

内容を説明しようとしている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗

唱などを通して優れた表現に親しもうとし

ている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取らず，暗

唱などを通して優れた表現に親しもうとして

いない。 
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■『日本の漢詩―二首』「聞旅雁／送夏目漱石之伊予」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作者についての理解 

（１）アイ 

・活躍した時代と作品について正しく理解してい

る。 

・活躍した時代と作品について理解してい

る。 

・活躍した時代と作風について理解していな

い。 

➁漢字の意味 

（１）ウエ 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに漢詩で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・漢詩の規則と特徴について正しく理解してい

る。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を正しく理解

している。 

・漢詩の規則と特徴について，句の数や字数

によって区別があることを理解している。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句をおおよ

そ理解している。 

・漢詩の規則と特徴について，句の数や字数に

よって区別があることを理解していない。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を理解して

いない。 

④文化的・歴史的背景 

（２）アイ 

・漢詩が日本の知識人にとって心情を表現する手

段の一つであったことを押さえて，二首が中

古・近代の作品であることを理解している。 

・近体詩と日本の漢詩を比較し，その違いを自分

で見つけ，理解している。 

・二首が中古・近代の作品であることを理解

している。 

・近体詩と日本の漢詩を比較し，その違いを

理解している。 

・二首が中古・近代の作品であることを理解し

ていない。 

・近体詩と日本の漢詩との違いを理解していな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・重要語句の意味を理解し，漢詩の起承転結など

における展開を把握し，正しく現代語訳してい

る。 

・作者がどのような心情を漢詩に詠み込んでいる

のかを，根拠を明確にして理解している。 

・重要語句の意味を理解し，現代語訳してい

る。 

・作者がどのような心情を漢詩に詠み込んで

いるのかを理解している。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳していな

い。 

・作者がどのような心情を漢詩に詠み込んでい

るのかを理解していない。 

⑥古典への傾倒 

読（１）エ 

・起承転結などの展開をよく理解したうえで，詩

の響きを味わいながら暗唱している。 

・漢詩の内容を理解したうえで，漢詩を暗唱

している。 

・漢詩の内容を理解して暗唱していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・印象に残った表現や句について，自分の読み取

った内容や惹かれた理由を明確に説明してい

る。 

・印象に残った表現や句について，読み取っ

た内容や惹かれた理由など，何らかの説明

をしている。 

・印象に残った表現や句について，読み取った

内容や惹かれた理由などを説明していない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

 ⑧考察・発表 

・日本人が作ったさまざまな漢詩を読み味わい，

日本人が古くから漢詩に親しんできた歴史につ

いて調べまとめ，今までの学習を生かして発表

するとともに，発表や討論を通して自分の考え

をさらに深めようとしている。 

・日本人が作ったさまざまな漢詩を読み味わ

おうとしている。 

・日本人が作ったさまざまな漢詩を読み味わお

うとしていない。 
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■［言語活動］「漢詩の作り方を知る」ルーブリック例 

 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ウ 

・漢詩や語群に使用されている漢字について，

意味や成り立ち，用法を理解し，さらにそれ

以外の別の意味や用法の知識を得ている。 

・漢詩や語群に使用されている漢字につい

て，意味や成り立ち，用法を理解してい

る。 

・漢詩や語群に使用されている漢字について，

意味や成り立ち，用法を理解していない。 

②漢詩の理解 

（１）ウ，（２）イ 

・「無題」の詩形から，押韻・対句の原則を正し

く想起し，語群の語の位置を判断し，第四

句・第六句の内容を正しく復元している。 

・「無題」の詩形から，押韻・対句の原則

を正しく想起している。 

・「無題」の詩形から，押韻・対句の原則を正し

く想起することができていない。 

思
考
・
判

断
・
表
現 

③考えの形成 

読（１）キク 

・完成した漢詩を鑑賞することで，自分のもの

の見方，感じ方，考え方を広げたり深めたり

している。 

・完成した漢詩を鑑賞することで，自分の

ものの見方，感じ方，考え方を広げたり

深めたりしようとしている。 

・完成した漢詩を鑑賞することで，自分のもの

の見方，感じ方，考え方を広げたり深めたり

しようとしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ④創作・発表 

・完成した漢詩を参考にして，自分で七言の対

句を作るともに，できた対句を読みあうこと

で自分の考えを広げたり深めたりしている。 

・完成した漢詩を参考にして，自分で七言

の対句を作ろうとしている。 

・完成した漢詩を参考にして，自分で七言の対

句を作ろうとしていない。 
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■『項羽』「鴻門之会」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

②句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

③言葉の変化や成り立

ち     （２）ウ 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちに

もたらした影響について理解し，その内容を説

明している。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り

立ちにもたらした影響について理解して

いる。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立

ちにもたらした影響について理解していな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物を項羽側と沛公側とに分けて整理し，

その内容を説明している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物を項羽側と沛公側とに分けて整

理している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物を項羽側と沛公側とに分けて整理

していない。 

⑤内容の解釈 

読（１）エ 

・登場人物のはたらきについて理解し，その内容

を説明している。 

・「臣死且不避。……不取也。」の樊噲の主張につ

いて理解し，その内容を説明している。 

・登場人物のはたらきについて理解してい

る。 

・「臣死且不避。……不取也。」の樊噲の主

張について理解している。 

・登場人物のはたらきについて理解していな

い。 

・「臣死且不避。……不取也。」の樊噲の主張

について理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・沛公が無事に脱出することができた理由につい

て考え，それに対する自分の意見や感想を持っ

ている。 

・沛公が無事に脱出することができた理由

について考えている。 

・沛公が無事に脱出することができた理由に

ついて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・登場人物の性格や人柄について自分の考えを文

章にまとめ，発表や討論を通してそれをさらに

深めようとしている。 

・登場人物の性格や人柄について自分の考

えを文章にまとめようとしている。 

・登場人物の性格や人柄について自分の考え

を文章にまとめようとしていない。 
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■『項羽』「四面楚歌」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「すなはチ」と訓読する文字とその意味について

理解し，わかりやすく説明している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・「すなはチ」と訓読する文字とその意味

について理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

・「すなはチ」と訓読する文字とその意味に

ついて理解していない。 

②句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

③言葉の成り立ち     

（２）ウ 

・「四面楚歌」という故事成語の意味や使われ方を

理解し，その内容を説明している。 

・「四面楚歌」という故事成語の意味や使

われ方を理解している。 

・「四面楚歌」という故事成語の意味や使わ

れ方を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・項羽の軍が四面楚歌の状態であることを把握

し，その内容を説明している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・項羽の軍が四面楚歌の状態であることを

把握している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・項羽の軍が四面楚歌の状態であることを把

握していない。 

⑤内容の解釈 

読（１）エ 

・「楚歌」が項羽を驚かせた理由について理解し，

根拠とともに説明している。 

・「楚歌」が項羽を驚かせた理由について

理解している。 

・「楚歌」が項羽を驚かせた理由について理

解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・「力抜山兮気蓋世」の詩にうたわれた項羽の心情

について考え，それに対する自分の意見や感想

を持っている。 

・「力抜山兮気蓋世」の詩にうたわれた項

羽の心情について考えている。 

・「力抜山兮気蓋世」の詩にうたわれた項羽

の心情について考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・四面楚歌の状態となった項羽の行動や心情につ

いて自分の考えを文章にまとめ，発表や討論を

通してそれをさらに深めようとしている。 

・四面楚歌の状態となった項羽の行動や心

情について自分の考えを文章にまとめよ

うとしている。 

・四面楚歌の状態となった項羽の行動や心情

について自分の考えを文章にまとめようと

していない。 
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■『項羽』「項王自刎」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や用法の知識を得ている。 

・「安」「悪」「焉」の読みについて理解し，そ

の内容を説明している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・「安」「悪」「焉」の読みについて理解して

いる。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「安」「悪」「焉」の読みについて理解してい

ない。 

②句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明

している。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

③言葉の変化や成り立

ち     （２）ウ 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ち

にもたらした影響について理解し，その内容

を説明している。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立

ちにもたらした影響について理解してい

る。 

・言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立

ちにもたらした影響について理解していな

い。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・「項王自刎」のあらすじを把握し，わかりや

すく説明している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしている。 

・「項王自刎」のあらすじを把握している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「項王自刎」のあらすじを把握していない。 

⑤内容の解釈 

読（１）エ 

・項羽が烏江の亭長の申し出を辞退した理由に

ついて理解し，根拠とともに説明している。 

・項羽が烏江の亭長の申し出を辞退した理由

について理解している。 

・項羽が烏江の亭長の申し出を辞退した理由

について理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・「項王笑曰」の笑いとはどのような笑いかに

ついて考え，それに対する自分の意見や感想

を持っている。 

・「項王笑曰」の笑いとはどのような笑いか

について考えている。 

・「項王笑曰」の笑いとはどのような笑いかに

ついて考えていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦考察・話し合い 

・三つの教材を通して，項羽という人物につい

て考えたことを伝え，話し合いを通して自分

の考えをさらに深めようとしている。 

・三つの教材を通して，項羽という人物につ

いて考えたことを伝えようとしている。 

・三つの教材を通して，項羽という人物につ

いて考えたことを伝えようとしていない。 
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■『劉邦』「吾所以有天下者何」ルーブリック例 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解していない。 

②句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き

下し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・劉邦と高起・王陵とのやり取りの内容を把握

し，わかりやすく説明している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・劉邦と高起・王陵とのやり取りの内容を

把握している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・劉邦と高起・王陵とのやり取りの内容を

把握していない。 

④内容の解釈 

読（１）エ 

・高起・王陵が，項羽と劉邦をどのような人間と

して評価しているか理解し，根拠とともに説明

している。 

・劉邦が張良・蕭何・韓信をどのように評価して

いるかを理解し，根拠とともに説明している。 

・高起・王陵が，項羽と劉邦をどのような

人間として評価しているかを理解してい

る。 

・劉邦が張良・蕭何・韓信をどのように評

価しているかを理解している。 

・高起・王陵が，項羽と劉邦をどのような

人間として評価しているかを理解してい

ない。 

・劉邦が張良・蕭何・韓信をどのように評

価しているかを理解していない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・劉邦が天下をとった理由を劉邦自身がどのよう

に考えているかについて考え，それに対する自

分の意見や感想を持っている。 

・劉邦が天下をとった理由を劉邦自身がど

のように考えているかについて考えてい

る。 

・劉邦が天下をとった理由を劉邦自身がど

のように考えているかについて考えてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・劉邦の人物像について考えたことを文章にまと

め，発表や討論を通して自分の考えをさらに深

めようとしている。 

・劉邦の人物像について考えたことを文章

にまとめようとしている。 

・劉邦の人物像について考えたことを文章

にまとめようとしていない。 



149 

■［言語活動］「項羽と劉邦を比較する」ルーブリック例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技

能 

①読書の意義と効用 

  （２）エ 

・本文に表れているものの見方や考え方に親

しむことを通して，読書の意義と効用を理

解し，その内容を説明している。 

・本文に表れているものの見方や考え方に親

しむことを通して，読書の意義と効用を理

解している。 

・本文に表れているものの見方や考え方に親

しむことを通して，読書の意義と効用を理

解していない。 

思
考
・
判

断
・
表
現 

②考えの形成 

読（１）キク 

・項羽の詩と劉邦の詩を比較し，詩に表現さ

れたそれぞれの思いについて考え，それに

対する自分の意見や感想を持っている。 

・項羽の詩と劉邦の詩を比較し，詩に表現さ

れたそれぞれの思いについて考えている。 

・項羽の詩と劉邦の詩を比較し，詩に表現さ

れたそれぞれの思いについて考えていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ③比較・発表 

・項羽と劉邦の人生の共通点や相違点につい

て調べ，文章にまとめるとともに，発表や

討論を通して自分の考えをさらに深めよう

としている。 

・項羽と劉邦の人生の共通点や相違点につい

て調べ，文章にまとめようとしている。 

・項羽と劉邦の人生の共通点や相違点につい

て調べ，文章にまとめようとしていない。 
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■『儒家の思想』「仁と君子」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）アウエ 

・「儒家」について，代表的な思想家と思想内容を

正しく理解している。 

・「仁」が日本においてどのように捉えられてきた

か正しく理解している。 

・「儒家」について，代表的な思想家と思

想内容をおおよそ理解している。 

・「仁」が日本においてどのように捉えら

れてきたかおおよそ理解している。 

・「儒家」について，代表的な思想家と思想

内容を理解していない。 

・「仁」が日本においてどのように捉えられ

てきたか理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「仁」とはどのような徳か正しく理解している。 

・「君子」とはどのような人物か正しく理解してい

る。 

・孟子の学問についての考えを，「仁義」という概

念をもとに，正しく理解している。 

・孟子がいう「三楽」が，「君子」の理想であるこ

とをふまえて，どのようなことを指しているの

かを理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「仁」とはどのような徳かおおよそ理解

している。 

・「君子」とはどのような人物かおおよそ

理解している。 

・孟子の学問についての考えを理解してい

る。 

・孟子のいう「三楽」が，どのようなこと

を指しているのかを理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「仁」とはどのような徳か理解していな

い。 

・「君子」とはどのような人物か理解してい

ない。 

・孟子の学問についての考えを理解していな

い。 

・孟子のいう「三楽」が，どのようなことを

指しているのかを理解していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・それぞれの章に用いられている対句を正しく理

解している。 

・「有鶏犬放」は何をたとえているか，正しく理解

している。 

・それぞれの章に用いられている対句をお

およそ理解している。 

・「有鶏犬放」は何をたとえているか，お

およそ理解している。 

・それぞれの章に用いられている対句を理解

していない。 

・「有鶏犬放」は何をたとえているか，理解

していない。 
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⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・「仁」や「君子」について自分はどのように考え

るか意見をまとめることで，自分自身の考えを

深めるとともに，その内容を説明している。 

・「仁」や「君子」について自分はどのよ

うに考えるか意見をまとめることで，自

分自身の考えを深めようとしている。 

・「仁」や「君子」について自分はどのよう

に考えるか意見をまとめることで，自分自

身の考えを深めようとしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・「君子」とはどのような人物か，先人のさまざま

な考え方を調べ発表し，さらに討論などを通し

て自分の考えを深めようとしている。 

・「君子」とはどのような人物か，先人の

さまざまな考えを調べ発表しようとして

いる。 

・「君子」とはどのような人物か，先人の考

えを調べ発表しようとしていない。 
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■『儒家の思想』「孔子と弟子」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

②古典の現代への影響 

（２）アウエ 

・孔子の主な弟子について，その人物像ととも

に理解している。 

・「学者」「稽古」「丈夫」「大人」の漢文におけ

る意味について正しく理解している。 

・孔子の主な弟子についておおよそ理解して

いる。 

・「学者」「稽古」「丈夫」「大人」の漢文にお

ける意味についておおよそ理解している。 

・孔子の主な弟子について理解していない。 

・「学者」「稽古」「丈夫」「大人」の漢文にお

ける意味について理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明

している。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適

切な現代語訳をしている。 

・孔子が顔回，子路をどのように評価している

か正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしている。 

・孔子が顔回，子路をどのように評価してい

るかおおよそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・孔子が顔回，子路をどのように評価してい

るか理解していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・「君子」とはどういう人か，「修己以敬」が

「安百姓」に通じるという論の展開を的確に

理解している。 

・「無所取材」の意味を的確に捉え，表現のおも

しろさを理解している。 

・「君子」とはどういう人か，「修己以敬」が

「安百姓」に通じるという論の展開をおお

よそ理解している。 

・「無所取材」について表面的な意味を理解

している。 

・「君子」とはどういう人か，「修己以敬」が

「安百姓」に通じるという論の展開を理解

していない。 

・「無所取材」について表面的な意味を理解

していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・顔回や子路の生き方を知ることにより，学ぶ

ことについて自分自身の考えを深めるととも

に，その内容を説明している。 

・顔回や子路の生き方を知ることにより，学

ぶことについて自分自身の考えを深めよう

としている。 

・顔回や子路の生き方を知ることにより，学

ぶことについて自分自身の考えを深めよう

としていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
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 ⑦発表・討論 

・孔子にどのような弟子がいたか調べ,弟子たち

が孔子に師事した理由について考察・発表

し，さらに討論などを通して自分の考えを深

めようとしている。 

・孔子にどのような弟子がいたか調べ,発表

しようとしている。 

・孔子にどのような弟子がいたか調べ,発表

しようとしていない。 
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■『儒家の思想』「人の本性とは」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）アウエ 

・「儒家」について，代表的な思想家と思想内容を

正しく理解している。 

・「性善説」「性悪説」が現代日本においても大き

な影響を与えたことを正しく理解している。 

・「儒家」について，代表的な思想家と思

想内容をおおよそ理解している。 

・「性善説」「性悪説」が現代日本において

も大きな影響を与えたことをおおよそ理

解している。 

・「儒家」について，代表的な思想家と思想

内容を理解していない。 

・「性善説」「性悪説」が現代日本においても

大きな影響を与えたことを理解していな

い。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従ってリズムを味わいながら漢文を読

み，正確に書き下し文に直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・脚注などを参考にしながら内容を正確に捉えて

現代語訳している。 

・「性相近也」の章から，「性」と「習」 を対比

して，「性」について正しく理解している。 

・孟子が人間の性質を善としていたことを，水の

性質との共通性をふまえて，正しく理解してい

る。 

・「人之性悪」の章から，性悪説が人間を善に導

くために説かれ，「師法之化」「礼義之道」の

必要性を説いたものであることを正しく理解し

ている。 

・脚注などを参考にしながら現代語訳して

いる。 

・「性相近也」の章から，「性」についてお

およそ理解している。 

・「性之善也，猶水之就下」の章から，孟

子の人間の性質に対する考えと水の性質

をおおよそ理解している。 

・「人之性悪」の章から，性悪説が人間の

性を悪であるとし，「師法之化」「礼義之

道」の必要性を説いたものであることを

おおよそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「性相近也」の章から，「性」について理解

していない。 

・「性之善也，猶水之就下」の章から，孟子

の人間の性質に対する考えと水の性質を理

解していない。 

・「人之性悪」の章から，性悪説が人間の性

を悪であるとし，「師法之化」「礼義之道」

の必要性を説いたものであることを理解し

ていない。 
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⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・孟子と荀子のそれぞれの説の根拠や相違点をま

とめ，それぞれの論旨の展開の巧みな点につい

て理解している。 

・孟子と荀子のそれぞれの説の根拠や相違

点を理解している。 

・孟子と荀子のそれぞれの説の根拠や相違点

を理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・『論語』における人間の「本性」と「習慣」との

関係について理解し，本性が「相近」いことに

ついて具体例を考えるとともに，その内容を説

明している。 

・『論語』における人間の「本性」と「習

慣」との関係について理解し，本性が

「相近」いことについて具体例を考えて

いる。 

・『論語』における人間の「本性」と「習

慣」との関係について理解し，本性が「相

近」いことについて具体例を考えていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・「人間の本性」と「人間の本性が善か，悪か」に

ついて，それぞれ考えをまとめ，発表や討論を

通して自分の考えをさらに深めようとしてい

る。 

・「人間の本性」と「人間の本性が善か，

悪か」について，それぞれ考えをまとめ

ようとしている。 

・「人間の本性」と「人間の本性が善か，悪

か」について，考えをまとめようとしてい

ない。 
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■『小説―三編』「小時了了」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

②作品理解 

（２）ウ 

・『世説新語』の性格について理解している。 

・「忘年の交わり」と「登竜門」の由来に興味を持

ち，意味を確認している。 

・『世説新語』という書物があることを把

握している。 

・「忘年の交わり」と「登竜門」の意味を

確認している。 

・『世説新語』という書物があることを把握

していない。 

・「忘年の交わり」と「登竜門」の意味を確

認していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・孔文挙が李元礼に面会できた理由と，陳韙が

「大踧踖」した理由を，発言の意図を読み取

り，理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・孔文挙が李元礼に面会できた理由と，陳

韙に対する言葉の意味を理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・孔文挙が李元礼に面会できた理由と，陳韙

に対する言葉の意味を理解していない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・文章の展開を正しく理解し，話の面白さを説明

している。 

・文章の展開をおおよそ理解している。 ・文章の展開を理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）キ 

・『世説新語』などに収められた他の著名人の逸話

や他の小説を読み，面白さを味わうだけでな

く，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め

ようとしている。 

・『世説新語』などに収められた他の著名

人の逸話や他の小説を読み，面白さを味

わおうとしている。 

・『世説新語』などに収められた他の著名人

の逸話や他の小説を読み，面白さを味わお

うとしていない。 
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主
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に 

学
習
に
取
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 ⑦発表・討論 

・漢文における「小説」というジャンルについ

て，興味を持って調べて発表し，さらに討論な

どを通して自分の考えを深めようとしている。 

・漢文における「小説」というジャンルに

ついて調べて発表しようとしている。 

・漢文における「小説」というジャンルにつ

いて調べて発表しようとしていない。 
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■『小説―三編』「長安何如日遠」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「なんぢ」と訓読する字を,意味とともに把握し

ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「なんぢ」と訓読する字を把握してい

る。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「なんぢ」と訓読する字を把握していな

い。 

②作品理解 

（２）ウ 

・『世説新語』の性格について理解している。 ・『世説新語』という書物があることを把

握している。 

・『世説新語』という書物があることを把握

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・元帝と明帝の会話を読み取り，明帝の発言の変

化とその理由を理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・元帝と明帝の会話を読み取り，明帝の発

言の変化を理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・元帝と明帝の会話を読み取り，明帝の発言

の変化を理解していない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・文章の展開を正しく理解し，話の面白さを説明

している。 

・文章の展開をおおよそ理解している。 ・文章の展開を理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）キ 

・『世説新語』などに収められた他の著名人の逸話

や他の小説を読み，面白さを味わうだけでな

く，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め

ようとしている。 

・『世説新語』などに収められた他の著名

人の逸話や他の小説を読み，面白さを味

わおうとしている。 

・『世説新語』などに収められた他の著名人

の逸話や他の小説を読み，面白さを味わお

うとしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・『世説新語』などに収められた他の著名人の逸話

や他の小説を読み，その内容や読後の感想につ

いて発表し，さらに討論などを通して自分の考

えを深めようとしている。 

・『世説新語』などに収められた他の著名

人の逸話や他の小説を読み，その内容や

読後の感想について発表しようとしてい

る。 

・『世説新語』などに収められた他の著名人

の逸話や他の小説を読み，その内容や読後

の感想について発表しようとしていない。 
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■『小説―三編』「夜行逢鬼」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「以是」「是以」「是非」「於是」など，「是」を用

いた語句の読みと用法について正しく理解して

いる。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「以是」「是以」「是非」「於是」など，

「是」を用いた語句の読みについておお

よそ理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「以是」「是以」「是非」「於是」など，

「是」を用いた語句の読みについて理解し

ていない。 

②作品理解 

（２）ウ 

・『太平広記』の性格について理解している。 

・漢文における「小説」とはどのようなものか，

二つの作品の比較を通して，理解している。 

・『太平広記』という書物があることを把

握している。 

・漢文における「小説」が時代によって変

遷していることを理解している。 

・『太平広記』という書物があることを把握

していない。 

・漢文における「小説」が時代によって変遷

していることを理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・宋定伯と鬼とのやりとりを正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・宋定伯と鬼とのやりとりをおおよそ理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・宋定伯と鬼とのやりとりをおおよそ理解し

ていない。 

⑤文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・宋定伯と鬼が出会ってから，宋定伯が銭千五百

をもうけるまでの話の展開を，それぞれの段落

での内容を整理しつつ，理解している。 

・宋定伯と鬼が出会い，宋定伯が銭千五百

をもうけるという話のあらすじを把握し

ている。 

・宋定伯と鬼が出会い，宋定伯が銭千五百を

もうけるという話のあらすじを把握してい

ない。 

⑥考えの形成 

読（１）キ 

・『太平広記』などに収められた他の著名人の志怪

や伝奇を読み，面白さを味わうだけでなく，自

分のものの見方，感じ方，考え方を深めようと

している。 

・『太平広記』などに収められた他の著名

人の志怪や伝奇を読み，面白さを味わお

うとしている。 

・『太平広記』などに収められた他の著名人

の志怪や伝奇を読み，面白さを味わおうと

していない。 
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 ⑦発表・討論 

・『太平広記』などに収められた志怪や伝奇を読

み，その内容や読後の感想について発表し，さ

らに討論などを通して自分の考えを深めようと

している。 

・『太平広記』などに収められた志怪や伝

奇を読み，その内容や読後の感想につい

て発表しようとしている。 

・『太平広記』などに収められた志怪や伝奇

を読み，その内容や読後の感想について発

表しようとしていない。 



161 

■『古詩―五首』「桃夭／碩鼠／行行重行行」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

②作品理解 

（１）イエ 

・既習の漢詩（近体詩）について，理解している

ことを発表したり，暗唱したりしている。 

・古体詩は近体詩に比べて決まりがゆるやかで，

表現が自由であったことと，その決まりを正し

く理解している。 

・「桃夭」「碩鼠」「行行重行行」の詩形・押韻・対

句を正しく理解している。 

・漢詩（近体詩）についての知識を思い出

すことができている。 

・古体詩は近体詩に比べて決まりがゆるや

かで，表現が自由であったことを把握し

ている。 

・「桃夭」「碩鼠」「行行重行行」の詩形・

押韻・対句をあやふやな部分はありつつ

も理解している。 

・漢詩（近体詩）についての知識を思い出す

ことができていない。 

・古体詩は近体詩に比べて決まりがゆるやか

で，表現が自由であったことを把握してい

る。 

・「桃夭」「碩鼠」「行行重行行」の詩形・押

韻・対句を理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・作者がどのような心情を漢詩に読み込んでいる

のかを，根拠を明確にして理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・作者がどのような心情を漢詩に読み込ん

でいるのかを理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・作者がどのような心情を漢詩に読み込んで

いるのかを理解していない。 

⑤鑑賞 

読（１）エ 

・詩の内容や作者の心情をよく理解したうえで，

詩の響きを味わいながら暗唱している。 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわ

しい表現方法で，訳詩を作成している。 

・詩の内容を理解したうえで，暗唱してい

る。 

・自分で訳詩を作成している。 

・詩の内容を理解したうえで，暗唱していな

い。 

・自分で訳詩を作成していない。 
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⑥考えの形成 

読（１）カ 

・各詩から現代にも通じる主題を読み取り考察す

ることで，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めようとしている。 

・各詩から現代にも通じる主題を読み取ろ

うとしている。 

・各詩から現代にも通じる主題を読み取ろう

としていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・古詩五首の中で印象に残ったものを取り上げ,鑑

賞文を作成し発表するとともに，さらに討論な

どを通して自分の考えを深めようとしている。 

・古詩五首の中で印象に残ったものを取り

上げ，鑑賞文を作成し発表しようとして

いる。 

・古詩五首の中で印象に残ったものを取り上

げ，鑑賞文を作成し発表しようとしていな

い。 
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■『古詩―五首』「野田黄雀行／飲酒」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

②作品理解 

（１）イエ 

・既習の漢詩（近体詩）について，理解している

ことを発表したり，暗唱したりしている。 

・古体詩は近体詩に比べて決まりがゆるやかで，

表現が自由であったことと，その決まりを正し

く理解している。 

・「野田黄雀行」「飲酒」の詩形・押韻・対句を正

しく理解している。 

・漢詩（近体詩）についての知識を思い出

すことができている。 

・古体詩は近体詩に比べて決まりがゆるや

かで，表現が自由であったことを把握し

ている。 

・「野田黄雀行」「飲酒」の詩形・押韻・対

句をあやふやな部分はありつつも理解し

ている。 

・漢詩（近体詩）についての知識を思い出す

ことができていない。 

・古体詩は近体詩に比べて決まりがゆるやか

で，表現が自由であったことを把握してい

る。 

・「野田黄雀行」「飲酒」の詩形・押韻・対句

を理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・作者のプロフィールや時代背景もふまえて，ど

のような心情を漢詩に読み込んでいるのかを的

確に捉え理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・作者がどのような心情を漢詩に読み込ん

でいるのかを理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・作者がどのような心情を漢詩に読み込んで

いるのかを理解していない。 

⑤鑑賞 

読（１）エ 

・詩の内容や作者の心情をよく理解したうえで，

詩の響きを味わいながら暗唱している。 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわ

しい表現方法で，訳詩を作成している。 

・詩の内容を理解したうえで，暗唱してい

る。 

・自分で訳詩を作成している。 

・詩の内容を理解したうえで，暗唱していな

い。 

・自分で訳詩を作成していない。 
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⑥考えの形成 

読（１）カ 

・各詩から現代にも通じる主題を読み取り考察す

ることで，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めようとしている。 

・各詩から現代にも通じる主題を読み取ろ

うとしている。 

・各詩から現代にも通じる主題を読み取ろう

としていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・古詩五首の中で印象に残ったものを取り上げ,鑑

賞文を作成し発表するとともに，さらに討論な

どを通して自分の考えを深めようとしている。 

・古詩五首の中で印象に残ったものを取り

上げ，鑑賞文を作成し発表しようとして

いる。 

・古詩五首の中で印象に残ったものを取り上

げ，鑑賞文を作成し発表しようとしていな

い。 
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■『道家の思想』「老子」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）エ 

・道家の思想と主な思想家について正しく理解

し，説明できる。 

・道家の思想と主な思想家についておおよ

そ理解している。 

・道家の思想と主な思想家についておおよそ

理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「無用之用」の章から，老子が挙げた「無用」が

どのように有「用」なのかを，具体例をもとに

理解している。 

・「人之生也，柔弱」の章から，老子が説く人生

観を，「堅強」「柔弱」の対比をもとに，理解

している。 

・「大道廃，有仁義」の章から，大道廃・智慧

出・六親不和・国家昏乱が，なぜ仁義・大偽・

孝慈・忠臣という結果をもたらすのかを正しく

理解している。 

・「上善若水」の章から，最上の善とはどのよう

なものかおおよそ理解している。 

・「小国寡民」の章から，老子が主張した「小国

寡民」の目的を正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「無用之用」の章から，老子が挙げた

「無用」がどのように有「用」なのかを

理解している。 

・「人之生也，柔弱」の章から，老子が説

く人生観をおおよそ理解している。 

・「大道廃，有仁義」の章から，大道廃・

智慧出・六親不和・国家昏乱が，仁義・

大偽・孝慈・忠臣という結果をもたらす

理由についておおよそ理解している。 

・「上善若水」の章から，最上の善とはど

のようなものかおおよそ理解している。 

・「小国寡民」の章から，老子が主張した

「小国寡民」の具体的な内容を，本文に

即しておおよそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「無用之用」の章から，老子が挙げた「無

用」がどのように有「用」なのかを理解し

ていない。 

・「人之生也，柔弱」の章から，老子が説く

人生観を理解していない。 

・「大道廃，有仁義」の章から，大道廃・智

慧出・六親不和・国家昏乱が，仁義・大

偽・孝慈・忠臣という結果をもたらす理由

について理解していない。 

・「上善若水」の章から，最上の善とはどの

ようなものか理解していない。 

・「小国寡民」の章から，老子が主張した

「小国寡民」の具体的な内容を，本文に即

して理解していない。 
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⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・老子が理想とした状態が崩壊することによっ

て，儒家が重視した徳目がもてはやされるとい

う老子の説明を，その表現の特徴とともに理解

している。 

・逆説的表現が用いられている箇所とその内容を

正しく理解できている。 

・老子が理想とした状態が崩壊することに

よって，儒家が重視した徳目がもてはや

されるという老子の説明を理解してい

る。 

・逆説的表現が用いられている箇所を指摘

できている。 

・老子が理想とした状態が崩壊することによ

って，儒家が重視した徳目がもてはやされ

るという老子の説明を理解していない。 

・逆説的表現が用いられている箇所を指摘で

きていない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・自分が興味を持った章を取り上げ，そのテーマ

について自分の考えをまとめるとともに，その

内容を説明している。 

・自分が興味を持った章を取り上げ，その

テーマについて自分の考えをまとめよう

としている。 

・自分が興味を持った章を取り上げ，そのテ

ーマについて自分の考えをまとめようとし

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・道家の思想について調べて発表し，さらに討論

などを通して自分の考えを深めようとしてい

る。 

・道家の思想について調べ,発表しようと

している。 

・道家の思想について調べ,発表しようとし

ていない。 
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■『道家の思想』「荘子」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）エ 

・道家の思想と主な思想家について正しく理解

し，説明できる。 

・道家の思想と主な思想家についておおよ

そ理解している。 

・道家の思想と主な思想家についておおよそ

理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「曳尾於塗中」に述べられている荘子の生き方

を，亀のたとえとの対応とともに理解してい

る。 

・「夢為胡蝶」に表された荘子の考え方を正しく

理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「曳尾於塗中」に述べられている荘子の

生き方をおおよそ理解している。 

・「夢為胡蝶」に表された荘子の考え方を

おおよそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「曳尾於塗中」に述べられている荘子の生

き方を理解していない。 

・「夢為胡蝶」に表された荘子の考え方を理

解していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・亀のたとえがどのような内容を表すか正しく理

解している。 

・「夢為胡蝶」のたとえ話がどのような内容を表す

か正しく理解している。 

・亀のたとえがどのような内容を表すかお

およそ理解している。 

・「夢為胡蝶」のたとえ話がどのような内

容を表すかおおよそ理解している。 

・亀のたとえがどのような内容を表すか理解

していない。 

・「夢為胡蝶」のたとえ話がどのような内容

を表すか理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・それぞれの思想家の強調・重視していることを

読み取り，論理的に説明している。 

・それぞれの思想家の強調・重視している

ことをおおよそ読み取り，説明してい

る。 

・それぞれの思想家の強調・重視しているこ

とを読み取り説明することができていな

い。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・儒家の教えと道家の教えについて，そのような

考え方が生まれた背景について，自分が考えた

ことを分かりやすく主張している。 

・儒家の教えと道家の教えについて，その

ような考え方が生まれた背景を自分で考

え，不充分ながら意欲的に主張しようと

している。 

・儒家の教えと道家の教えについて，そのよ

うな考え方が生まれた背景を自分で考え，

主張しようとしていない。 
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■『文―三編』「漁父辞」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②作品理解 

（１）エ，（２）エ 

・『楚辞』の作品概要と，作者の屈原の生涯の概

略，時代背景を理解している。 

・作者の屈原と『楚辞』の成立した時代に

ついて理解している。 

・作者の屈原と『楚辞』の成立した時代につ

いて理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・会話文から「漁父」と「屈原」の主張の論点を

読み取り，簡潔にまとめている。 

・漁父の行動と「歌」から漁父の考えをつかみ，

心境を正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・会話文から「漁父」と「屈原」の主張を

読み取っている。 

・漁父の行動と「歌」から漁父の考えを読

み取っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・会話文から「漁父」と「屈原」の主張を読

み取っていない。 

・漁父の行動と「歌」から漁父の考えを読み

取っていない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・用いられている対句や比喩について正しく理解

し，その効果について説明している。 

・漁父との会話形式をとることの効果について理

解し，その効果について説明している。 

・用いられている対句や比喩についておお

よそ理解している。 

・漁父との会話形式をとることの効果につ

いておおよそ理解している。 

・用いられている対句や比喩について理解し

ていない。 

・漁父との会話形式をとることの効果につい

て理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・屈原と漁父の生き方について，現代の出来事と

関連づけて，自分自身の考えを深めるととも

に，その内容を説明している。 

・屈原と漁父の生き方について，自分なり

の考えを持つことができている。 

・屈原と漁父の生き方について，自分なりの

考えを持つことができていない。 
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 ⑦発表・討論 

・屈原の生涯について調べるとともに，屈原の生

き方についてどう考えるか自分の考えをまとめ

発表し，さらに討論などを通して自分の考えを

深めようとしている。 

・屈原の生涯について調べるとともに，屈

原の生き方についてどう考えるか自分の

考えをまとめ，発表しようとしている。 

・屈原の生涯について調べるとともに，屈原

の生き方についてどう考えるか自分の考え

をまとめ，発表しようとしていない。 
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■『文―三編』「五柳先生伝」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②作品理解 

（１）エ，（２）エ 

・『陶淵明集』の作品概要と，作者の陶潜の生涯の

概略，時代背景を理解している。 

・作者の陶潜と『陶淵明集』の成立した時

代について理解している。 

・作者の陶潜と『陶淵明集』の成立した時代

について理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・五柳先生の行動とそこからつかめる人物像を，

根拠を明確にして理解している。 

・「五柳先生伝」が陶潜の理想の生き方を表現した

ものであること，またその理想の生き方の内容

を正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・五柳先生の行動に注目して，人物像を理

解している。 

・「五柳先生伝」に描かれた理想の生き方

について理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・五柳先生の行動に注目して，人物像を理解

していない。 

・「五柳先生伝」に描かれた理想の生き方に

ついて理解していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・本文の文体・表現の特徴を正確につかみ，その

効果について確認し，理解している。 

・本文の文体・表現の特徴をつかんでい

る。 

・本文の文体・表現の特徴をつかんでいな

い。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・「五柳先生伝」に描かれた陶潜の理想とする生き

方について，現代の出来事と関連づけて，自分

自身の考えを深めるとともに，その内容を説明

している。 

・「五柳先生伝」に描かれた陶潜の理想と

する生き方について，自分なりの考えを

持つことができている。 

・「五柳先生伝」に描かれた陶潜の理想とす

る生き方について，自分なりの考えを持つ

ことができていない。 
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 ⑦発表・討論 

・陶潜の生涯について調べるとともに，隠遁し田

園詩人として生きた陶潜の生き方についてどう

考えるか自分の考えをまとめ発表し，さらに討

論などを通して自分の考えを深めようとしてい

る。 

・陶潜の生涯について調べるとともに，隠

遁し田園詩人として生きた陶潜の生き方

についてどう考えるか自分の考えをまと

め，発表しようとしている。 

・陶潜の生涯について調べるとともに，隠遁

し田園詩人として生きた陶潜の生き方につ

いてどう考えるか自分の考えをまとめ，発

表しようとしていない。 
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■『文―三編』「春夜宴桃李園序」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②作品理解 

（１）エ，（２）エ 

・作者の李白の生涯とその作品について理解して

いる。 

・作者の李白とその作品について理解して

いる。 

・作者の李白とその作品について理解してい

ない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・段落ごとに要点をまとめ，李白の人生観が表れ

た本文の展開を正確に把握している。 

・李白の人生観を，本文に即して正確に理解して

いる。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・段落ごとに要点をまとめ，本文の展開を

おおよそつかんでいる。  

・本文の内容をもとに，李白の人生観をお

およそ読み取っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・段落ごとに要点をまとめ，本文の展開をつ

かんでいない。  

・本文の内容をもとに，李白の人生観を読み

取っていない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・本文の文体・表現の特徴を正確につかみ，その

効果について確認し，理解している。 

・本文の文体・表現の特徴をつかんでい

る。 

 

・本文の文体・表現の特徴をつかんでいな

い。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・「春夜宴桃李園序」に描かれた李白の理想とする

生き方について，現代の出来事と関連づけて，

自分自身の考えを深めるとともに，その内容を

説明している。 

・「春夜宴桃李園序」に描かれた李白の理

想とする生き方について，自分なりの考

えを持つことができている。 

・「春夜宴桃李園序」に描かれた李白の理想

とする生き方について，自分なりの考えを

持つことができていない。 
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 ⑦発表・討論 

・李白の生涯について調べるとともに，李白の生

き方についてどう考えるか自分の考えをまと

め，発表し，さらに討論などを通して自分の考

えを深めようとしている。 

・李白の生涯について調べるとともに，李

白の生き方についてどう考えるか自分の

考えをまとめ，発表しようとしている。 

・李白の生涯について調べるとともに，李白

の生き方についてどう考えるか自分の考え

をまとめ，発表しようとしていない。 
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■『三国志の世界』「赤壁之戦」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①背景知識 

（２）ア 

・『十八史略』の概要をつかみ，『三国志』につい

ての知識を積極的に獲得し，学習への興味を示

している。 

・史書の編纂形式，及び『十八史略』が編年体の

歴史書であり，正史『三国志』の要約を含むこ

とを正しく理解している。 

・『十八史略』の概要をつかみ，『三国志』に

ついて知識を有している。 

・『十八史略』の編纂形式を理解している。 

・『十八史略』の概要をつかんでおらず，『三国

志』について知識を有していない。 

・『十八史略』の編纂形式を理解していない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下し

文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把 

握 読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・指示語の指す内容とともに，「赤壁の戦い」に

おけるそれぞれの軍のリーダーを把握し，登場

人物の言動を正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしている。 

・指示語の指す内容とともに，「赤壁の戦

い」におけるそれぞれの軍のリーダーを把

握し，登場人物の言動をおよそ理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていない。 

・指示語の指す内容とともに，「赤壁の戦い」

におけるそれぞれの軍のリーダーを把握し，

登場人物の言動を理解することができていな

い。 

⑤作品理解 

読（１）エ 

・正史『三国志』と小説『三国志演義』の違いを

正しく理解している。 

・正史『三国志』と小説『三国志演義』の違

いをおよそ正しく理解している。 

・正史『三国志』と小説『三国志演義』の違い

を理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）カ 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話か

ら新たな知見を得，自分のものの見方，感じ

方，考え方を深めるとともに，その内容を説明

している。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史

話から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めている。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話

から新たな知見を得，自分のものの見方，感

じ方，考え方を深めることができていない。 
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 ⑦考察・発表 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史話の

おもしろさを味わい，それについて根拠をもっ

て自分の考えを伝えようとしている。 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史

話のおもしろさを味わい，それについて自

分の考えを伝えようとしている。 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史話

のおもしろさを味わい，それについて自分の

考えを伝えようとしていない。 
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■『三国志の世界』「竭股肱之力」ルーブリック例 

 

  

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「つひニ」と訓読する文字と用法について正確に

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「つひニ」と訓読する文字と用法につい

て理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「つひニ」と訓読する文字と用法について

理解していない。 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・諸葛亮が昭烈に伝えようとしたことを正確に理

解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・諸葛亮が昭烈に伝えようとしたことを理

解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・諸葛亮が昭烈に伝えようとしたことを理解

していない。 

④作品理解 

読（１）エ 

・三国志が日本においてどのように受け入れられ

てきたかを正確に理解している。 

・三国志が日本においてどのように受け入

れられてきたかを理解している。 

・三国志が日本においてどのように受け入れ

られてきたかを理解していない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話から

新たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，

考え方を深めるとともに，その内容を説明して

いる。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,

史話から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史

話から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・諸葛亮の人柄を読み取り，発表や討論を通して

自分の考えをさらに深めようとしている。 

・諸葛亮の人柄を読み取っている。 ・諸葛亮の人柄を読み取っていない。 
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■『三国志の世界』「出師表」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し，

さらに本文で使用されている以外の別の意味や用

法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解していない。 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明して

いる。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き

下し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿った

適切な現代語訳をしている。 

・諸葛亮の主張をまとめ，その人物像を正確につか

んでいる。 

・文章から，劉備・諸葛亮・曹操・孫権の人物像を

正確につかんでいる。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・諸葛亮の主張をまとめ，その人物像をつ

かんでいる。 

・文章から，劉備・諸葛亮・曹操・孫権の

人物像をつかんでいる。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・諸葛亮の主張から，その人物像をつかん

でいない。 

・文章から，劉備・諸葛亮・曹操・孫権の

人物像をつかんでいない。 

④作品理解 

読（１）エ 

 

・「危急存亡の秋」「三顧の礼」の由来と用法につい

て理解し,現在での使用場面を思い浮かべることが

できている。 

・「危急存亡の秋」「三顧の礼」の由来と用

法について理解している。 

・「危急存亡の秋」「三顧の礼」の由来と用

法について理解していない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話から新

たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，考え

方を深め，その内容を説明している。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,

史話から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史

話から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができ

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・『三国志』がもととなってできた故事成語や，故事

成語の日常生活での使い方について，プレゼンテ

ーション用の資料を作るとともに，発表や討論を

通して自分の考えをさらに深めようとしている。 

・『三国志』がもととなってできた故事成

語や，故事成語の日常生活での使い方に

ついて，プレゼンテーション用の資料を

作っている。 

・『三国志』がもととなってできた故事成語

や，故事成語の日常生活での使い方につ

いて，プレゼンテーション用の資料を作

っていない。 
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■『日本外史』「所争不在米塩」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①背景知識 

（２）ア 

・『日本外史』の作者や構成について理解し，その内

容を説明している。 

・『日本外史』の作者や構成について理解

している。 

・『日本外史』の作者や構成について理解し

ていない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し，さ

らに本文で使用されている以外の別の意味や用法の

知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に直し

ている。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明してい

る。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

④現代への影響 

（２）ウ 

・「敵に塩を送る」という言葉のなりたちと現在の意

味・用法について理解している。 

・「敵に塩を送る」という言葉の現在の意

味・用法について理解している。 

・「敵に塩を送る」という言葉の現在の意

味・用法について理解していないる。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把 

握 読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿った適

切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物それぞれの言動をおよそ理解し

ている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物それぞれの言動をおよそ理解して

いない。 

⑥作品理解 

読（１）エ 

・謙信の戦に対する考え方を正しく理解し，謙信の人

物像を正しくとらえている。 

・謙信の戦に対する考え方を理解し，謙信

の人物像をとらえている。 

・謙信の戦に対する考え方を理解せず，謙信

の人物像をとらえていない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話から新

たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めるとともに，その内容を説明している。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,

史話から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史

話から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史話のおも

しろさを味わい，それについて根拠をもって自分の

考えを伝えようとしている。 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，

史話のおもしろさを味わい，それについ

て自分の考えを伝えようとしている。 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史

話のおもしろさを味わい，それについて自

分の考えを伝えようとしていない。 
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■『日本外史』「諸将服信玄」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①背景知識 

（２）ア 

・『日本外史』の作者や構成について理解し，そ

の内容を説明している。 

・『日本外史』の作者や構成について理解して

いる。 

・『日本外史』の作者や構成について理解して

いない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の

意味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文

に直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明

している。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に直

している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下し

文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

④現代への影響 

（２）ウ 

・現代においても信玄がすぐれた武将とされる

理由を，本文から正しく読み取れている。 

・現代においても信玄がすぐれた武将とされ

る理由を，本文からおよそ読み取れてい

る。 

・現代においても信玄がすぐれた武将とされる

理由を，本文から読み取れていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把 

握 読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿

った適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動をおよそ理解して

いる。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていない。 

・登場人物それぞれの言動を理解していない。 

⑥作品理解 

読（１）エ 

・謙信の作戦に対し，信玄がどう対応したのか

を正しくとらえている。 

・謙信の作戦に対し，信玄がどう対応したの

かをおよそとらえている。 

・謙信の作戦に対し，信玄がどう対応したのか

をとらえていない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話か

ら新たな知見を得，自分のものの見方，感じ

方，考え方を深めるとともに，その内容を説

明している。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話

から新たな知見を得，自分のものの見方，

感じ方，考え方を深めている。 

・史話のおもしろさを味わうだけでなく,史話

から新たな知見を得，自分のものの見方，感

じ方，考え方を深めることができていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史話

のおもしろさを味わい，それについて根拠を

もって自分の考えを伝えようとしている。 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史

話のおもしろさを味わい，それについて自

分の考えを伝えようとしている。 

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，史話

のおもしろさを味わい，それについて自分の

考えを伝えようとしていない。 
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■『李白と杜甫』「李白」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作者についての理解 

（１）イ 

・活躍した時代と作風，詩の評価について正しく理解

している。 

・活躍した時代と作風について理解して

いる。 

・活躍した時代と作風について理解していな

い。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し，さ

らに漢詩で使用されている以外の別の意味や用法の

知識を得ている。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法

を理解している。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ 

・訓点に従って漢詩を正確に音読でき，注意すべき点

を理解して正しく書き下している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩

を読むことができ，書き下し文にして

いる。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読

むことができず，書き下し文にしていな

い。 

④詩の決まり 

（２）イ 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を正しく理解して

いる。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を，

具体的な説明はできないが，理解して

いる。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を理解し

ていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・重要語句の意味を理解し，漢詩の起承転結などの展

開を把握し，必要な語句を補いながら正しく現代語

訳している。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に詠み込

んでいるのかを，根拠を明確にして理解している。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳し

ている。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を

漢詩に詠み込んでいるのかを理解して

いる。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳してい

ない。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩

に詠み込んでいるのかを理解していない。 

⑥古典への傾倒 

読（１）エ 

・起承転結などの展開と作者の心情をよく理解したう

えで，詩の響きを味わいながら暗唱している。 

・漢詩の内容を理解したうえで，漢詩を

暗唱している。 

・漢詩の内容を理解して暗唱していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわしい

表現方法で，訳詩を作成している。 

・自分で訳詩を作成している。 ・自分で訳詩を作成していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗唱などを

通して優れた表現に親しむとともに，その内容を説

明しようとしている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取

り，暗唱などを通して優れた表現に親

しもうとしている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取らず，

暗唱などを通して優れた表現に親しもうと

していない。 
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■『李白と杜甫』「杜甫」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作者についての理解 

（１）イ 

・活躍した時代と作風，詩の評価について正しく理

解している。 

・活躍した時代と作風について理解してい

る。 

・活躍した時代と作風について理解してい

ない。 

➁漢字の意味 

（１）ア 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解し，

さらに漢詩で使用されている以外の別の意味や用

法の知識を得ている。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解している。 

・漢詩中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ 

・訓点に従って漢詩を正確に音読でき，注意すべき

点を理解して正しく書き下している。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を読

むことができ，書き下し文にしている。 

・指導者の範読に従って声に出して漢詩を

読むことができず，書き下し文にしてい

ない。 

④詩の決まり 

（２）イ 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を正しく理解し

ている。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を，具体

的な説明はできないが，理解している。 

・それぞれの詩の詩形・押韻・対句を理解

していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・重要語句の意味を理解し，漢詩の起承転結などの

展開を把握し，必要な語句を補いながら正しく現

代語訳している。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩に詠み

込んでいるのかを，根拠を明確にして理解してい

る。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳してい

る。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢詩

に詠み込んでいるのかを理解している。 

・重要語句の意味を理解して現代語訳して

いない。 

・詩の情景や，作者がどのような心情を漢

詩に詠み込んでいるのかを理解していな

い。 

⑥古典への傾倒 

読（１）エ 

・起承転結などの展開と作者の心情をよく理解した

うえで，詩の響きを味わいながら暗唱している。 

・漢詩の内容を理解したうえで，漢詩を暗唱

している。 

・漢詩の内容を理解して暗唱していない。 

⑦考えの形成 

読（１）カ 

・自分が読み取った漢詩の内容を表すのにふさわし

い表現方法で，訳詩を作成している。 

・自分で訳詩を作成している。 ・自分で訳詩を作成していない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑧考察・発表 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗唱など

を通して優れた表現に親しむとともに，その内容

を説明しようとしている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，暗

唱などを通して優れた表現に親しもうとし

ている。 

・漢詩に描かれた情景や心情を読み取ら

ず，暗唱などを通して優れた表現に親し

もうとしていない。 
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■『荊軻伝』「風蕭蕭兮易水寒」ルーブリック例 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物それぞれの言動をおおよそ理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物それぞれの言動を理解していな

い。 

④鑑賞 

読（１）エ 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を深く

理解し読み味わっている。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情

をおおよそ理解している。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を

理解することができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史伝から

新たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，

考え方を深めるとともに，その内容を説明して

いる。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,

史伝から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史

伝から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・表現に注意しながら登場人物の思いや行動の意

味などを読み取り，自分の考えを文章にまと

め，他者の文章を読むことを通してさらに自分

の考えを深めようとしている。 

・表現に注意しながら登場人物の思いや行

動の意味などを読み取り，自分の考えを

文章にまとめようとしている。 

・表現に注意しながら登場人物の思いや行動

の意味などを読み取り，自分の考えを文章

にまとめようとしていない。 
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■『荊軻伝』「図窮而匕首見」ルーブリック例 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物それぞれの言動をおおよそ理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物それぞれの言動を理解していな

い。 

④鑑賞 

読（１）エ 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を深く

理解し読み味わっている。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情

をおおよそ理解している。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を

理解することができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史伝から

新たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，

考え方を深めるとともに，その内容を説明して

いる。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,

史伝から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史

伝から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・司馬遷が「刺客列伝」を著した意図について自

分の考えを発表し，さらに討論などを通して自

分の考えを深めようとしている。 

・司馬遷が「刺客列伝」を著した意図につ

いて自分の考えを発表しようとしてい

る。 

・司馬遷が「刺客列伝」を著した意図につい

て自分の考えを発表しようとしていない。 
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■『韓信伝』「俛出袴下」ルーブリック例 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本ま文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②故事成語 

（２）ウ 

・「韓信の股くぐり」の意味とその用法について正

しく理解している。 

・「韓信の股くぐり」の意味をおおよそ理

解している。 

・「韓信の股くぐり」の意味を理解していな

い。 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物それぞれの言動をおおよそ理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物それぞれの言動を理解していな

い。 

④鑑賞 

読（１）エ 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を深く

理解し読み味わっている。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情

をおおよそ理解している。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を

理解することができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史伝から

新たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，

考え方を深めるとともに，その内容を説明して

いる。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,

史伝から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史

伝から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・韓信の心情や人柄を捉え，その人物像について

自分の考えを発表し，さらに討論などを通して

自分の考えを深めようとしている。 

・韓信の心情や人柄を捉え，その人物像に

ついて自分の考えを発表しようとしてい

る。 

・韓信の心情や人柄を捉え，その人物像につ

いて自分の考えを発表しようとしていな

い。 
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■『韓信伝』「背水陳」ルーブリック例 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②故事成語 

（２）ウ 

・「背水の陳（陣）」という故事成語の現在の意味

とその用法について正しく理解している。 

・「背水の陳（陣）」という故事成語の現在

の意味をおおよそ理解している。 

・「背水の陳（陣）」という故事成語の現在の

意味を理解していない。 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物それぞれの言動をおおよそ理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物それぞれの言動を理解していな

い。 

④鑑賞 

読（１）エ 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を深く

理解し読み味わっている。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情

をおおよそ理解している。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を

理解することができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史伝から

新たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，

考え方を深めるとともに，その内容を説明して

いる。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,

史伝から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史

伝から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・韓信がとった策についての人々の評価・感想を

捉えて自分の考えを発表し，さらに討論などを

通して自分の考えを深めようとしている。 

・韓信がとった策についての人々の評価・

感想を捉えて自分の考えを発表しようと

している。 

・韓信がとった策についての人々の評価・感

想を捉えて自分の考えを発表しようとして

いない。 
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■『韓信伝』「狡兎死，良狗亨」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②故事成語 

（２）ウ 

・「狡兎死して良（走）狗亨（烹）らる」という故

事成語の現在の意味とその用法について正しく

理解している。 

・「狡兎死して良（走）狗亨（烹）らる」

という故事成語の現在の意味をおおよそ

理解している。 

・「狡兎死して良（走）狗亨（烹）らる」と

いう故事成語の現在の意味を理解していな

い。 

➁句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・登場人物それぞれの言動を正しく理解してい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・登場人物それぞれの言動をおおよそ理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・登場人物それぞれの言動を理解していな

い。 

④鑑賞 

読（１）エ 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を深く

理解し読み味わっている。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情

をおおよそ理解している。 

・登場人物の言動や叙述をもとにその心情を

理解することができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）カ 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史伝から

新たな知見を得，自分のものの見方，感じ方，

考え方を深めるとともに，その内容を説明して

いる。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,

史伝から新たな知見を得，自分のものの

見方，感じ方，考え方を深めている。 

・史伝のおもしろさを味わうだけでなく,史

伝から新たな知見を得，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深めることができて

いない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・感想文 

・韓信の生き方について感じたことや考えたこと

を感想文にまとめ，さらに討論などを通して自

分の考えを深めようとしている。 

・韓信の生き方について感じたことや考え

たことを感想文にまとめようとしてい

る。 

・韓信の生き方について感じたことや考えた

ことを感想文にまとめようとしていない。 
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■『白楽天』「長恨歌」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作品の理解 

（１）イ 

・古詩がどういう詩であるか正確に理解してい

る。 

・古詩がどういう詩であるかおおよそ理解

している。 

・古詩がどういう詩であるか理解していな

い。 

②漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

③日本文化への影響 

（２）ア 

・（参考）の『源氏物語』（桐壺）及び『枕草子』

（木の花は）から，「長恨歌」の影響を考えまと

めることができている。 

・（参考）の『源氏物語』（桐壺）及び『枕

草子』（木の花は）から，「長恨歌」の影

響を考えようとしている。 

・（参考）の『源氏物語』（桐壺）及び『枕草

子』（木の花は）から，「長恨歌」の影響を

考えようとしていない。 

④句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・あらすじを把握し，場面ごとにその内容を正確

に把握している。 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・あらすじを把握し，場面ごとにその内容

をおおよそ把握している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・あらすじを把握せず，場面ごとにその内容

を把握していない。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

⑥鑑賞 

読（１）エ 

・漢詩の内容を正確に理解したうえで詩を鑑賞

し，作品の価値についても考察しようとしてい

る。 

・漢詩の内容をおおよそ理解したうえで詩

を鑑賞しようとしている。 

・漢詩の内容を理解したうえで鑑賞しようと

していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キ 

・「長恨歌」という題に込められた意味を考察し，

「長恨歌」の主題について自分の考えをまとめ

るとともに，その内容を説明している。 

・「長恨歌」という題に込められた意味を

考察し，「長恨歌」の主題について自分

の考えをまとめようとしている。 

・「長恨歌」という題に込められた意味を考

察し，「長恨歌」の主題について自分の考

えをまとめようとしていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑧考察・レポート 

・日本でも広く親しまれている「長恨歌」につい

て調べ，自分の考えをまとめて発表するととも

に，他者の発表を聞くことを通して，自分の考

えをさらに深めようとしている。 

・日本でも広く親しまれている「長恨歌」

について調べ，自分の考えをまとめて発

表しようとしている。 

・日本でも広く親しまれている「長恨歌」に

ついて，調べたりまとめたりしようとして

いない。 
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■『和漢朗詠集』「三月尽」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①作品の理解 

（１）イ 

・『和漢朗詠集』について正確に理解している。 ・『和漢朗詠集』についておおよそ理解し

ている。 

・『和漢朗詠集』について理解していない。 

②漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

③日本文化への影響 

（２）ア 

・詩句や和歌の主題をとらえ，その内容を説明し

ている。 

・詩句や和歌の主題をとらえようとしてい

る。 

・詩句や和歌の主題をとらえようとしていな

い。 

④句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

⑤現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・それぞれの詩句や和歌について，その内容を正

確に把握している。 

・詩句や和歌であることを踏まえ適切に現代語訳

をしている。 

・それぞれの詩句や和歌について，その内

容をおおよそ把握している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・それぞれの詩句や和歌について，その内容

を把握していない。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

⑥鑑賞 

読（１）エ 

・詩句や和歌の内容を正確に理解したうえで鑑賞

し，作品の価値についても考察しようとしてい

る。 

・詩句や和歌の内容をおおよそ理解したう

えで鑑賞しようとしている。 

・漢詩の内容を理解したうえで鑑賞しようと

していない。 

⑦考えの形成 

読（１）キ 

・我が国の文化と中国文化の関係や，我が国の文

化の特質について自分の考えをまとめるととも

に，その内容を説明している。 

・我が国の文化と中国文化の関係や，我が

国の文化の特質について自分の考えをま

とめようとしている。 

・我が国の文化と中国文化の関係や，我が国

の文化の特質についてまとめようとしてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑧考察・レポート 

・『和漢朗詠集』に白居易の詩が好んで選出された

理由について，自分の考えをまとめるととも

に，他者の文章を読むことを通して，自分の考

えをさらに深めようとしている。 

・『和漢朗詠集』に白居易の詩が好んで選

出された理由について，自分の考えをま

とめようとしている。 

・『和漢朗詠集』に白居易の詩が好んで選出

された理由について，自分の考えをまとめ

ようとしていない。 
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■『小説―二編』「桃花源記」ルーブリック例 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「業」「具」「道」「終」の文中での意味を理解

し，その意味をその漢字を使った熟語で表すこ

とができている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「業」「具」「道」「終」の文中での意味を

おおよそ理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「業」「具」「道」「終」の文中での意味を理

解していない。 

 

②句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）ア 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・「桃花源」とはどのような村か，正しく読み取

っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「桃花源」とはどのような村か，おおよ

そ読み取っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「桃花源」とはどのような村か，読み取っ

ていない。 

④文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・あらすじをまとめ，文章の展開を正しく捉えて

いる。 

・あらすじをまとめ，文章の展開をおおよ

そ捉えている。 

・あらすじをまとめ，文章の展開を捉えるこ

とができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）キ 

・「桃花源記」の作者陶潜がこの作品を書いた思い

について考えるとともに，自らが考える理想郷

について考えを深め，その内容を説明してい

る。 

・「桃花源記」の作者陶潜がこの作品を書

いた思いについて考えるとともに，自ら

が考える理想郷について考えをまとめよ

うとしている。 

・「桃花源記」の作者陶潜がこの作品を書い

た思いについて考えるとともに，自らが考

える理想郷について考えをまとめようとし

ていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑥考察・発表 

・老子と陶潜が描く理想郷について比較，検討し

て自分の考えをまとめ，他者の考えを通してさ

らに自分の考えを深めようとしている。 

・老子と陶潜が描く理想郷について比較，

検討して自分の考えをまとめようとして

いる。 

・老子と陶潜が描く理想郷について比較，検

討して自分の考えをまとめようとしていな

い。 
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■『小説―二編』「離魂記」ルーブリック例 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「ひそカニ」と訓読する漢字について理解すると

ともに，その意味も正しく理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「ひそカニ」と訓読する漢字について理

解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「ひそカニ」と訓読する漢字について理解

していない。 

 

②句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

③現代語訳・内容把握 

読（１）ア 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈や背景に沿っ

た適切な現代語訳をしている。 

・二人の「倩娘」とは何者であったのかを理解

し，「離魂記」の主題を捉えている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・二人の「倩娘」とは何者であったのかを

理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・二人の「倩娘」とは何者であったのかを理

解していない。 

④文章の展開の理解 

読（１）ウ 

・登場人物の行動や発言を整理し，文章の展開を

正しく捉えている。 

・登場人物の行動や発言を整理し，文章の

展開をおおよそ捉えている。 

・登場人物の行動や発言を整理し，文章の展

開を捉えることができていない。 

⑤考えの形成 

読（１）キ 

・中国の志怪小説の面白さを確認するとともに，

現代に通じるテーマについて考えを深め，その

内容を説明している。 

・中国の志怪小説の面白さを確認するとと

もに，現代に通じるテーマについて考え

を深めようとしている。 

・中国の志怪小説の面白さを確認するととも

に，現代に通じるテーマについて考えを深

めようとしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

 ⑥考察・発表 

・「桃花源記」や「離魂記」と同じテーマを取り上

げた古典の作品や文章を読み，思想や感情など

の共通点や相違点について自分の考えをまと

め，他者の考えを通してさらに自分の考えを深

めようとしている。 

・「桃花源記」や「離魂記」と同じテーマ

を取り上げた古典の作品や文章を読み，

思想や感情などの共通点や相違点につい

て自分の考えをまとめようとしている。 

・「桃花源記」や「離魂記」と同じテーマを

取り上げた古典の作品や文章を読み，思想

や感情などの共通点や相違点について自分

の考えをまとめようとしていない。 
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■［言語活動］「本の帯を作ろう」ルーブリック例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①読書への傾倒 

（２）エ 

・「桃花源記」「離魂記」のいずれかについて小説

の主題を捉えたうえで，表表紙の帯に用いる，

インパクトのあるキャッチフレーズを考えてい

る。 

・「桃花源記」「離魂記」のいずれかについて小説

の内容を要約し，裏表紙の帯に用いる，読者を

惹きつける魅力的な文章を考えている。 

・「桃花源記」「離魂記」のいずれかについ

て小説の主題を捉えている。 

・「桃花源記」「離魂記」のいずれかについ

て小説の内容を要約している。 

・「桃花源記」「離魂記」のいずれかについて

小説の主題を捉えていない。 

・「桃花源記」「離魂記」のいずれについても

小説の内容を要約していない。 

思
考
・
判
断
・

表
現 

②考えの形成 

（１）オ，ク 

・志怪小説のおもしろさを読み味わうだけでな

く，小説のテーマから新たな知見を得，自分の

ものの見方，感じ方，考え方を深めるととも

に，その内容を説明している。 

・志怪小説のおもしろさを読み味わうだけ

でなく，小説のテーマから新たな知見を

得，自分のものの見方，感じ方，考え方

を深めようとしている。 

・志怪小説のおもしろさを読み味わうだけで

なく，小説のテーマから新たな知見を得，自

分のものの見方，感じ方，考え方を深めよう

としていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ③制作・発表 

・本の帯の役割や形式について調べ，魅力的な本

の帯を作成するとともに，他者の発表を聞くこ

とを通して，自分の考えをさらに深めようとし

ている。 

・本の帯の役割や形式について調べ，魅力

的な本の帯を作成しようとしている。 

・本の帯の役割や形式について調べ，魅力的

な本の帯を作成しようとしていない。 
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■『諸子百家』「水のとらえ方」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・春秋戦国時代に出現した諸子百家は時代の混乱

を収束させるため多様な思想を説き，儒家・道

家を中心にその思想が現在にも影響を与えてい

ることを正しく理解している。 

・「光陰」「黄梁」「紫電」「石火」「朝露」「白駒」

の意味・用法を調べるとともに，さらに非常に

短い時間を表す他の言葉についても調べようと

している。 

・春秋戦国時代に出現した諸子百家は時代

の混乱を収束させるため多様な思想を説

き，儒家・道家を中心にその思想が現在

にも影響を与えていることをおおよそ理

解している。 

・「光陰」「黄梁」「紫電」「石火」「朝露」

「白駒」の意味・用法を調べようとして

いる。 

・春秋戦国時代に出現した諸子百家は時代の

混乱を収束させるため多様な思想を説き，

儒家・道家を中心にその思想が現在にも影

響を与えていることを理解していない。 

・「光陰」「黄梁」「紫電」「石火」「朝露」「白

駒」の意味・用法を調べようとしていな

い。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「原泉混混」で孟子が水のどのような性質をよ

いとしているか，正しく理解している。 

・「原泉混混」で「有本者」とはどのようなもの

か，正しく理解している。 

・「天下莫柔弱於水」で老子が水の本性を変える

ことがないことを評価していると，正しく理解

している 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「原泉混混」で孟子が水のどのような性

質をよいとしているか，おおよそ理解し

ている。 

・「原泉混混」で「有本者」とはどのよう

なものか，おおよそ理解している。 

・「天下莫柔弱於水」で老子が水の本性を

変えることがないことを評価している

と，おおよそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「原泉混混」で孟子が水のどのような性質

をよいとしているか，理解していない。 

・「原泉混混」で「有本者」とはどのような

ものか，理解していない。 

・「天下莫柔弱於水」で老子が水の本性を変

えることがないことを評価していると，理

解していない。 
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・「兵形象水」で何事も変化に対応することが大

切であるという孫子の考えを正しく理解してい

る。 

・「兵形象水」で変化に対応することが大

切であることが述べられていると，おお

よそ理解している。 

・「兵形象水」で変化に対応することが大切

であることが本文に述べられていると，理

解していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・「水之行…」「水因地…」と「兵之形…」「兵因敵

…」が対句表現であることを正しく理解してい

る。 

・「水之行…制流」と「兵之形…制勝」が

対句表現であることをおおよそ理解して

いる。 

・「水之行…制流」と「兵之形…制勝」が対

句表現であることを理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・孟子・老子・孫子のそれぞれの考え方について

自分自身の考えをまとめ，さらに自分の考えを

説明しようとしている。 

・孟子・老子・孫子のそれぞれの考え方に

ついて自分自身の考えをまとめようとし

ている。 

・孟子・老子・孫子のそれぞれの考え方につ

いて自分自身の考えをまとめようとしてい

ない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・老子・孟子・孫子がよいとした水の性質を人間

の場合に当てはめるとどのようになるか，自分

の考えを発表し，さらに討論などを通して自分

の考えを深めようとしている。 

・老子・孟子・孫子がよいとした水の性質

を人間の場合に当てはめるとどのように

なるか，自分の考えを発表しようとして

いる。 

・老子・孟子・孫子がよいとした水の性質を

人間の場合に当てはめるとどのようになる

か，自分の考えを発表しようとしていな

い。 
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■『諸子百家』「正直のあり方」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・「儒家」と「法家」について，代表的な思想家と

思想内容を正しく理解している。 

・「由是観之」「是以」「於是」「如是」の読みと意

味を正しく理解するとともに， さらに他の慣用

表現についても調べようとしている。 

・「儒家」と「法家」について，代表的な

思想家と思想内容をおおよそ理解してい

る。 

・「由是観之」「是以」「於是」「如是」の読

みと意味をおおよそ理解している。 

・「儒家」と「法家」について，代表的な思

想家と思想内容を理解していない。 

・「由是観之」「是以」「於是」「如是」の読み

と意味を理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・『論語』と『韓非子』における直躬の評価につ

いて，正しく理解している。 

・『論語』の「直在其中矣。」の「直」が『韓非

子』でどのように表現されているか正しく理解

している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・『論語』と『韓非子』における直躬の評

価について，おおよそ理解している。 

・『論語』の「直在其中矣。」の「直」が

『韓非子』でどのように表現されている

かおおよそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・『論語』と『韓非子』における直躬の評価

について，理解していない。 

・『論語』の「直在其中矣。」の「直」が『韓

非子』でどのように表現されているか理解

していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・『韓非子』が「直」や「孝」をどのように論理立

てて批判しているか，正しく理解している。 

・『韓非子』が「直」や「孝」をどのよう

に論理立てて批判しているか，おおよそ

理解している。 

・『韓非子』が「直」や「孝」をどのように

論理立てて批判しているか，理解していな

い。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・「直」や「孝」について自分はどのように考える

か意見をまとめることで，自分自身の考えを深

めるとともに，その内容を説明している。 

・「直」や「孝」について自分はどのよう

に考えるか意見をまとめることで，自分

自身の考えを深めようとしている。 

・「直」や「孝」について自分はどのように

考えるか意見をまとめることで，自分自身

の考えを深めようとしていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り

組
む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・「直」や「孝」について自分はどのように考える

か意見をまとめ発表し，さらに討論などを通し

て自分の考えを深めようとしている。 

・「直」や「孝」について自分はどのよう

に考えるか意見をまとめ，発表しようと

している。 

・「直」や「孝」について自分はどのように

考えるか意見をまとめ，発表しようとして

いない。 
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■『諸子百家』「政治のあり方」能近取譬／無恒産無恒心 ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・「仁」の意味を理解し，「仁」が儒教において最

高の道徳とされてきたことを理解するとともに,

儒家が重視した他の徳目についても広く理解し

ている。 

・「仁」の意味や「仁」が儒教において最

高の道徳とされてきたことをおおよそ理

解している。 

・「仁」の意味や「仁」が儒教において最高

の道徳とされてきたことを理解していな

い。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「能近取譬」と「無恒産無恒心」をもとに儒家

の求めた政治のあり方を正しく理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「能近取譬」と「無恒産無恒心」をもと

に儒家の求めた政治のあり方をおおよそ

理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「能近取譬」と「無恒産無恒心」をもとに

儒家の求めた政治のあり方を理解していな

い。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・「能近取譬」「無恒産無恒心」のそれぞれについ

て，どのように論を組み立てているか，正しく

理解している。 

・「能近取譬」「無恒産無恒心」のそれぞれ

について，どのように論を組み立ててい

るか，おおよそ理解している。 

・「能近取譬」「無恒産無恒心」のそれぞれに

ついて，どのように論を組み立てている

か，理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・「能近取譬」や「無恒産無恒心」から読み取れる

政治のあり方に対し，自分の考えをまとめ深め

るとともに，その内容を説明している。 

・「能近取譬」や「無恒産無恒心」から読

み取れる政治のあり方に対し，自分の考

えをまとめ深めようとしている。 

・「能近取譬」や「無恒産無恒心」から読み

取れる政治のあり方に対し，自分の考えを

まとめ深めようとしていない。 
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主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦発表・討論 

・「仁」について書かれた他の章段について調べ，

「仁」とはどういうものかまとめ発表し，さら

に討論などを通して自分の考えを深めようとし

ている。 

・「仁」について書かれた他の章段につい

て調べ，「仁」とはどういうものかまと

め発表しようとしている。 

・「仁」について書かれた他の章段について

調べ，「仁」とはどういうものかまとめ発

表しようとしていない。 
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■『諸子百家』「政治のあり方」無為之治／兼愛／侵官之害 ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・「道家」「墨家」「法家」のそれぞれについて，代

表的な思想家と思想内容を深く理解するととも

に，その他の諸子百家についても広く理解して

いる。 

・「道家」「墨家」「法家」のそれぞれにつ

いて，代表的な思想家と思想内容をおお

よそ理解している。 

・「道家」「墨家」「法家」のそれぞれについ

て，代表的な思想家と思想内容を理解して

いない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ,（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「無為之治」とはどのような政治なのかを正し

く理解している。 

・「兼愛」の意味を理解し，墨子の政治に対する

基本的な考え方を正しく理解している。 

・文脈に即して，昭侯が典衣と典冠の両方を罰し

た理由を正確に捉えている。 

・昭侯のたとえ話から，韓非が説く法治主義につ

いて，現代の法制との違いを意識して，正確に

理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「無為之治」とはどのようなものかを，

本文の具体的な事例でおおよそつかんで

いる。 

・「兼愛」の意味をおおよそ理解してい

る。 

・文脈に即して，昭侯が典衣と典冠の両方

を罰したことを理解している。 

・昭侯のたとえ話から，韓非が説く法治主

義について理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「無為之治」とはどのようなものかを，本

文の具体的な事例でつかんでいない。 

・「兼愛」の意味を理解していない。 

・文脈に即して，昭侯が典衣と典冠の両方を

罰したことを理解していない。 

・昭侯のたとえ話から，韓非が説く法治主義

について理解していない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・「無為之治」「兼愛」「侵官之害」のそれぞれで使

われている対句について，正しく理解してい

る。 

・「無為之治」「兼愛」「侵官之害」のそれ

ぞれで使われている対句について，おお

よそ理解している。 

・「無為之治」「兼愛」「侵官之害」のそれぞ

れで使われている対句について，理解して

いない。 
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⑥考えの形成 

読（１）オキ 

・「無為之治」「兼愛」「侵官之害」のそれぞれから

読み取れる政治のあり方に対し，自分の考えを

まとめ深めるとともに，その内容を説明してい

る。 

・「無為之治」「兼愛」「侵官之害」のそれ

ぞれから読み取れる政治のあり方に対

し，自分の考えをまとめ深めようとして

いる。 

・「無為之治」「兼愛」「侵官之害」のそれぞ

れから読み取れる政治のあり方に対し，自

分の考えをまとめ深めようとしていない。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組
む

態
度 

 ⑦考察・討論 

・儒家・道家・墨家・法家のそれぞれの政治のあ

り方を,「為政者」のあり方，「臣下・民」のあ

り方に分けて整理し，さらに討論などを通して

自分の考えを深めようとしている。 

・儒家・道家・墨家・法家のそれぞれの政

治のあり方を,「為政者」のあり方，「臣

下・民」のあり方に分けて整理しようと

している。 

 

・儒家・道家・墨家・法家のそれぞれの政治

のあり方を,「為政者」のあり方，「臣下・

民」のあり方に分けて整理しようとしてい

ない。 
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■『唐宋八大家の文章』「与孟東野書」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・さまざまな敬称について，辞典等を調べ，正確

に理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・本文中の「足下」などが敬称であるこ

と，及び意味の違いを認識している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・本文中の「足下」などが敬称であること，

及び意味の違いを認識していない。 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・「唐宋八大家」と称される人物について資料を参

照しておさえ，学習への興味を高めるととも

に，作者韓愈の生きた時代や略歴を確認し，文

学史上の功績と社会的立場を理解している。 

・「与孟東野書」の文章に現代にも通じる内容・表

現を再確認して，現代にも通じる意義を見つ

け，自分の言葉で説明している。 

・「客」「大丈夫」「百姓」の漢文における意味を理

解するとともに，さらに現在の意味と異なる意

味で漢文で使われる語について調べ理解しよう

としている。 

・「唐宋八大家」と称される人物について

資料を確認しおおよそ理解するととも

に，作者韓愈の生きた時代や略歴をおお

よそ理解している。 

・「与孟東野書」の文章に現代にも通じる

内容・表現を見つけている。 

・「客」「大丈夫」「百姓」の漢文における

意味を理解している。 

・「唐宋八大家」と称される人物について資

料を確認し理解することや，作者韓愈の生

きた時代や略歴を理解することができてい

ない。 

・「与孟東野書」の文章に現代にも通じる内

容・表現を見つけていない。 

・「客」「大丈夫」「百姓」の漢文における意

味を理解していない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・

表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・韓愈の置かれている状況を把握し，またその不

満や嘆きを的確に理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・韓愈が不満や嘆きを抱いていることをお

およそ理解している。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・韓愈が不満や嘆きを抱いていることを理解

していない。 
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・孟東野の人柄と，置かれている状況，韓愈の信

頼を的確に理解している。 

・韓愈の孟東野に対する願いを読み取り，二人の

友情がどのようなものかを理解している。 

・「参考」の韓愈の詩から心情を深く読み取ると

ともに，詩の心情に通じる段落を正しく捉えて

いる。 

・孟東野の人柄と，置かれている状況をお

およそ理解している。 

・韓愈の孟東野に対する願いを読み取るこ

とができている。 

・「参考」の韓愈の詩から心情を読み取っ

ている。 

・孟東野の人柄と，置かれている状況を理解

していない。 

・韓愈の孟東野に対する願いを読み取ること

ができていない。 

・「参考」の韓愈の詩から心情を読み取って

いない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・段落ごとに韓愈の心情表現を抜き出し，その心

の動きについて深く理解している。 

・段落ごとに韓愈の心情表現を抜き出して

いる。 

・段落ごとに韓愈の心情表現を抜き出してい

ない。 

⑥考えの形成 

読（１）オ 

・韓愈と孟東野との交友をもとに，友情に対する

自分自身の考えを深めるとともに，さらに自分

の考えを説明しようとしている。 

・韓愈と孟東野との交友をもとに，友情に

対する自分自身の考えを深めようとして

いる。 

・韓愈と孟東野との交友をもとに，友情に対

する自分自身の考えを深めようとしていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・韓愈の他の作品について調べ，その内容や読ん

だ感想について発表するとともに，さらに討論

などを通して自分の考えを深めようとしてい

る。 

・韓愈の他の作品について調べ，その内容

や読んだ感想について発表しようとして

いる。 

・韓愈の他の作品について調べ，その内容や

読んだ感想について発表しようとしていな

い。 
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■『唐宋八大家の文章』「捕蛇者説」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「焉」「矣」「乎」「也」「爾」「哉」「邪」の用法を

正しく理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「焉」「矣」「乎」「也」「爾」「哉」「邪」

の用法をおおよそ理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「焉」「矣」「乎」「也」「爾」「哉」「邪」の

用法を理解していない。 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・「唐宋八大家」と称される人物について資料を参

照しておさえ，学習への興味を高めるととも

に，筆者柳宗元の生きた時代や略歴を確認し，

文学史上の功績と社会的立場を理解している。 

・「捕蛇者説」の文章に現代にも通じる内容・表現

を再確認して，現代にも通じる意義を見つけ，

自分の言葉で説明している。 

・「唐宋八大家」と称される人物について

資料を確認しおおよそ理解するととも

に，筆者柳宗元の生きた時代や略歴をお

およそ理解している。 

・「捕蛇者説」の文章に現代にも通じる内

容・表現を見つけている。 

・「唐宋八大家」と称される人物について資

料を確認し理解することや，筆者柳宗元の

生きた時代や略歴を理解することができて

いない。 

・「捕蛇者説」の文章に現代にも通じる内

容・表現を見つけていない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・「異蛇」の特徴を的確に読み取っている。 

・蔣氏の境遇，筆者の提案とそれに対する蔣氏の

答えの内容を的確に読み取っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・「異蛇」の特徴をおおよそ正しく読み取

っている。 

・蔣氏の境遇，筆者の提案とそれに対する

蔣氏の答えの内容をおおよそ正しく読み

取っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・「異蛇」の特徴を正しく読み取っていな

い。 

・蔣氏の境遇，筆者の提案とそれに対する蔣

氏の答えの内容を正しく読み取っていな

い。 



206 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・筆者が『礼記』を引用した理由も含めて第四段

落の内容を正しく捉え，本文を書いた筆者の意

図を的確に理解している。 

・筆者が『礼記』を引用した理由をつか

み，本文を書いた筆者の意図をおおよそ

理解している。 

・筆者が『礼記』を引用した理由や，本文を

書いた筆者の意図を理解していない。 

⑥考えの形成 

読（１）オ 

・「捕蛇者説」の内容をもとに，政治に対する自分

自身の考えを深めるとともに，さらに自分の考

えを説明しようとしている。 

・「捕蛇者説」の内容をもとに，政治に対

する自分自身の考えを深めようとしてい

る。 

・「捕蛇者説」の内容をもとに，政治に対す

る自分自身の考えを深めようとしていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・柳宗元の他の作品について調べ，その内容や読

んだ感想について発表するとともに，さらに討

論などを通して自分の考えを深めようとしてい

る。 

・柳宗元の他の作品について調べ，その内

容や読んだ感想について発表しようとし

ている。 

・柳宗元の他の作品について調べ，その内容

や読んだ感想について発表しようとしてい

ない。 
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■『唐宋八大家の文章』「朋党論」ルーブリック例 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

①漢字の意味 

（１）ア 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理解

し，さらに本文で使用されている以外の別の意

味や用法の知識を得ている。 

・「為」の用法を正しく理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を

理解している。 

・「為」の用法をおおよそ理解している。 

・本文中の漢字の意味や成り立ち，用法を理

解していない。 

・「為」の用法を理解していない。 

②古典の現代への影響 

（２）ウエ 

・「唐宋八大家」と称される人物について資料を参

照しておさえ，学習への興味を高めるととも

に，筆者欧陽脩の生きた時代や略歴を確認し，

文学史上の功績と社会的立場を理解している。 

・「朋党論」の文章に現代にも通じる内容・表現を

再確認して，現代にも通じる意義を見つけ，自

分の言葉で説明している。 

・「唐宋八大家」と称される人物について

資料を確認しおおよそ理解するととも

に，筆者欧陽脩の生きた時代や略歴をお

およそ理解している。 

・「朋党論」の文章に現代にも通じる内

容・表現を見つけている。 

・「唐宋八大家」と称される人物について資

料を確認し理解することや，筆者欧陽脩の

生きた時代や略歴を理解することができて

いない。 

・「朋党論」の文章に現代にも通じる内容・

表現を見つけていない。 

③句法・書き下し文 

（１）アウ，（２）イ 

・訓点に従って漢文を読み，正確に書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解し，その内容を説明し

ている。 

・訓点に従って漢文を読み，書き下し文に

直している。 

・句法の意味・用法を理解している。 

・訓点に従って漢文を読んでおらず，書き下

し文に直していない。 

・句法の意味・用法を理解していない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

④現代語訳・内容把握 

読（１）アイ 

・文法事項等を踏まえた上で，文脈に沿った適切

な現代語訳をしている。 

・各段落の展開を整理し，筆者の主張を正しく読

み取っている。 

・「御製朋党論」で欧陽脩の「朋党論」を批判す

る理由を正しく読み取っている。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしてい

る。 

・各段落の展開を整理し，筆者の主張をお

およそ正しく読み取っている。 

・「御製朋党論」で欧陽脩の「朋党論」を

批判する理由をおおよそ読み取ってい

る。 

・文法事項等を踏まえて逐語訳をしていな

い。 

・各段落の展開を整理し，筆者の主張を正し

く読み取ることができていない。 

・「御製朋党論」で欧陽脩の「朋党論」を批

判する理由を読み取っていない。 

⑤表現の特色の理解 

読（１）ウ 

・欧陽脩の「朋党論」が名文とされる理由につい

て自分なりに考えをまとめ説明しようとしてい

る。 

・欧陽脩の「朋党論」が名文とされる理由

について自分なりに考えをまとめようと

している。 

・欧陽脩の「朋党論」が名文とされる理由に

ついて自分なりに考えをまとめようとして

いない。 
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⑥考えの形成 

読（１）オ 

・「朋党」というテーマについて，「君子」と「小

人」が対立する事柄を挙げて自分の論を展開す

る文章を作成するとともに，他の意見を参考に

さらに自分の考えを説明しようとしている。 

・「朋党」というテーマについて，「君子」

と「小人」が対立する事柄を挙げて自分

の論を展開する文章を作成しようとして

いる。 

・「朋党」というテーマについて，「君子」と

「小人」が対立する事柄を挙げて自分の論

を展開する文章を作成しようとしていな

い。 

主
体
的
に 

学
習
に
取
り
組

む
態
度 

 ⑦考察・発表 

・欧陽脩の「朋党論」について本文に続く部分を

読み，その内容や読んだ感想について発表する

とともに，さらに討論などを通して自分の考え

を深めようとしている。 

・欧陽脩の「朋党論」について本文に続く

部分を読み，その内容や読んだ感想につ

いて発表しようとしている。 

・欧陽脩の「朋党論」について本文に続く部

分を読み，その内容や読んだ感想について

発表しようとしていない。 


